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世のため人のため、 
他人（ひと）のやれないことをやる
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⸺新たな可能性は、ここから始まる。⸺

⺎耆䓪؅鴑ַ姲׾״䧪䡵ֿא׆յ䅻閁؅釙׊յ
ն׌ױ׊׼ג׵鶟⴫؅ם׀㛻מ╈ס┩

20┩硔⮣꯽յؓؼ؛ؕق瞿烕؅䧏ס☔┉גז颯哅㳃ֿյ
նג׊ױ״耆䓪؅鴑ַ姲⺎׾ֵ

♿哅ך⥸ յ׊מ⮉؅㛻☔סי׬׌׾꞊؂מ哅♿סאյכׂ☔
社会ס׫靹春כ◄哅ס䡗Ꝏ؅┸玮ַֹכ׾׎׈䧪䡵׌ךն

ն׌ך׽ױ㡎סٝٚؠֿ׿א

סל׮ַםיח־עמהגյ熖☪ס硔┩21ג100年؅磬א׻ֽ
㛻ם׀䧪䡵ֿ姲׌ױַי׿׼״ն

峎յ⯡סتٞغーن澬⟊յס姡ם⪑յ㱦ףֻכג
峪㲜Ⲗ冽סت؝⯡峎ס׫לם䧪䡵ն

䧪䡵ն׌דײ걘㲘⛮꽦؅榟ַ׊二ךデؓؕؓסյ斻舅ףֻכג

┩״גס☔״גס؅鴑ַ姲׾״熖סהג⟓䒝עյⰨ哅䎎侇׼־㚺׎ױ׽؂؆ն

նמ״גס׎䇞סյ社会׵׼־׿׆עٝٚؠ
նי׋⟓ⱱ؅סյ⴫㰢׵׼־׿׆עٝٚؠ

յֽ׵׼־׿׆עٝٚؠյי׊א 㲘喋מ׵ככն

熖עהגյⱱךכ׆׾׎؂⺬؅յ二םג⺎耆䓪ֿ㡎؅כ׆׾ױ湳׌ױַיזն
ն׵כ׆׾׿ױ荁ַ┩槡ֿ榟׽׻յי׊א

յמ״ג׾׌儔全؅㲔現םٜهػطتئ׽׻յך䒍鸵׽׻յך⪑㱦׽׻
ն׌ױ禈ׄײ䧪מ׵ככױ׈氵עٝٚؠ

2022年、クラレグループは新たにコーポレートタグライン「Possible starts here」を策定しました。
当社は創業以来、事業を通じた社会的課題の解決と新たな価値の創造に挑戦してきました。
「Possible starts here」には、今日に至るまで変わることのないこの企業姿勢とともに、より良い未来のために、
クラレグループを起点として社会と価値を共創していきたいという想いを込めています。
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熖たהの✳⽜

熖たהは、斻創䓪の高い䤗软で榤業の新ꯛ㓊をꝧ䦌し、
自抅梪㗞と生孨梪㗞の⺸上に㳝┙します。

˓┩のため☔のため、他☔（ץと）の׷れないことを׷る˓

熖たהの鏍硜

熖たהは、

●安全に鿥䜡した高⿁韬のよ⿁・サービスをꝧ発、䬠❠します。

●社会との㵚鎇を㍲り、⢸全な꞊➟を保הます。

●㏐杶梪㗞の保全と䷉ャ、安全と⢸䉓の澬保にⲃめます。

●⥸ ♧ׂꝴを丒い、אの嘤⮵を㵯ꄆします。

●自榺、公塜、鵀明な⹦䌕を㲔饧します。

●湳的靸榤を㵯ꄆし、䗯㕔を鸵⮉に管理します。

熖たהの⟓兢

♿哅ع٤ْع٭طت

⠕☔の㵯ꄆ
同䑏協力
価値の創造

安全はす׬ての灄
걘㲘のニーֿث㓹本
杯㕙での発想ֿ㓹本

杼䒝
车Ⳃ
⸉⯞
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クラレグループのDNAと 
培ってきた強み

事業活動を通じた社会的課題の解決・経済発展への貢献

1926 ～1980 ～1990

1926年、クラレは化学繊維レーヨンの事業化を目的に岡山県倉敷市で設立されました。
創業者・大原孫三郎と第二代社長・大原總一郎は、技術革新による事業の発展に努める一方、環境問題への対応 

といった企業の社会的責任を重視し、事業活動を通じた社会的課題の解決に注力してきました。
戦後間もない1950年、大原總一郎は原料樹脂のポバールから合成繊維ビニロンを一貫して 

製造する技術を確立しました。このビニロンの事業化は、一企業の利益のためだけではなく日本の繊維産業を 

復興するものであり、「高品質で安定した収益をもたらす製品づくりには、輸入に頼らず、原料から一貫して 

自社生産しなければならない」という経営者の不退転の決意のもと成し遂げられました。
CSR（企業の社会的責任）いう言葉がなかった時代に、経営者たちが持っていた先駆的な精神は、 
クラレグループのDNAとして今日においても受け継がれています。

社会から得た財はすべて社会に返す

企業が得るべき利潤は技術革新による利潤、社会的、 
国民経済的貢献に対する対価としての利潤に限る

企業の社会的責任を重視し、大原社会問題研究所、労働環境の改善・改革に取り組む倉
敷労働科学研究所（現・大原記念労働科学研究所）、倉紡中央病院（現・倉敷中央病院）な
どを設立。地域の医療・福祉や教育・文化、人々の生活水準の向上に貢献しました。

公害という言葉がまだ珍しかった時代にいち早く企業の排出責任に言及したほか、1950

年には独自技術による国産初の合成繊維ビニロンを世界に先駆けて事業化しました。その
後も、天然皮革に代わる世界初の人工皮革〈クラリーノ〉を開発・事業化するなど、事業活
動を通じた社会的課題の解決と経済発展に貢献しました。

レーヨンの事業化を 
目指して創立

ビニロンと新事業の創出
1950年に国産初の合成繊維ビニロン
を世界で初めて事業化したのを皮切
りに、ポバール樹脂、人工皮革〈ク
ラリーノ〉、ポリエステル、EVOH樹脂
〈エバール〉やイソプレンなど新規事
業を相次いで立ち上げました。

合成繊維の高機能化
事業の多角化を推進し、合成繊維
では衣料用だけでなく、ビニロンや
〈ベクトラン〉などの機能性を生か
し産業資材を中心に事業領域を拡大
しました。

初代社長 

大原孫三郎

第二代社長 

大原總一郎
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クラレグループは、אの塷⺒の中でた׹まן䤗软ꝧ発と䄫㕙ꝧ䦌にⲃめ、数չの⩝껮的な事業を玮ה上ׅました。
「┩のため☔のため、他☔（ץと）の׷れないことを׷る」という✳命に㓹טいて、自׼の創䙫とⲃ力により
䤗软的課題を克僜し、生まれた斻創䓪の高い邮⿁は社会に価値を䬠❠し、┩槡中で䇶 孨ׂ榫׈れています。

世槡ؘؓبNo.1の製⿁

クラレは斻自の䤗软力で、┩の中になז־た邮⿁を生ײ⭳してきました。合成笉禴ビニ
ロンの┩槡⮣の事業⴫に㡎まり、ビニロンの⸉乢嘻耏でֵるポバール、尓俘ディスプレイ
に埝׎־ない⩞㰢榫ポバールフィルّ、高いガスバリア䓪を持חEVOH嘻耏ռؙバールս、
┩槡ず┉の合成嫎イخプレン׼־生まれるケミカル邮⿁紮なלを事業⴫。また㛾抅汷ꪵ
の構造を⫋杯した☔䄄汷ꪵռクラリーノս、ꪫフؒスナーռマジックテープսなל、攐Ꝏֵる
㛡ׂの邮⿁を㷣ꝧしています。斻創的な䤗软׼־生まれた┩槡シェアNo.1邮⿁の売上高
は、グループ全⛮の59%に鷼しています。

斻Ⱘ氳な䤗软ֿ榟׌⭳ײ世槡ؘؓبNo.1製⿁˥1

2000 2017 2021

30
%

51
%

59
%

の他א

（年䈱）

┩槡シェア
No.1

2000֐ 2010֐ ֐2022

┩槡ؘؓبNo.1邮⿁ס
㚞┕냕奂曍

嘻耏ٜ٭فَ

ռؙٜ٭فս
EVOH嘻耏

ռذتؾؘةս
縨掂䓪ポリアミド嘻耏

⩞㰢榫َٜ٭ف
ّٜؔن

孨性憇

٤ٞؼل
ռ٤ٞٚؠK-̃ս
PVOH笉禴

姡巕性َٜ٭ف
ّٜؔن

٤ٝوخؕ
ٜ؜ِآ

ռ٤ٚعؠيս
高䍚力ポリアリレート
笉禴

ր社会٬梪㗞❫⡁ցր磬岷氳❫⡁ց
؅ꄆ釱ג׊◄哅َーنؚع ׫؛ٛ
「社会・梪㗞価値」「磬済的価値」の2
鬨で鍐価を行い、鞲嶎鿥⮆をꄆ点的
に行う事業・邮⿁を攐定し、事業ポー
トフؚ リオの高䈱⴫を㍲ります。

M&A؅鵟طجٜؓؼلג׋ーع
꞊鵽◄哅ס䦡㛻
2001年以꡸、ビニルアجテート꞊連
事業にֽいて海㛙M&Aを通じてر
ウンストリーّ㷣ꝧֽよצ事業釨嘗の
䦡大を䫟鶟し、事業ポートフؚリオを
䍚⴫しました。

⴫㰢⿁٬嘻耏◄哅ס
宾㛙㷣ꝧ
⴫㰢⿁・嘻耏事業では高い䄫㕙シェ
アを羜俌に海㛙で販売ֿ㘃ⱶ、杯㏐
での生榤⛮⯆を構疣しました。

※1 当社鐧׬

（中国をꢜ ）ׂ

2026

Ⱘ玮100⼽年

クラレグループのֵりたい姿
ײた䍚׀יזのDNAと㓷و٭ٜءٝٚؠ
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عشو٤ؕ

価値創造プロجス

◄哅孨Ⳃ

ր社会٬梪㗞❫⡁ցր磬岷氳❫⡁ց2ס鬨鍐❫׾׻מ
◄哅َーنؚع 냕䈱⴫ס؛ٛ

ꯛ㓊؅錃㲊عشأター׼־غ٤ٝع؝ْסח5

熖たהは、斻Ⱘ性の냕い䤗软ך榤哅の新ꯛ域を開䦌׊、
舅抅梪㗞と榟孨梪㗞の⺸┕מ㳝┙׊ま׌。

٭世のため人のため、他人（ひと）のやれないことをやる٭

熖たהの✳命

◄哅を鵟׋た❫⡁ט ׂ׽

㓹泅䍚⴫のための❫⡁ט ׂ׽

自抅梪㗞の⺸上

鞲嶎の有Ⲗ⮵榫と
梪㗞靷蕔の⯡峎

「鎶りを持てる会社」
ט りׂ

サプライチェーン・
マؾジْントの⺸上

生孨梪㗞の⺸上

ؔطٛؓٛطُ

䡗Ꝏ䡵樋ֽצ׻
מؔطٛلػطتئ
靹春׌る開発を䫟鶟

❫⡁Ⱘ造を㲔杯׌る⢸⪒な
靸ⳉ㓹泅と䤷鞲٬M&A

人免のؔطب٭فؕر

⯆⛮な榟榤ٜف٭ٞء

硾鞲榤 ................... 5,796⧠円
自己鞲本比率 ............51.3%

錃⤓䤷鞲갮 ........... 3,800⧠円
M&A鞲金 ............. 1,000⧠円

ֽ㲘׈まからの⟓갔٬
地域からの⟓갔

国⫂生榤拠点 .....................9拠点
海㛙生榤拠点 ................. 43拠点

溿狒ꝧ発鞝 ........... 1,500⧠円

連磵従業員数 .........11,330名
㛙国☔従業員比率 ........39.6％
㝵䓪従業員比率 ............18.7％
㝵䓪管理绷比率 ................9.3％

※1  2022–2026年の碵銶。鞲金の嶎媼は、主に
2022–2026年の僿ꝴ⫂に創⭳を銶槆するㅀ業
キャッシュ・フロー6,000⧠円です

※2  2022–2026年の碵銶

靸ⳉ鞲本

湳氳鞲本

人氳鞲本

製造鞲本

社⚡꞊➟
鞲本

 P.07
ターعشأꯛ㓊

ӫ  姡・大妳の孶⴫
ӫ  マイクロプラスチック⛥峎
ӫ  サーキュラーؙコノミー
ӫ  GHGの䩔䨿、⮵孨榫、䪶⭳ꄈ⛥峎

ӫ  フードロス⯡峎
ӫ  農業生榤䓪の⺸上
ӫ  安全な姡の澬保

ӫ  ꧅妳・꧅㯸嚀㉺免乢
ӫ   高鵭通信嚀㉺

ӫ  蠷꧅デバイス⺸ׄ免乢
ӫ  ؙ ルギー꞊連免乢ؾ
ӫ  ꧅妳・꧅㯸デバイス免乢

ӫ  ⢸䉓、ىルスケア
ӫ  紆㳊、生孨榫⿁
ӫ  㲜⫂・髪⫂梪㗞⺸上

㏐杶梪㗞ס䷉ャ

榟孨ס韬ס⺸┕

僗Ⲗ孨榫סー؟ٜؾؙ

デةタٜ⴫٬鵟⟓

괏乢٬姡ס澬⟊

㓷׀יזた斻Ⱘ性の
냕い䤗软

の鞲本ח5

※1

※1

※2
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ّ؜ع٬ؓؗعشوعؗؓ

事業孨Ⳃを通じて、「自抅梪㗞と生孨梪㗞の⺸上に㳝┙する」こと。これֿ熖たהクラレグループの✳命です。
、を通じてײてきた斻創䓪の高い䤗软を㓹盤に、中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」での⹦り組זの鞲本、㓷ח5
持禈的な成Ꝏを㍲るとともに、✳命を冽たす׬ 鹺ׂ鶟していきます。

٤٬䡵樋٘ةل

中僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ց

舅抅梪㗞の⺸┕

榟孨梪㗞の⺸┕

斻自の䤗软に新たな釐碛を⹦り込ײ、
걘㲘、社会、㏐杶に靹春し、

持禈的に成Ꝏするスペシャリティ⴫㰢企業

ӫ 琂◁⨣⛣ס鴑姲
ӫ 二םג◄哅ꯛ㓊ס䦡㛻
ӫ 稀⺬ⱱ䍚⴫وーٜء

ӫ  ؔطٛلػطتئ磬ㅀס䍚⴫
ӫ  2050年؜ーٍعشؾ٤
ײ磝׽⹦גׄ⺸מ㲔現ٞح

クラレはサステナビリティを
犉哕的に䫟鶟します。

斻自䓪の高い䤗软と邮⿁をꪵ新的な
リューシ٘خ ンにחなׅ、
まな㕙ꪫで自抅梪㗞と׉ま׈

☔չの雛־な生孨に靹春し禈ׄます。

Ꝏ僿٤٘ةل
ւKuraray Vision 2026փ

ؔطٛلػطتئ
Ꝏ僿٤٘ةل

 P.19 P.16

٤ٞؼل

代僀عتيتؓ

ّإ尓敯ס榺全تُ؛ؕف٬
طت٬َؙٛ ռؙٜعؤーؠս˥3

٬ٛ סتーي乢⸊ٜؠؕئ
☔䄄汷ꪵռٛٚؠーؿս

٬ٛ؛ؕف 乢⸊ٜؠؕئ

姡٬㛻妳の孶⴫

擻孱の靷蕔⛥峎/تٞغ٭ن⯡峎

塮熭免乢

塮熭⵳と䖱縖の靷蕔鬭峎

٬尓俘َُٛーّٜؔن
ռتؠيターս
٬縨掂䓪َٛؓ 嘻耏غِ
ռتؾؘةタս

鵟⟓の냕鵭⴫/舅Ⳃ髪の鬭ꄈ⴫

٬孨䓪憇
٬╈狜硇腑

٬EVOH嘻耏ռؙفーٜս
ؓٛفت؝ס榺全تُ؛ؕف٬
ّٜؔن
ռPLANTICս

※3  CO2⯡峎Ⲗ冽の高い邮嫎で⛼׼れた邮⿁׷、生
孨・⛼業梪㗞の䷉ャに䏔玮ח邮⿁に׼ׄחれる
ブランド名燡

クラレグループのֵりたい姿
❫⡁Ⱘ造تجٞو

 P.16

嚀会としての
サステナビリティ

（サステナビリティ中僿銶槆）
 P.19

׼־ットワーキングؾ
㡎めるイノベーシ٘ ン

の䧪䡵ח3

 P.29

☔と組笝の
トランスフؚ ーْーシ٘ ン

 P.34
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持禈的な成Ꝏに⺸ׄた
ポートフؚ リオの高䈱⴫

地杶梪㗞の䷉ャ
ْガトレンド

ターأットꯛ㓊

榟孨の韬の⺸┕ؙ٭؟ٜؾの
僗Ⲗ孨榫ٜذةظ⴫٬鵟⟓괏乢٬姡の澬⟊

ӫ  姡・大妳の孶⴫
ӫ  マイクロプラス
チック⛥峎

ӫ  サーキュラー
ؙコノミー

ӫ  GHGの䩔䨿、⮵孨
榫、䪶⭳ꄈ⛥峎

ӫ  フードロス⯡峎
ӫ  農業生榤䓪の⺸上
ӫ  安全な姡の澬保

ӫ  ꧅妳・꧅㯸嚀㉺
免乢

ӫ   高鵭通信嚀㉺

ӫ  蠷꧅デバイス⺸ׄ
免乢

ӫ  ؙ ルギー꞊連ؾ
免乢

ӫ  ꧅妳・꧅㯸デバイス
免乢

ӫ  ⢸䉓、ىルスケア
ӫ  紆㳊、生孨榫⿁
ӫ  㲜⫂・髪⫂梪㗞
⺸上

ꯛ域の錃㲊عشأ٭ذ

クラレグループの邮⿁・䤗软・サービスと5חのْガトレンドを拨׼し合わ׎、解決す׬き社会的課題を明澬⴫し、ターأットꯛ㓊とし
て錃定しました。これ׼のꯛ㓊に㵚し、当社ֿ従来׼־有するخリューシ٘ ンׄדでなׂ、걘㲘との協業を通じてイノベーシ٘ ンを創⭳し、
靹春していきます。

竊㵸・
䲝鴙

社会・梪㗞価値

جグْント・事業イْージ

㏐杶梪㗞の䷉ャ

デジタル⴫・
通信

ルギーのؾؙ
有Ⲗ孨榫

生孨の韬の⺸上

괏乢・姡の
澬保

事業ポ
ートフؚ

リオの

高䈱⴫

事業鍐価㓹嶖（⹜沟䓪・Ⲗ率䓪）により夵年鍐価

、غ٤ٝع؝ْ
梪㗞㚺⴫׫の㵚䑴



Kuraray Report 2022 08

事業・邮⿁の「磬済的価値」にחいては、牧׃力（OCF：ㅀ業
キャッシュフロー）とⲖ率䓪（ROIC：䤷┖鞲本⮵沟率）の2חの
䧗嘅を榫いる「事業鍐価㓹嶖」で鍐価を行זています。また、「社
会・梪㗞価値」鍐価には、埪䃸の⴫㰢ْーカーでも㵵⪌ֿ鶟׳、
WBCSD※1ֿ定めた㲘鈝的な邮⿁ポートフؚリオ鍐価䧗嘅で
ֵるPSA※2を䫑榫しました。（  P.17）
これ2׼鬨での鍐価・スクリーニングを禆禈することで、梪㗞
׷⭳社会の変⴫に鸵䑴していׂとともに、嚀会の犉哕的な創׷
リスク׫の鸵⮉な㵚䑴にחなׅていきます。
※1  World Business Council for Sustainable Developmentの樋。持禈可耆なꝧ発のための┩槡磬済☔会閱。
※2  Portfolio Sustainability Assessmentの樋。

クラレグループは、「熖たהの✳命」のもと持禈的成Ꝏを鷈ׅていׂため、ْ ガトレンドに媮זて解決す׬き社
会的課題をターأットꯛ㓊として錃定しました。また、「社会・梪㗞価値」「磬済的価値」の2鬨で事業鍐価を
行い、敯媲に䑴じ、犉哕的な䦡大、禴持、ֵ るいは竊㵸、䲝鴙を⮭了します。成Ꝏ䓪の高い事業・邮⿁にꄆ点
的に鞲嶎鿥⮆を行い、䍚㍾な事業ポートフؚ リオの構疣を泘䧗します。

ր社⚡٬梪㗞❫⡁ցր磬岷氳❫⡁ց鍐❫

䦡大事業、邮⿁

磬済的価値

䦡㛻◄哅、製⿁

事業鍐価㓹嶖（⹜沟䓪・Ⲗ率䓪）により夵年鍐価

「㏐杶梪㗞の䷉ャ」をはじめとするْガトレンド׷梪㗞変⴫
に㵚䑴し、当社グループ邮⿁の孨驱する榫鵍、㏐㓊なל構
成の組ײ䬵ֻを禈ׄてい こׂとで、جグْント・事業を䦡大
事業ポートフؚ、׎׈ リオを高䈱⴫します。

鞲嶎鿥⮆をꄆ点氳מ车ֹ╚な◄哅٬製⿁

⩞㰢榫َّٜؔنٜ٭ف
꧎釐䦡大ֽよצ䄫㕙の中国׫のシフトを的澬に
䨿ֻた生榤販売⛮⯆の䍚⴫

냕嚀能ؠشزتٚو
（ռذتؾؘةս、ռ٭ذتؠيսなל）
・ռジェؾスタս
鬭ꄈ⴫・꧅㯸⯆䐒⴫・EV⴫によりグローバルに䄫
㕙ֿ䦡大する自Ⳃ髪鼧⿁榫鵍׫の㵚䑴なל、タイ拠点
での瑬2僿㘃錃の吾鋀
・ռベクスターս
通信の高鵭⴫による꧎釐䦡大に㵚䑴するため、㘃錃
の吾鋀

姡巕性َّٜؔنٜ٭ف
埪䃸生榤拠点の浓㲔な玮ה上ׅと꧎釐䦡大に
㵚䑴した׼׈なる生榤耆力の㘃䍚

EVOH嘻耏ռؙٜ٭فս
괏⿁ⴍ逷榫鵍の꧎釐䦡大に㵚䑴した安定❠礡⛮
⯆構疣に⺸ׄた、アジアでの新プラント䋦錃

憇碛免乢
GHG䪶⭳ꄈ⯡峎׫の新䤗软、꞊ 連免乢のꝧ発、
サーキュラーؙコノミーに靹春する⫋生憇ビジؾ
スの䦡大

塮熭免乢
ジルコニアを劬とするCAD/CAM免乢の
なる䦡大を泘䧗し生榤耆力の㘃䍚׼׈

舅抅梪㗞の⺸┕ 榟孨梪㗞の⺸┕

㏐杶梪㗞の䷉ャ

괏乢・姡の澬保

㏐杶梪㗞の䷉ャ

괏乢・姡の澬保

㏐杶梪㗞の䷉ャ

生孨の韬の⺸上

生孨の韬の⺸上

生孨の韬の⺸上

デジタル⴫・通信 ルギーの有Ⲗ孨榫ؾؙ

ルギーの有Ⲗ孨榫ؾؙ

デジタル⴫・通信

「PSAシステّ」にחいては、ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa

クラレグループのֵりたい姿
䧏禈氳な䡗Ꝏמ⺸ׄたَ؛ؚٛنع٭の냕䈱⴫

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa
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ր2022 ع٭َٝٝٚؠցחמいי
「クラレレポート」では、クラレグループの持禈的な価値創造に꞊
する⹦り組ײにחいて、靸ⳉ䗯㕔とESGに꞊するꪜ靸ⳉ䗯㕔を
まとめた稴꥗としています。
「クラレレポート 2022」はGRIスタンرードを⹆拨してֽり、
㵚拨辐をウェブサイトに䫴鬼しています。
（https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/guidelines）
邮⿁、事業なלに꞊するより鎋碷な䗯㕔は、当社ウェブサイトを
ׇ鈋ׂ 。い。なֽ、タイトル鼧⮆の年⺘は発行年としています׈ד
※稴꥗亠ꄠにחいては、P.45をׇ鈋ׂ׈דい。
※本レポートに記鬼した当社靸ⳉデータはす׬て連磵ベースです。
※本レポートに記鬼した⧠円ⶡ⛣の当社靸ⳉデータ（㲔竮値）は、
⧠円未嵹を㍋䩰◐⪌して辐炐しています。

ք㕔⼔㵚霄僿ꝴօ
2021年1月1日2021֐年12月31日
※┉鼧、2022年1月以꡸の䗯㕔も含ײます。

ք㕔⼔㵚霄疗㍱օ
株式会社クラレֽよצクラレグループ会社
※本レポートでのռս辐記はクラレグループ邮⿁の氧ꎰよ嘅です。

MSCI社による株式会社クラレのMSCIインデックス׫の組ײ⪌れ、株式会
社クラレによるMSCIのロゴ、よ嘅、サービスマークまたはインデックス名
の✳榫は、MSCIまたはאの꞊➟会社による株式会社クラレ׫のスポンサー
シップ・㲚⚥・販売➢鶟を企㍲するものではֵりま׎؆。MSCIインデック
スはMSCIの斻ⶭ的靸榤でֵり、אの名燡、インデックス、ロゴは、MSCI
社ֽよאצの꞊連会社のよ嘅またはサービスマークです。

䗯㕔開炐⛮硌

ӫع٭َٝٝٚؠ（統⺬㕔⼔傴）

♿哅䗯㕔⪒芗

ӫئهؘؗٝٚؠ عؕ

IR䗯㕔
䤷鞲㳃の氵喋׫

䗯㕔ؔطٛلػطتئ
ئهؘؗؔطٛلػطتئ عؕ

ESG䧗丗׫の磝ײ⪌れ敯媲（2022年4月儕侇点）

クラレは以┖のESG䧗数の構成ꉽ凵に鹟定׈れています。

クラレグループは今䏲も企業ステートْントの✳命に䫴ׅる「┩
のため☔のため、他☔（ץと）の׷れないことを׷る」のもと、事
業孨Ⳃを通じて自抅梪㗞・生孨梪㗞の⺸上に㳝┙し、社会的課
題の解決を㍲るとともに、コーポレート・ガバナンスの䍚⴫にⲃ
めていきます。
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世のため人のため、
他人（ひと）のやれないことをやる

株
式
会
社
ク
ラ
レ
　
　
　
ク
ラ
レ
レ
ポ
ー
ト

 2
0

2
2

https://www.kuraray.co.jp/csr/report_backnumber
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https://www.kuraray.co.jp/ir

https://www.kuraray.co.jp/csr

靸ⳉ䗯㕔

靸ⳉ䗯㕔

靸ⳉ䗯㕔

ꪜ靸ⳉ䗯㕔

ꪜ靸ⳉ䗯㕔

ꪜ靸ⳉ䗯㕔

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/guidelines
https://www.kuraray.co.jp/csr/report_backnumber
https://www.kuraray.co.jp/
https://www.kuraray.co.jp/ir
https://www.kuraray.co.jp/csr
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トップステートメント

事業を通じて社会的課題を
解決していくことで 

社会との価値共創を図り、 
持続的に成長する 

「スペシャリティ化学企業」 
を目指します。

代表取締役社長
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クラレグループֿ泘䧗すもの

2021年1月、COVID-19の䚉刌䦡大によזて┩槡ֿ未傽有
の⷇嚀に泡ꪫし、☔չの生孨׷磬済に大きな変⴫ֿ生じ、┘澬
㲔䓪ֿ高まる中、熖は代辐⹦稤䏔社Ꝏに㶨♳しました。
佤今、企業は社会に㵚してלのような価値を䬠❠できるֿ־、
ますますゖわれるようになזています。企業ステートْントの✳
命に䫴ׅる「斻創䓪の高い䤗软で榤業の新ꯛ㓊をꝧ䦌し、自抅
梪㗞と生孨梪㗞の⺸上に㳝┙します。˓ ┩のため☔のため、他
る˓」は、クラレグループの社会に׷れないことを׷の（とץ）☔
ֽׄる㰆㏇䙫紶でもֵります。この✳命のもと、熖たהは斻創
䓪とチャレンジ瞿烕をクラレグループ全⛮で共有し、事業を通じ
て社会׫の価値の䬠❠を㍲זてまいります。

2022年は新たに中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」をス
タートする年でֵり、僃磙年䈱の2026年には創玮100⼽年を
鲛ֻます。大きな疐泘に⺸ז־て、グループ力を磵꥗するため
に2חの⹦り組ײを行いました。1חはꝎ僿ビジ٘ンւKuraray 

Vision 2026փの䷉定です。「斻自の䤗软に新たな釐碛を⹦り込
、持禈的に成Ꝏするスペシャリティ⴫㰢企業」に、新たに「걘㲘、ײ
社会、㏐杶に靹春する」というْッجージをⱶֻることで、クラ
レグループのֵりたい姿をより明澬にしました。もう1חはコー
ポレートタグラインの策定です。「PASSION 2026」のꝧ㡎に
合わ׎て、新たにクラレグループのタグラインとして「Possible 

starts here」を策定し、コーポレートマークとともに辐炐しま
す。ここには、「クラレグループを起点として、ֽ 㲘׈ま׷パート
ナーの氵׈まと新たな価値を共創したい」という䍚い想いを込
めています。社㛙׫は「ꪵ新的なビジؾスパートナー」としての
㰆㏇価値を錎姲するとともに、社員氵の鎶りと䙫培の創⭳׷┩
槡中の社員の┉⛮䚉のꃘ成を➢します。
（タグラインのストーリーは  P.01 ⹆拨）
クラレグループには、⮣代社Ꝏ大⸉㰪三鼂の「社会׼־䐂た靸
はす׬て社会に鲭す」という信䒝のもと、大⸉社会ゖ題溿狒䢥׷
Ⲑ⥸梪㗞の䷉ャ・䷉ꪵに⹦り組׳⠐丢Ⲑ⥸熭㰢溿狒䢥（杯・大
⸉記䒝Ⲑ⥸熭㰢溿狒䢥）、⠐碝中㜆檪ꢙ（杯・⠐丢中㜆檪ꢙ）な
を錃玮し、社会に靹春してきた塷⺒ֵֿります。また、瑬◅代ל
社Ꝏ大⸉竫┉鼂の信䒝「企業ֿ䐂る׬き⮵弞は䤗软ꪵ新による
⮵弞、社会的、国妨磬済的靹春に㵚する㵚価としての⮵弞に限る」
のもと、斻創䓪の高い䤗软によזて、自抅梪㗞׷生孨梪㗞の⺸上
に靹春してきました。熖たהは、社会靹春と事業の成Ꝏの┸玮
に創業侇׼־挑戦してきたのです。

佤今、妳⠮変Ⳃ、姡鞲嶎┘餉をはじめとした社会的課題ֿま
すます邾ꥭ⴫・岐⯍⴫しています。熖は、当社グループֿ⴫㰢の
力で課題解決に大き 靹ׂ春できると信じてֽり、אの力を僃大限
に生־していׂためにはグループ┉╖となזた⹦り組ֿײꄆ釐
でֵると縒ֻています。今㍑のビジ٘ン䷉定׷タグライン策定で
は、これ׼創業以来⹨ׄ禆いできた信䒝׷社会的課題に㵚する
縒ֻを⹚何׎׈ました。

⩝行き┘鵀明な磬ㅀ梪㗞┖にֽいて
㘃⹜㘃沟を鷼成

2021年銶槆の玮勅侇は、┩槡中でCOVID-19䚉刌䦡大䤰
塛と磬済孨Ⳃ禴持の┸玮を嘗碟している壿꣪で┘澬定釐碛ֿ㛡
ׂ、⩝行きֿꪜ常に┘鵀明でした。この敯媲┖、僿中ではコロナ
焫׼־の磬済の㍑䐝⥝⺸は釤׼れたものの、岐⯍なⶐ㵵⛮┘餉
による自Ⳃ髪の峎榤、┩槡的な擻孱禿の岜▞なל◀僿ן׎こと
ֿ発生しました。こうした┉連の㛙鼧梪㗞の変⴫にも鸵⮉に㵚
䑴することで、2021年は、鷨⸻僃高の売上高6,294⧠円を記
ꎰし、ㅀ業⮵沟は⯥年比63％㘃の723⧠円、鈐会社株主に䅯
㷯する当僿硾⮵沟は373⧠円になるなל、大䆋な㘃⹜㘃沟を鷼
成してֽり、これは大きな成冽でֵזたと鍐価しています。
⮵沟ꪫに꞊しては、⸉掩乢高と擻孱鞝高꾚の䏅ꮶで、コストアッ

プを⛷⧘なׂ׈れましたֿ、コスト上伭⮆を鸵⮉に⹚何した価劲
での販売を䫟鶟しました。ֽ 㲘׈まに価劲鬇㪥を⹨ׄ⪌れても
たことで、䷉めてクラレグループの邮⿁は社会に洠に䑒釐とֻ׼
。でֵると澬鏀できましたثンシャルマテリアルجれるؙッ׈

⯥中僿磬ㅀ銶槆「PROUD 2020」
「2021年䈱磬ㅀ銶槆」の䨕り鲭り

「PROUD 2020」僿ꝴ中は、2018年の米国ؙバール䄄㕙
の愁愤事䷚による生榤・販売の┉侇⢥塛׷、米中鞤佄䰵䴙によ
る┩槡的な俌妳の峎鴙、また僃磙年䈱にֵたる2020年には
COVID-19䚉刌䦡大の䏅ꮶもֵり、売上高・ㅀ業⮵沟とも、当
⮣の泘嘅に㵚して未鷼となりました。ⱶֻて、新釨事業の創⭳
ֿ銶槆通りに鶟まなז־たことも課題として墦りました。┉亠、
成Ꝏ戦樋の┉梪として、┩槡僃大の孨䓪憇ْーカーでֵるカル
ゴン・カーٍン社の鞙⹜、米国での孨䓪憇錃⤓の㘃䍚、イخプレン
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にֽׄるタイの新プラント׫の䤷鞲、⩞㰢榫ポバールフィルّ׷
姡巕䓪ポバールフィルّの錃⤓㘃䍚なל、㵧来の安定した事業
ポートフؚ リオ構疣に⺸ׄた大きな䤷鞲を域չに㲔行しました。

2021年は、「PROUD 2020」で決定した主釐プロジェクト
を浓㲔に䫟鶟しました。ま׍、イخプレンجグْントでは⯥鳭のタ
イの新プラントの玮ה上ׅに⺸ׄて䋦錃䄄事を鶟めました。嚀
耆免乢جグْントでは、梪㗞خリューシ٘ ン事業（孨䓪憇ビジؾス）
にֽいて、米国カルゴン・カーٍン社の耆力㘃䍚を行うとともに、
⫋生憇ビジؾスを䦡大すׂ׬埪䃸での新ラインの䋦錃も鶟めて
います。埪米での雛㳪な磬꽦に㓹טき、┩槡的な梪㗞釨⯆の䍚
⴫に㵚䑴しחח、今䏲も域┩代の大きな安定⹜沟嶎、成Ꝏの刻
として事業の䦡大を㍲זていׂ亠ꄠです。また、ビニルアجテー
トجグْントにחいても、嬲Ⰺ׷話Ⰺなלの⠕ⴍ逷榫フィルّと
して꧎釐ֿ䦡大している姡巕䓪ポバールフィルّの新たな生榤
拠点をポーランドに䋦錃中です。
このように2021年までに決定・浓手した㵧来׫の䄭溍、戦
樋的䤷鞲にחいては、今䏲も浓㲔に鷈行し成冽にחなׅるとと
もに、「PASSION 2026」で策定した新たな戦樋を㲔行するこ
とで、⹜沟力⺸上と新事業創⭳による成Ꝏを㍲זていきます。

䗯掂を持זて、中僿磬ㅀ銶槆を㲔行する

2022年2月に公辐した「PASSION 2026」は、トップرウン
と トٍّアップのコンビؾーシ٘ンによる策定プロجスによזて、
これまでにないٗニークな⫂㳊となりました。策定にֵたזて、
大きな凂組ײは磬ㅀꢛֿ決定し、全社嘦了的な4חのテーマ「サ
ステナビリティ」「イノベーシ٘ン」「グローバルオペレーシ٘ン（生
榤・䤗软）」「グローバルꝴ䫘嚀耆」にחいては、テーマׇとに┩
槡⺨拠点׼־鹟䥁した7、8名のグローバルْンバーでワーク
シ ッ٘プを玮ה上ׅ、אこにアドバイاーとして㓴行䏔員を鿥糋
して閱鑜を鶟めました。⺨事業鼧の銶槆にחいては従来と同喋
に窶Ⱏりの組笝を鬨として吾鋀しましたֿ、今㍑はאこに嘦╏
として、ワークシ ッ٘プを通じて策定した全社嘦了的なテーマを
⪌れていきました。
中僿磬ㅀ銶槆では、「PASSION（䗯掂）」をスローガンにし
ています。このスローガンには、銶槆策定鷨爊の中で、国⫂㛙の
管理绷׷杯㕙の萴手ֿクラレグループの㵧来を洠Ⰹに縒ֻ、䗯
掂を持זて閱鑜した磬穅と、熖自骰の「クラレグループֿ⯥⺸き
な䙫閁と姿勢で孨力と創造力のײなׁる企業⛮でֵりたい」と
いう想いを込めています。
この中僿磬ㅀ銶槆のもと、今䏲社員┉☔ץとりֿ鞊♳を持ז
て泘嘅を鷼成できるよう、熖を含めた磬ㅀꢛֿ⩝꯽に玮ה、しז
。り㲔行していきます־

トップステートْント
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熖た׷ֿהり䥁 の挑戦ח3ׂ

「PASSION 2026」では、ւKuraray Vision 2026փの鷼成
を泘䧗し、3חの挑戦を錃定しています。この3חの挑戦は、⯥
鳭のワークシ ッ٘プを通じて策定した全社嘦了のテーマに相当
します。

泘は「嚀会としてのサステナビリティ」です。マテリアリח1
ティにֽいてクラレグループֿ鶟׬׳き亠⺸䓪をPlanet、
Product、Peopleの3חのPで丝理し、サステナビリティ中僿
銶槆としてKPIを錃定し䫟鶟していきます。2ח泘は「ؾットワー
キング׼־㡎めるイノベーシ٘ン」です。社⫂・社㛙をゖわ׍、☔
と☔、䤗软と䤗软をחな׃ことで、新たな成Ꝏドライバーとして
のイノベーシ٘ンを生ײ⭳します。3ח泘は「☔と組笝のトランス
フؚーْーシ٘ン」です。デジタルでプロجスを変ֻ、㛡喋䓪で発
想の䆋を䇶ׅ、☔と組笝に変ꪵをもた׼します。これח3׼の挑
戦は相互遨㱭䓪ֵֿり、2022年1月に新錃したイノベーシ٘ン
デジタルツール׷の組笝לンター（INC）なجットワーキングؾ
を孨榫し、し־זり連Ⳃ׎׈て⹦り組؆でいきます。

また、これ׼の挑戦は「PASSION 2026」僿ꝴ中に限׍׼、
たꝎ僿での社会的課題の解זの⩝の2030年、2050年といא
決を釱ꄇに⪌れています。❆ֻף、カーٍンؾットحロ׫の⹦り
組ײにֽいてGHG⯡峎のための䤗软ꝧ発׷錃⤓䤷鞲ֿ䑒釐
になります。2030年までに800⧠円の䤷鞲を銶槆しています
は仴㰆事業と新釨事業で⸉鞲を創⭳し׍の⯥䬠として、まא、ֿ
なׄれףなりまא。؆׎のためにも、「PROUD 2020」「2021

年䈱磬ㅀ銶槆」僿ꝴ中に㲔行した䤷鞲を成冽として⮋り⹦り、ⱶ
ֻて、事業ポートフؚ リオの䷉ꪵを㍲ります。
全⛮的な銶槆の亠⺸䓪を髪でイْージすると、⯥魸は事業の
成Ꝏに相当します。ま׍は、אこでし־זりと⸉鞲を創⭳し、事
業の׼׈なる成Ꝏのために⫋⮆鿥していきます。このように⯥
魸をし־זりと껮Ⳃ׎׈て事業を䦡大しなֿ׼、䏲魸にֵたる
サステナビリティ、イノベーシ٘ン、デジタルトランスフؚーْー
シ٘ンなלに鞲嶎を⮆鿥していきます。僃磙的には、⯥魸と䏲魸
ֿバランスよׂ組ײ合わז׈て㍑るような、㍋魸껮Ⳃになזてい
こׂとを想定しています。
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社会・梪㗞価値を組ײ⪌れた
事業ポートフؚ リオ׫

事業ポートフؚリオにחいては、ْ ガトレンドに炐׈れる社会
的課題׼־ターأットꯛ㓊を錃定した上で、従来の磬済的価値
にⱶֻ、新たに社会・梪㗞価値をⱶ⽏して鍐価し、高䈱⴫を㍲ז
ていきます。
磬済的価値は、年䈱ׇとに⺨事業・邮⿁の牧׃力（OCF）とⲖ
率䓪（ROIC）を、אれבれ㵚銶槆比と㵚⯥年䈱比のフؒクター
で定ꄈ鍐価します。
社会・梪㗞価値では、⴫㰢硌企業ֿ持禈可耆な邮⿁ポート

フؚリオを泘䧗すために、WBCSD（持禈可耆なꝧ発のため
の┩槡磬済☔会閱）ֿ 策定した、┉鞉䓪のֵる鍐価手嫎でֵる
䧗ꄠ「Chemical Industry Methodology for Portfolio 

Sustainability Assessments」に嶖拠したクラレグループの
PSAシステّを構疣し、㲘鈝䓪と鵀明䓪ֿ高い鍐価を行います。
この鍐価磵冽׼־、自抅梪㗞・生孨梪㗞の⺸上に㳝┙するPSA

靹春邮⿁を攐定し、ꄆ点的に鞲嶎鿥⮆していきます。⪮⛮的には、
2020年のPSA靹春邮⿁の売上高比率46％を㓹嶖とし、これ
を2026年には60％まで高めてい こׂとで、事業ポートフؚリオ
を禆禈的に変⴫׎׈ていきます。

グローバル企業としてのرイバーシティ

2000年代以꡸、クラレグループは海㛙でビニルアجテート꞊
連事業を邾数鞙⹜し、米国でռجプトンսの生榤をꝧ㡎するなל、
ꄆ点事業の海㛙㷣ꝧをⱶ鵭してきました。杯㏇、海㛙売上高比
率׷、海㛙の社員の比率ֿともに高まり、クラレグループはす
でにグローバル企業となזています。し־しאの┉亠で、☔事シ
ステֿّグローバルの⛮⯆に鴑いחいていないという課題ֵֿ
ります。熖自骰のこれまでの海㛙磬꽦と、⯥鳭の「PASSION 

2026」の策定鷨爊を通じて、海㛙拠点にはポテンシャルのֵる
☔免ֿまדまד㒪もれていると䍚 䚉ׂじています。ח־ては「日
本׼־海㛙を釤る」でしたֿ、「グローバル企業として┩槡を釤る」
「┩槡׼־日本を釤る」という釱点に変ֻな てׂはなりま׎؆。
中劬☔免の㛡喋䓪を澬保しחח、「One Kuraray」として発䭙
るために、海㛙の☔免データベースの構疣、国⫂㛙の管理׎׈
绷璡碌の礴┉、䏲禆縖罫成׷䷷罫プログラّの㵵⪌なל、☔事
に꞊するグローバルな☼組טײ りׂを犉哕的に䫟鶟していきます。

安全はす׬ての灄

┩槡中の生榤拠点、溿狒ꝧ発拠点、事業䢥にֽいて「安全は
す׬ての灄」です。2018年の米国ؙバール䄄㕙愁愤事䷚の⹚
泸も馐まֻ、全社員ֿ安全に㵚する䚉䓪を溿ׁ彎まし、事䷚ֿ
起こ׼ない会社を泘䧗します。
今䏲の安全㵚策として、☔的リスクֿ高い⷇険を⛂う⛼業は
哕力嚀危⴫するなלより安全な杯㕙梪㗞を構疣するとともに、
㲘鈝的な泘稗での安全泃削を׼׈に䍚⴫していきます。⪮⛮的
には、2022年より新たにグローバルプロجスجーフティマؾジ
ْント泃削チーّを新錃し、⴫㰢プラントと孨䓪憇プラントをꄆ
点㵚霄とした安全泃削を行זていきます。生榤杯㕙では、とも
すると銶槆に㓹טいた生榤ֿ僃⨣⩝事ꯁとなりֿהです。し־
し、安全ֿし־זり澬保׈れてこא生榤ֿ安定し、僃磙的にはא
れֿ⮵沟にも靹春します。「安全はす׬ての灄」でֵることを全
社員ֿ䑏に⯍ײ、「安全瑬┉、生榤瑬◅」で行Ⳃすることこֿא、
事業禆禈のための大⯥䬠でֵると澬信しています。

でֵり禈ׄる「のない企業ֻֿׄ־」

熖は、「㛰、䑩、㓴䒝」という3חの銧蜗を大⮉にしています。
ま׍㛰を持א、הの㲔杯を䑩し、אして僃もꄆ釐なのは、㓴䒝を
持זて׷り鷈ׅる、決して鑽めないということです。クラレグルー
プは創玮100⼽年を鲛ֻる2026年に、売上高7,500⧠円、ㅀ
業⮵沟1,000⧠円の泘嘅を䫴ׅました。「PASSION 2026」
の3חの挑戦を、䍚い䙫䑩を持זて浓㲔に׷り鷈ׅることにより
鷼成します。
⫔꯽で鳭׬た✳命に㓹טき、事業を通じて社会的課題を解決

してい こׂとで社会との価値共創を㍲り、┩の中׼־䚁׈れ、䑒
釐と׈れる「ֻֿׄ־のない企業」でֵり禈ׄるように、全力で
⹦り組؆でいきます。今䏲とも氵׈まの┉㷺のׇ理解とׇ䶹䭤
を韗りますようֽ갾い榼し上ׅます。

♏辐⹦稤䏔社Ꝏ
䃷⸉☝

トップステートْント
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これまでの振り返り

主な施策と実績

主な施策と実績

1）競争優位の追求
・ 世界最大の活性炭メーカーであるカルゴン・カーボン社（米国）を買収し、 
事業拡大を目指して米国既存工場での新炭の設備増強、 
ベルギー子会社での再生炭の設備増強を決定
・タイにおけるイソプレンのプラント投資を決定
・ 光学用ポバールフィルム（日本）、水溶性ポバールフィルム（米国）、 

PVBフィルム（韓国）やアイオノマーシート〈セントリグラス〉（米国）などで 
能力増強投資を実施し、コア事業の利益拡大に貢献

2）新たな事業領域の拡大
・液晶ポリマーフィルム 〈ベクスター〉（日本）で既存設備の能力を増強

・ バイオマス由来のガスバリア材〈PLANTIC〉の米国における 
樹脂生産設備の投資を決定

3）グループ総合力強化
・ 環境ソリューション事業（炭素材料）の統合シナジー推進
・人材育成の強化と技術継承を目的とした「研修所」設立
・働き方改革の推進

4）環境への貢献
・自然環境に貢献：活性炭事業の拡大
・生活環境に貢献：〈エバール〉、バイオマス由来の〈PLANTIC〉の強化

1） 前中期経営計画「PROUD 2020」で決定した 
設備投資の着実な実行

・ イソプレンのタイプラントおよび水溶性ポバールフィルムの 
ポーランド生産拠点の建設推進、カルゴン・カーボン社での活性炭能力 
増強など主要プロジェクトを着実に推進

2）環境ソリューション事業（炭素材料）の拡大
・ 組織統合後の一体運営の深化。環境規制の強化に伴う、 
需要拡大を着実に獲得

3）〈エバール〉の生産能力増強
・ 需要動向や事業性を精査し、アジア地域を中心に候補地の検討を進行

4）全社的なデジタル戦略の推進
・ 推進してきたDXに関する取り組みを一層加速するために、2022年1月に 
グローバルデジタルトランスフォーメーション（GDX）推進室を新設

5）イノベーション創出への取り組み
・ 旧経営企画室マーケティンググループにおいて、事業部を横断した 
顧客視点でのビジネス創出への取り組みを推進。この取り組みを強化し、 
グローバルかつ全社的なイノベーション創出のために、2022年1月に 
イノベーションネットワーキングセンター（INC）を新設

前中期経営計画「PROUD 2020」（2018～2020年）

2021年度経営計画

業績および株主還元の推移

総還元性向

1株当たり年間配当金

2018年度実績 2019年度実績 2020年度実績 2021年度実績
売上高（億円） 6,030 5,758 5,418 6,294

営業利益（億円） 658 542 443 723

営業利益率（％） 10.9 9.4 8.2 11.5

親会社株主に帰属する当期純利益または損失（▲）（億円） 336 ▲20 26 373

1株当たり当期純利益または損失（▲）（EPS）（円） 96.05 ▲5.66 7.48 108.32

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

54.7％ 535.1％ 36.9％–

42円 40円 40円42円
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╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ց
瓀㲊יזגֵמ

ւKuraray Vision 2026փס䷉㲊כրطٛلػطتئ Ꝏؔ僿٤٘ةلցס瓀㲊

二םג鐐갭ס׫䧪䡵

クラレグループは、創玮100⼽年を鲛ֻる2026年までの5カ年銶槆「PASSION 2026」を策定しました。「PASSION 2026」は、
Ꝏ僿ビジ٘ンւKuraray Vision 2026փの㲔杯に⺸ׄて磬ㅀꢛֿ亠⺸䓪を定めた上で、全社嘦了的なテーマにחいてはグローバル鹟
䥁ْンバーによるワークシ ッ٘プで閱鑜を行うなל、トップرウンと トٍّアップを組ײ合わ׎て策定しました。社会・梪㗞価値、磬済
的価値を縒䜡した事業ポートフؚリオの高䈱⴫、社⫂㛙の有嚀的な連䯥によるイノベーシ٘ンの創⭳、デジタルを껮✳した☔と組笝の
変ꪵなל、持禈的成Ꝏに⺸ׄて、クラレグループֿ┉╖となזて挑戦していきます。

クラレグループは1926年の創玮以来、事業孨Ⳃを通じた社会的課題の解決に塜ꪫ׼־⹦り組؆できました。この姿勢は耛չと⹨ׄ
禆ֿれてきた当社のDNAです。
今㍑のꝎ僿ビジ٘ンւKuraray Vision 2026փの䷉定では、クラレグループの⸉点を釤חめ泡すとともに、「걘㲘、社会、㏐杶に靹
春する」というْッجージをⱶֻることで、䆋䇶いステークٌルرーに靹春してい 姿ׂ勢を明澬にしました。
また、新たに「サステナビリティꝎ僿ビジ٘ン」を策定し、全社を䧸ׅてサステナビリティに犉哕的に⹦り組ײ、社会的課題解決に⺸ׄ
て靹春し禈ׄる決䙫を辐明しました。

中Ꝏ僿の磬済׷㛙鼧梪㗞を◀峮することֿ哕めてꦘしいこれ׼־の侇代に、クラレグループֿ禆禈して成Ꝏしていׂための新たな
課題を䥩⭳し、「嚀会としてのサステナビリティ」「ؾットワーキング׼־㡎めるイノベーシ٘ン」「☔と組笝のトランスフؚーْーシ٘ン」
の3חを「熖たהの挑戦」として䫴ׅました。これ׼の挑戦を浓㲔に㲔行するとともに、Ꝏ僿ビジ٘ンւKuraray Vision 2026փと「サ
ステナビリティꝎ僿ビジ٘ン」の㲔杯に⺸ׄて鹺鶟していきます。

րPASSION 2026ց٭熖たהの䧪䡵٭

熖たהは、斻創䓪の高い䤗软で
榤業の新ꯛ㓊をꝧ䦌し、

自抅梪㗞と生孨梪㗞の⺸上に㳝┙します。
ー┩のため☔のため、他☔（ץと）の׷れないことを׷るー

لػطتئעٝٚؠ طٛؔ ؅犉哕氳מ䫟鶟׌ױ׊ն
斻舅䓪ס냕ַ䤗软כ邮⿁؅ꪵ二氳خٛם ٖー٘ب מ٤
ם־雛סչ☔כ舅抅梪㗞ך㕙ꪫםױ׉ױ׈յׅםח

榟孨מ靹春׊禈ׄ׌ױն

ӫ サステナビリティ磬ㅀの䍚⴫　
ӫ 2050年カーٍンؾットحロ㲔杯に⺸ׄた⹦り組ײ

クラレグループのビジ٘ン相꞊㍲

րؔطٛلػطتئꝎ僿٤٘ةلց

 P.19

嚀会としての
サステナビリティ

（サステナビリティ中僿銶槆）
 P.29

׼־ットワーキングؾ
㡎めるイノベーシ٘ ン

ր熖たהの✳⽜ց

斻舅ס䤗软מ二םג釐碛؅⹦׽鱮ײյ
걘㲘յ社会յ㏐杶מ靹春׊յ

䧏禈氳מ䡗Ꝏٔبًت׾׌ طٛؔ ⴫㰢♿哅

ӫ 琂◁⨣⛣の鴑姲　
ӫ 新たな事業ꯛ㓊の䦡大　
ӫ グループ稀合力䍚⴫

Ꝏ僿٤٘ةلւKuraray Vision 2026փ

Planet

People

Product

サステナビリティ中僿銶槆
の⺨牊产策を「3Pモデル」

で丝理、⮆걉

・ステークٌルرー・ؙンأージ ンْト
を㲔产
・「サステナビリティꝎ僿ビジ٘ン」の
　㲔杯に⺸ׄて挑戦

中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」の鎋碷は┖記に䫴鬼しています。
https://www.kuraray.co.jp/ir/library/strategy

価値創造戦樋
中僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ց

☔と組笝のトランス
フؚ ーْーシ٘ ン

 P.34

https://www.kuraray.co.jp/ir/library/strategy
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◄哅َーنؚع 냕䈱⴫ס؛ٛ

䡵樋⮯ع٤ْءج

クラレグループは、磬済的価値にⱶֻ、社会・梪㗞価値をꄆ釱
した事業ポートフؚリオ׫のシフトを䫟鶟するため、PSAを䫑榫
しました。マテリアリティに靹春する邮⿁を、榫鵍、㏐㓊で⮆걉し、
⮆걉ׇとに、㓹本的事ꯁ・社会׷釨⯆のⳂ⺸・ベンチマーク邮
⿁との䓪耆比鬳なלの㓹嶖により5壿꣪鍐価し、上⛣2ランクの
邮⿁を「PSA靹春邮⿁」とします。

2020年のPSA靹春邮⿁の売上高比率46％をベースとし、
2026年には売上高比率60％׫と高めてい こׂとで、事業ポー
トフؚ リオを禆禈的に高䈱⴫׎׈ていきます。

。グْントの主な戦樋と产策❆は以┖の通りですج⺨

事業戦樋 主な产策❆

ビニルアجテート
 P.41

・⸉乢׼־自社で生榤する㑈泡礴合׈れたバリューチェーンを
䍚ײに、コア事業として持禈的に成Ꝏ
・邮⿁の攐Ꝏを生־して、䐠梪㑔社会に靹春

・グローバルな❠礡⛮⯆の䍚⴫
・⩞㰢榫・姡巕䓪ポバールフィルّのꄈ的䦡大と新釨榫鵍㷣ꝧ、
生榤耆力の㘃䍚

イخプレン
 P.42

・タイ拠点の玮ה上ׅによる企僿の⹜沟靹春
・걘㲘価値の高いオンリーワン邮⿁の販売䦡大と
新釨ꝧ発䫟鶟

・タイ拠点牧⥸によるグローバル❠礡⛮⯆の䍚⴫
・ռジェؾスタս　マーケティング・䤗软サービス⛮⯆の䦡⩗

嚀耆免乢
 P.43

・社会・梪㗞価値の高い邮⿁・サービスを䬠❠し、
生孨の韬（QOL）⺸上に靹春

・梪㗞خリューシ٘ ン事業にֽׄる稀合孨䓪憇ْーカーの
䍚ײを生־した⹜沟力䍚⴫と⫋生憇ビジؾスの䍚⴫
・塮熭免乢のグローバルな䦡大に⺸ׄた❠礡⛮⯆の丝⤓

笉禴
 P.44

・斻自⸉乢・邮嫎による高♀ⱶ価値邮⿁׫のシフトにより、
⹜沟力を䍚⴫

・ռクラリーノս　サステナブル邮⿁の販売䦡大ֽよצ
  梪㗞㵚䑴䫟鶟
・ռベクトランս　高♀ⱶ価値⿁のꝧ発と䤗软サービスの
  䬠❠により、榫鵍䦡大をⱶ鵭

トレーディング
 P.44

・斻自邮⿁、ⱶ䄄ビジؾス䦡大なל、高♀ⱶ価値⴫の
䫟鶟による⹜沟力䍚⴫
・アジアを中䑏とする海㛙販売の䦡大

・斻自ビジؾス、海㛙ビジؾスの䦡大
・ռؙコトークս※1の䦡大

・⴫㰢⿁、⷇険擻韬管理
・クラレ行Ⳃ釨疗׫の鸵合
・磬済的価値
・鍐⮭リスクの有扛

・㏐㓊⮯釨⯆のトレンド
・バリューチェーンにֽׄるサステナビリティ亠ꄠ
・ؙコラベル・証傴璡

・ベンチマークに㵚する相㵚鍐価

㓹本釐姲事ꯁ

ステークٌルرーの釐姲

鍐価

PSA׾׻מ靹春䈱鍐❫亠嫎

トップパフؚ ーマンス

ポジティブパフؚ ーマンス

ニュートラル

ガティブパフؚؾ ーマンス

イリスクـ

䎎社ٜءー׾ֽׄמو靹春邮⿁ռ鍐❫ٚؠ٤ս

5

4

3

2

1

2020（㲔竮）
（ベースライン）

2024（銶槆） 2026（銶槆）

生孨梪㗞
靹春邮⿁
売上高比率㚞

┕
냕 自抅梪㗞

靹春邮⿁
売上高比率16%

30%

23%

32%

27%

33%銶：46%

銶：55%
銶：60%泘嘅値

泘嘅値

（年䈱）

5,418

6,800

7,500売上高／泘嘅䧗嘅 （⧠円）

※1 CO2⯡峎Ⲗ冽の高い邮嫎で⛼׼れた邮⿁׷、生孨・⛼業梪㗞の䷉ャに䏔玮ח邮⿁に׼ׄחれるブランド名燡
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銶丗泘嘅

靸ⳉ٬ꪜ靸ⳉKPIס錃㲊

クラレグループは「PASSION 2026」の磬ㅀ戦樋を浓㲔に㲔
行することにより、創玮100⼽年を鲛ֻる2026年には売上高
7,500⧠円、ㅀ業⮵沟1,000⧠円を泘嘅とします。

「PASSION 2026」僿ꝴでは、鞲本Ⲗ率を䙫閁した磬ㅀを行うとともに、キャッシュ創⭳力を浓㲔に高めていׂため、靸ⳉKPIとし
て新たにROIC、EBITDA、ROEを錃定しました。また、GHG䪶⭳ꄈ、自抅梪㗞・生孨梪㗞靹春邮⿁の売上高比率、中劬☔免の㛡
喋䓪をꪜ靸ⳉKPIとして数値泘嘅⴫することでよりサステナブルな事業ポートフؚ リオ׫のシフトを鶟めます。

2021年䈱㲔竮 中僿磬ㅀ銶槆
僿ꝴ中の⯥䬠

円／ドル 110 110

円／ٗーロ 130 130

国榤ナフサ（千円/kl） 48 58

2021（㲔竮） 2022（銶槆） 2024（銶槆） 2026（銶槆） （年䈱）

6,294 

723 

6,500 

730 

6,800 

800 

7,500 

1,000 

30
%

30
%

30
%

30
%

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

PASSION 2026

2021年䈱
㲔竮

2022年䈱
銶槆

2024年䈱
銶槆

2026年䈱
銶槆

㘃峎
（2021年䈱㵚2026年䈱）

（ⶡ⛣：⧠円） 売上高 ㅀ業⮵沟 売上高 ㅀ業⮵沟 売上高 ㅀ業⮵沟 売上高 ㅀ業⮵沟 売上高 ㅀ業⮵沟

ビニルアجテート 3,047 583 3,200 620 3,300 660 3,500 770 453 187

イخプレン 619 61 650 65 750 50 900 100 281 39

嚀耆免乢 1,424 87 1,450 90 1,550 110 1,750 180 326 93

笉禴 611 56 600 30 630 60 650 70 39 14

トレーディング 1,440 48 580 50 600 50 700 60 ӣ740 12

の他א 443 12 440 10 470 25 520 30 77 18

鐧丝갮 ӣ1,291 ӣ124 ӣ420 ӣ135 ӣ500 ӣ155 ӣ520 ӣ210 771 ӣ86

合銶 6,294 723 6,500 730 6,800 800 7,500 1,000 1,206 277

※2 ㅀ業⮵沟峎価⨑ⷋ鞝

※2022年䈱以꡸は「⹜沟鏀閁に꞊する会銶㓹嶖」（企業会銶㓹嶖瑬29⺘）璡を鸵榫
※トレーディングجグْント⹕צ鐧丝갮の2022年䈱以꡸の売上高ֿ2021年䈱に比׬大きׂ 変Ⳃしていますֿ、これは主に、トレーディングجグْントにֽׄる代理☔⹦䌕の
売上高の銶上갮にחいて、「⹜沟鏀閁に꞊する会銶㓹嶖」璡の鸵榫により、⹦䌕稀갮׼־硾갮׫と変催することによるものです。

靸ⳉKPI

ꪜ靸ⳉKPI

2021年䈱㲔竮 2026年䈱泘嘅
ROIC 6% 8%

EBITDA※2 1,313⧠円 1,700⧠円
ROE 7％ 10%

EBITDAマージン（⹆縒） 21％ 23%

㓹嶖年㲔竮 泘嘅

GHG䪶⭳ꄈ（Scope1,2） 3,230千トン
（2019年䈱㲔竮）

2030年䈱 2,230千トン
（㓹嶖年比ӣ30％）

自抅梪㗞・生孨梪㗞靹春邮⿁の売上高比率 46％
（2020年䈱㲔竮） 2026年䈱 60％

中劬☔免の㛡喋䓪澬保（日本国⫂の管理绷にֽׄる㝵䓪・㛙国☔・
キャリア䫑榫社員の比率、生榤事業䢥をꢜ ）ׂ

12％
（2021年9月儕㲔竮） 2030年䈱 25％

価値創造戦樋
中僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ց
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㓴车䏔⿦
طؔٛلػطتئ 䫟鶟儖鼧Ꝏ

◒⭳珕㯸

熖סהג䧪䡵Ζ

嚀⚡とי׊のؔطٛلػطتئ

מ㳡䫘כ哅◄׽׻
طؔٛلػطتئ ؅䍚⴫׌ױ׊ն

2019年 2030年 2050年

榟榤耆ⱱ
䦡㛻

Ⱌ榟擻璡
Scope1

舅㳃氦꧅
Scope1

頇⪌
ー؟ٜؾؙ

Scope2

泸ؙؾ
䤷鞲 تجٞو

䷉荁 ꧅ⱱ
⴫ؾؙ⫋ ꧅ⱱ

錞伺頇⪌
ー؟ٜؾؙ
鬇䬵

CCUS

二䤗软٬
二ؙ؟ٜؾー

GHG⯡峎מ⺸ׄյ
2030年ס⫄⧠800מךױ

錃⤓䤷鞲؅◀㲊
（㵧全䤗软Ⳃ⺸؅釤㲊״յ㲔榫⺎耆ם⯡峎䤗软ע

⺎耆ם꡾׽⯥⠠י׊׊㵵⪌؅吾鋀）

�峎

䪶⭳ꄈ
3,230ⶉ٤ع

䪶⭳ꄈ

ーٍ٤؜
ٞحعشؾ

2,230ⶉ٤ع

րؔطٛلػطتئꝎ僿٤٘ةلց
クラレはサステナビリティを犉哕的に䫟鶟します。

斻自䓪の高い䤗软と邮⿁をꪵ新的な
まな㕙ꪫで׉ま׈、なׅחリューシ٘ンにخ

自抅梪㗞と☔չの雛־な生孨に靹春し禈ׄます。

サステナビリティ䫟鶟⛮⯆の䍚⴫と
Ꝏ僿ビジ٘ンの策定

クラレグループは創業当侇より「社会׼־䐂た靸はす׬て社会
に鲭す」という理䒝のもと、事業を通じて社会的課題の解決に⹦
り組؆できました。これまでの⹦り組ײは、日本にֽいてCSR

⩕年と銧われている2003年に組笝したCSR㡦員会を中䑏に
䫟鶟してきましたֿ、事業梪㗞ֿますます忁変している中で⹦
り組׬׳き課題に㵚してよりスピーディにアクシ٘ンできる新⛮
⯆とす2022、ׂ׬年1月にCSR㡦員会をサステナビリティ㡦員
会に䷉組しました。当㡦員会は、社Ꝏを㡦員Ꝏとして、磬ㅀ会閱
ْンバーを鬨に構成し、事業孨Ⳃとも泡磵する⛮⯆としました。
また中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」の策定に合わ׎てサ
ステナビリティꝎ僿ビジ٘ンを策定しました。当社邮⿁の㛡ׂは
碛免として✳われ辐に⭳ることは㵼ないですֿ、骰の㍑りの׈
ま׉まな僃磙邮⿁׷榫鵍に✳榫׈れています。㏐杶釨嘗の課題
に㵚して、姧禈的に解決策を釤⭳し、׈ま׉まな㕙ꪫで靹春し禈
ׄる、クラレグループの決䙫をサステナビリティꝎ僿ビジ٘ンとし
て辐明しています。

このようにサステナビリティを磬ㅀとより䍚 リׂンクした羜俌は、
┩の中׼־の釐鑁もֵりますֿ、磬ㅀトップֿサステナビリティ
はꄆ釐な磬ㅀ戦樋の┉חでֵり、クラレグループの㵧来の持禈
的発㷣には┘可埝でֵるという䙫䑩を明澬にしたことによります。

2050年カーٍンؾットحロに⺸ׄて

ッؾとして「2050年カーٍンײの上で、Ꝏ僿的な⹦り組א
トحロに⺸ׄたロードマップ」を⛼成しました。「PASSION 

2026」僿ꝴ中のGHG Scope1とScope2䪶⭳ꄈは2019年
比で㘃2030、׍׈׷年までに2019年㵚比で30％⯡峎、2050

年には䪶⭳ꄈحロを泘嘅としています。攐に、孨䓪憇꞊連事業
にחいては、邮⿁自⛮は㏐杶梪㗞׷生孨梪㗞׫の靹春䈱ֿ高い
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Prosperity
（社⚡の竳剚）

Planet

People

Product
 P.21  P.23

 P.25

のですֿ、邮造鷨爊でⰜ榤擻として䪶⭳׈れるCO2ֿ課題です。
事業の׼׈なる発㷣には、CO2䪶⭳ꄈをできるׄד峎׼し、־
טײれたCO2を㍑⹜・孨榫する☼組׈⭳䪶ח りׂ（CCUS※1）
ֿ䑒ꯄで、אのためには中・Ꝏ僿的な䤗软ꝧ発ֽよצ錃⤓䤷鞲
ֿ䑒釐となります。

CCUSはすでにꝧ発をꝧ㡎し、「PASSION 2026」での
GHG䪶⭳ꄈ⯡峎䤷鞲として銶槆している硜300⧠円の中に
はCCUSの吾証榫プラントも組ײ込؆でいます。「PASSION 

2026」以꡸2030年までには、CCUSの本プラント׷自家発꧅
のؙؾルギー鬇䬵を中䑏に硜500⧠円、2022年2030׼־年
までに稀갮で800⧠円のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎䤷鞲を銶槆していま
す。׼׈に、㵧来の䤗软Ⳃ⺸を釤定め、㲔榫可耆なGHG⯡峎䤗
软は可耆な限り⯥⠠しにて㵵⪌を鶟めます。

※1  Carbon dioxide Capture, Utilization and Storageの樋。
⮆ꦕしたCO2を⮵榫・鞎襓しようとする⹦り組ײ

「3Pモデル」でサステナビリティ中僿銶槆を
すׂ׷り־⮆

「PASSION 2026」では、サステナビリティに꞊連する产策を
「サステナビリティ中僿銶槆」という䎬でまとめ、׼׈にこれ׼
の产策をPlanet、Product、Peopleの3חのに丝理・⮆걉
した「3Pモデル」を✳榫し公辐しています。この3Pを䫑榫した
斤いは、マテリアリティで亠⺸ׄטたサステナビリティ꞊連の产
策を、社員をはじめとしたステークٌルرーの氵׈まにより⮆
ることにֵり׎׈すい䎬で炐すことで、グローバルに寀鵀׷り־
ます。אして、「3Pモデル」で䫴ׅた⺨牊产策を浓㲔に㲔行する
ことで4ח泘のP、すなわה当社グループのײな׍׼社会の竳剚
（Prosperity）を泘䧗します。

Planetは「梪㗞」に꞊する产策です。⯥鳭の2050年カーٍン
⛮⪮にⱶֻて、GHG Scope3のײロに⺸ׄた⹦り組حットؾ
的な⯡峎銶槆を策定し、2024年までのSBT※2鏀定を泘嘅とし
ます。また、TCFDのꝧ炐にחいては、2022年にシナリオ⮆冪
と、אのインパクトの定ꄈ鍐価を行います。これまで梪㗞中僿銶
槆として⹦り組؆でいたꯁ泘も泘嘅値を釤泡し禆禈して⹦り組
）。ますײ  P.21）

Productは、⺨邮⿁׷サービスの自抅梪㗞・生孨梪㗞׫の
靹春䈱をPSA（Portfolio Sustainability Assessment）シ
ステّを㵵⪌し㲘鈝的にスクリーニングした上でのPSA靹春邮
⿁の売上高比率の⺸上泘嘅׷サーキュラーؙコノミーの䫟鶟、
サステナビリティ鐧鷼の⺸上なל、「邮⿁」に꞊する产策です。攐
に、PSAは事業鼧のײな׍׼、イノベーシ٘ンؾットワーキング
׷3に䑴ֻる䬠勅※ثンターとの連䯥で、걘㲘のアンْットニーج
榫鵍ꝧ発にも孨榫できると縒ֻています。（  P.23）　

Peopleは、Ⲑ⥸安全・保安ꡔ愤の䍚⴫、挑戦を➢す겧㎻の
ꃘ成、رイバーシティインクルージ٘ンの䫟鶟、グローバルな
☔免罫成⯆䈱の䦡⩗、社会靹春孨Ⳃなל、䇶い䙫⽏での「☔免」
に꞊連する产策ֿ鎉当します。保安ꡔ愤に꞊しては、2022年に
グローバルで⴫㰢プラントの鷞ㅀにꝎׄた☔免を꥗めグローバ
ルプロجスجーフティマؾジْント泃削チーّを新錃し、⴫㰢プ
ラントֽよצ孨䓪憇プラントを㵚霄とした安全泃削を䍚⴫してい
きます。☔免にחいては、グローバルな釱点で管理绷のジ٘ブグ
レードを丝合した☔免データベースを䦡⩗し、☔免の釤ֻる⴫
を鶟めます。אの上で、国⫂㛙の社員の鸵免鸵䢥での氧榫を㍲
り、ח־Ⲗ冽的な溿⟣システّを組ײ合わ׎ることで、㛡喋な☔
免ֿ孨驱できる組笝の構疣を泘䧗します。׈ま׉まな縒ֻ亠׷
アイデアֿ◫䄐すれף、䓙わןブレイクスルーֿ生まれる可耆
䓪ֿ高まり、挑戦する겧㎻ט りׂにもחなֿると縒ֻています。
（  P.25）
※2   SBT（Science Based Targets）。パリ協定ֿ定める姡嶖と丝合した、

5年15֐年⩝を泘嘅年として企業ֿ錃定する峪㲜Ⲗ冽ガス䪶⭳⯡峎泘嘅。
※3  まד嵹た׈れていない、または妳־טれていない弍㏇的な釐姲、꧎釐。

ステークٌルرーの氵׈まとともに

生孨喋式׷価値鈝の変⴫、אしてカーٍンؾットحロを泘䧗
す侇代にクラレグループֿ持禈的な成Ꝏを鷈ׅるには、事業ポー
トフؚリオを高䈱⴫し鶟⴫し禈ׄる䑒釐ֵֿり、これを㲔杯する
社員┉☔ץとりのマインドもチェンジしていףנ־なりま׎؆。
これこֿא熖たהのサステナビリティに㵚する⹦り組ײのコア
な鼧⮆でもֵります。
も؀ה؆、梪㗞変⴫׷ステークٌルرーの氵׈ま׼־の釐鑁
の変⴫に合わ׎て銶槆は鸵㲏⟣塜をしていׂ׬きものと縒ֻて
います。今䏲も、株主・䤷鞲家の氵׈まをはじめとしたステーク
ٌルرーの氵׈まとのؙンأージْントを岐め、熖たהの孨Ⳃ
にし־זりと⹚何׎׈てい 䢥ׂ㰆です。

価値創造戦樋
熖たהの䧪䡵Ζմ嚀⚡とי׊のؔطٛلػطتئ
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● 梪㗞靷蕔⛥峎׫の禆禈的な⹦り組ײ
● サプライチェーン׼־のGHG䪶⭳ꄈの⯡峎
● 国꤀的イニシアティブ׫の⹆槆を通じた社会との鐧和Planet

梪㗞מ鿥䜡׊たٓטؿ の縒ֻ亠׫ׂ׽
クラレグループは碛免中ꝴ免ْーカーとして、⛥憇碛⛥梪

㗞靷蕔社会の構疣に䑒釐な碛免中ꝴ免を┩の中に䬠❠し、ま

た、אれ׼をできるׄד⛥い梪㗞靷蕔で邮造することֿ✳命と

縒ֻています。こうした縒ֻ亠のもと、クラレグループはグロー

バルなモノט りׂを通じて、㏐杶峪倉⴫㵚策の䫟鶟、⴫㰢擻韬の

䪶⭳䤰⯆、鞲嶎の有Ⲗ⮵榫なלの梪㗞䷉ャに禆禈して⹦り組؆

でいます。

ײ磝׽٤からのGHG䪶⭳ꄈ（Scope3）⯡峎の⹦٭ؘزؕٚوئ
Scope3のGHG䪶⭳ꄈは、杯㏇אの׮と؆ֿל国⫂のײの

畀定となזています。2023年までに畀定㵚霄をグループ全⛮

に䦡大すると同侇に畀定瞿䈱も高め、Scope3䪶⭳ꄈの2/3を

ⶭめるカテゴリーを攐定します。また、⹦䌕⩝との㵚鎇を岐め、

サプライチェーン全⛮でのScope3の⯡峎泘嘅を錃定します。

Scope1ֽよ2צ、なצ׼にScope3のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎泘嘅

にחいては、SBTの鏀定⹦䐂を泘䧗します。

梪㗞ُّطتبع٤ْةؾ
クラレグループは「クラレグループ梪㗞㓹本亠ꄠ」を定め、梪㗞

保全孨Ⳃに⹦り組؆でֽり、「クラレグループ梪㗞孨Ⳃマؾジْ

ント釨⯞」に㓹טき、⺨事業䢥꞊➟会社と本社ꝴのPDCAサイ

クルを㍑すことで禆禈的な䷉ャを㍲זています。また、クラレグ

ループ⺨事業䢥・꞊➟会社にֽいては、ISO14001鏀証を⹦

䐂し、禆禈して鷞榫しています。

1）事業孨Ⳃを行うに当たり、梪㗞に僃大限鿥䜡する。

2）姧禈䓪のֵる梪㗞䷉ャ孨Ⳃを行う。

3）梪㗞䷉ャに靹春する䤗软、よ⿁のꝧ発を行う。

梪㗞ت٤ُ٭ؚنق

孨Ⳃꯁ泘 2021年䈱泘嘅 成冽

㏐杶峪倉⴫
ꡔ塛

国⫂：GHG䪶⭳ꄈ⯡峎㵚策ꄈ　㵚⯥年比13千トン-CO2以上
GHG䪶⭳⸉ⶡ⛣䧗数※1　㵚⯥年比1%以上の⺸上

海㛙：ؙؾルギー⸉ⶡ⛣䧗数　　㵚⯥年比1%以上の⺸上

国⫂：㵚⯥年比30千トン-CO2のGHG䪶⭳ꄈ⯡峎㵚策を㲔产し
ました。
GHG䪶⭳⸉ⶡ⛣䧗数は㵚⯥年比7.7％⺸上しました。

海㛙：ؙؾルギー⸉ⶡ⛣䧗数は㵚⯥年比ӣ0.3％でした。

姡鞲嶎の
有Ⲗ⮵榫

国⫂：⪮⛮的な数値泘嘅は錃ׄていま׎؆。
海㛙：姡（海姡ꢜ ）ׂ⸉ⶡ⛣䧗数 㵚⯥年比1%以上の⺸上

国⫂：有Ⲗ⮵榫にⲃめ、姡✳榫ꄈの定ꄈ管理を㲔产しました。
海㛙：姡（海姡ꢜ ）ׂ⸉ⶡ⛣䧗数は㵚⯥年比9.5％⺸上しました。

⴫㰢擻韬の
䪶⭳管理

国⫂：日⴫協PRTR擻韬※2䪶⭳ꄈ　
2016年䈱㲔竮値（957トン）未嵹

海㛙：⪮⛮的な数値泘嘅は錃ׄていま׎؆。

国⫂：日⴫協PRTR擻韬䪶⭳ꄈは985トンでした。
海㛙：אれבれの国・㏐㓊にֽׄる⴫㰢擻韬䪶⭳釨⯆を鹖㱤し、

定ꄈ管理を㲔产しました。

䉬厏擻の
有Ⲗ⮵榫

国⫂：䉬厏擻発生ꄈ⯡峎㵚策ꄈ
2016年䈱発生ꄈの1%相当⮆（900トン）以上
㒪玮⭚⮆ꄈ 2016年䈱㲔竮値（251トン）未嵹

海㛙：⪮⛮的な数値泘嘅は錃ׄていま׎؆。

国⫂：4,934トンの䉬厏擻⯡峎㵚策を㲔产しました。
㒪玮⭚⮆ꄈは655トンでした。

海㛙：אれבれの国・㏐㓊にֽׄる嫎的釐姲事ꯁを鹖㱤し、定ꄈ管
理を㲔产しました。

梪㗞会銶 ˓ 梪㗞保全に꞊する䤷鞲갮：2,080百万円（2020年䈱：2,084百万円）
梪㗞保全に꞊する鞝榫：2,821百万円（2020年䈱：2,609百万円）

※1  ⸉ⶡ⛣䧗数:䬵畀生榤ꄈ／梪㗞靷蕔で畀⭳׈れる、2016年䈱㲔竮を100とした䧗数
（䬵畀生榤ꄈ:㓹嶖年の⺨邮⿁の梪㗞靷蕔⸉ⶡ⛣を⩕に決定した䬵畀➟数を榫いて⺨邮⿁の生榤ꄈを㓹嶖邮⿁の生榤ꄈとして䬵畀したもの）

※2  日⴫協PRTR擻韬:⴫㰢擻韬管理➢鶟嫎（PRTR嫎）㵚霄擻韬ֽよצ日⴫協（日本⴫㰢䄄業協会）の自主管理擻韬

梪㗞㓹本亠ꄠ

鎋碷は、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope1_2

「GHG䪶⭳ꄈ（Scope3）」にחいては、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ 。い׈ד
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope3

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope1_2
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/Scope3
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TCFD提言に基づく情報開示
クラレグループは気候変動対策を取り組むべき重要課題の一

つとして捉え、2020年11月に気候関連財務情報開示タスク

フォース（TCFD）※3提言に賛同しました。また2022年を起点

とするサステナビリティ中期計画では、気候変動の緩和策として、

GHGの排出量削減と省エネルギーの促進、自然環境の向上に

貢献する製品の拡大、サーキュラーエコノミーへの対応などを

掲げました。これらの施策を着実に実行するとともに、TCFD

が推奨するガバナンス、シナリオ分析に基づく戦略、リスク管理、

指標と目標に基づく開示も段階的に充実していきます。

※3  金融安定理事会（FSB）により、気候関連の情報開示および金融機関の対応をどのように行うかを検討するために設立された「気候関連財務情報開示タスクフォース（Task 
Force on Climate-related Financial Disclosures）」。

◆ ガバナンス
クラレグループでは、社長を委員長とするサステナビリティ委員会
がサステナビリティ活動を推進します。この委員会の傘下には、サス
テナビリティ中期計画で掲げたグローバル施策を実行するプロジェ
クトチームを配置し、各プロジェクトを推進します。また、気候変動
に資する施策の進捗状況を確認した上で、TCFDに基づく開示を進
める「TCFD推進プロジェクトチーム」も傘下に設置し、開示の充実
を図ります。
サステナビリティ委員会での討議事項は取締役会に報告し、取締
役会の意見をサステナビリティ活動の推進に反映します。

◆ リスク管理
クラレグループでは、気候変動の緩和と適応の両側面についてリ
スク管理を実施しています。GHG排出量削減や自然環境向上への
貢献製品の拡大等の気候変動の緩和策は、主としてサステナビリティ
委員会がその進捗を管理し、脱炭素社会への移行リスクの低減を進
めます。
一方、気候変動への適応策については災害対策・事業継続性の
強化に向けて、各組織が毎年リスク自己評価を実施しています。そ
の評価結果をリスク・コンプライアンス委員会（委員長：サステナビリ
ティ推進本部担当取締役）で討議し、対策が必要な場合は社長が経
営リスクとして特定し責任者を指名し対策を進めています。

◆ 戦略
低炭素社会への移行において生じる事象、および気候変動により
発生する物理的な事象に対するクラレグループのリスクと機会を選
定しました。
低炭素社会へ移行する場合のリスクとして、炭素税の負担の増加
やプラスチック製品使用量の減少等が挙げられます。これらのリス
クを低減するため、自社のみならず取引先と共創しGHG排出量の
削減に取り組むほか、サーキュラーエコノミーに資する製品・技術
開発を進めます。さらに、顧客の製品や最終製品が製造・流通・消
費される過程でのGHG排出量の削減やプラスチック製品の使用量
削減を機会と捉え、自然環境向上に貢献する製品や技術の創出およ
び拡販を強化します。
また、気候変動による激甚災害への対策を進め事業継続に向けた
備えを行うとともに、災害対策や水や食物資源確保に貢献する製品
を通じて気候変動に強靭な社会の実現を目指します。今後は気候変
動シナリオを特定しリスクと機会の分析を深化し、同時にクラレグルー
プへの影響評価を進めていきます。

◆ 指標と目標
気候変動緩和の長期目標として、2030年に自社でのGHG排出量

（Scope1と2）を2019年比30％削減、2050年にカーボンネット
ゼロを掲げました。また、サステナビリティ中期計画では気候変動に
関わるGHG排出量削減および自然環境貢献製品の売上高比率向
上目標を下表の通り設定しています。

「クラレグループの気候変動によるリスクと機会」については、下記ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/prevention_of_global_warming

サステナビリティ中期計画の気候変動に関わる施策と目標
　　 ベンチマーク 2024年度 2026年度 2027年度以降

GHG排出量

Scope1＋2
2019年度： 
3.2百万トン 2019年度比、排出量を増やさない

・ 2030年度：2019年度比
30％削減
・ 2050年度：カーボン
ネットゼロ

Scope3
2019年度： 
0.9百万トン 
（国内のみ）

・ グループ全体を対象とし、2/3以上 
を占める排出源を特定する
・ 2023年度に、2024年度・2026年度の 
削減数値目標を策定する

自然環境・生活環境貢献製品売上高比率
（うち、自然環境貢献製品）

2020年度：
46% 
（16%）

55% 
（23%）

60% 
（27%）

Planet

Product

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/prevention_of_global_warming
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ؿِؤؙ٭ٖٚ؞٭ئ ײ磝׽の⹦׫٭
クラレグループは⴫溍榺来⸉乢の邮⿁を㷣ꝧする企業として、

サーキュラーؙコノミー׫の燯行を課題とし、⹦り組؆でいきま

す。「PASSION 2026」の僿ꝴ中はサプライチェーンとも協⥸

して、⴫溍⸉乢の✳榫ꄈ⯡峎とライフサイクルを通した䉬厏ꄈの

⯡峎を泘䧗します。

舅抅梪㗞٬榟孨梪㗞靹春製⿁
「PASSION 2026」では、⺨事業鼧ֽよצグループ会社、な

に溿狒・ꝧ発本鼧はマテリアリティでֵる「自抅梪㗞の⺸上」צ׼

と「生孨梪㗞の⺸上」に靹春する邮⿁׷䤗软を事業銶槆に沸り込

。ましたײ

この事業銶槆をベースに、自抅梪㗞・生孨梪㗞靹春邮⿁の⺸

上泘嘅を策定するにֵたり、㲘鈝䓪と鵀明䓪を上ׅるためPSA

を㵵⪌して、スクリーニングをしました。スクリーニング磵冽に

㓹טき、高スコアの邮⿁をクラレグループの自抅梪㗞・生孨梪㗞

靹春邮⿁とし、אの売上高比率を2020年の46%2024׼־年

は55%、2026年は60%に⺸上する泘嘅を錃定しました。

製⿁׻מるُ׫ؔطٛؓٛطの⹦׽磝ײ
クラレグループは企業ステートْントに䫴ׅる「┩のため☔の

ため、他☔（ץと）の׷れないことを׷る」というミッシ٘ンのもと、

「自抅梪㗞の⺸上」׷「生孨梪㗞の⺸上」に靹春する事業を㷣ꝧ

して、クラレグループのマテリアリティ（ꄆ釐課題）の解決に⹦り

組؆できました。今䏲も持禈可耆な社会の㲔杯に⺸ׄて、斻自

䓪の高い䤗软と邮⿁による靹春に⹦り組؆でいきます。

❆◄ס⿁舅抅梪㗞٬榟孨梪㗞靹春邮סوーٜءٝٚؠ 榟孨梪㗞ס⺸┕

舅抅梪㗞ס⺸┕

僀♏عتيتؓ

塮熭⵳כ䖱縖ס靷蕔鬭峎

鵟⟓ס냕鵭⴫

EVס鬭ꄈ⴫

姡٬㛻妳ס孶⴫ 擻孱ס靷蕔⛥峎/
峎⯡تٞغーن

٤ٞؼل

塮熭免乢

尓俘َُٛ ーٜؔن ռّتؠيターս

  縨掂䓪َٛؓ 嘻耏غِ
ռتؾؘةタս

孨䓪憇
╈狜硇腑   EVOH嘻耏

ռؙفーٜս
榺全تُ؛ؕف  
ؓٛفت؝ס
نؔ ّٜ
ռPLANTICս

ّإ尓敯ס榺全تُ؛ؕف
  َ ٜطتؙٛ
ռؙعؤーؠս˥1  

  ٛ تーي乢⸊ٜؠؕئ
սؿーٛٚؠ䄄汷ꪵռ☔ס

٬ٛ؛ؕف 乢⸊ٜؠؕئ

ס䋦免ع٤ْج
縨╦䓪؅⺸┕յ
Ꝏ㵜⽜⴫מ靹春 냕⼽嫧攐䓪؅⤓ֻ

鵟⟓ס냕鵭⴫מ靹春

媩殴侇ꝴס湾竊

괏⿁ⴍ免י׊כ
ր㳊㉺ס鬭ꄈ⴫ց
ր괏⿁סꝎ僿⟊
㰆ցמ靹春

Product
●  PSAの㵵⪌により、自抅梪㗞・生孨梪㗞׫の
靹春䈱鍐価の㲔产

●  サステナビリティ鐧鷼の䫟鶟によるサプライチェーン上に
ֽׄる社会的䏅ꮶの稷和

鎋碷は、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa_product

「PSA」にחいては、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa

※1  CO2⯡峎Ⲗ冽の高い邮嫎で⛼׼れた邮⿁׷、生孨・⛼業梪㗞の䷉ャに䏔玮ח邮⿁に׼ׄחれる
ブランド名燡

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa_product
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/psa
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製品安全・化学物質管理
製品の安全を確実なものとするため、クラレグループの各事

業部は、新製品の開発や変更管理を行う際にリスクアセスメント

手法を用いた評価と改善を実施し、製品安全の確保および保証

を行っています。加えて、体内へ摂取されるもの、ナノマテリア

ルを使用するものなど、特に安全性の検証を要する製品および

開発品に対しては、サステナビリティ推進本部を中心とした審議

委員会を組織し、その安全性を確認しています。

化学物質管理においては、社内データベースに登録した原材

料や製品等の含有化学物質情報と、法令・化学物質の安全性情

報等の外部データベースを連携させることにより、関連する法

規情報や危険有害性情報の取得、SDS（安全データシート）等

の作成ができる仕組みを整備しています。また、事業部単位で

化学物質管理の責任者、実務担当者を指名し、責任者・担当者

を起点に社内教育を継続的に実施し、化学物質管理や法令に対

する理解を深めています。さらに、仕向け先の拡大・クラレグルー

プの拠点拡大・各国での法規制の複雑化に対応するため、海外

のグループ会社と連携して各国の法令や規制動向を調査し、共

有することで、クラレグループ全体での的確な化学物質管理を

目指しています。

国内体制
の整備

2022年度 2023年度 2024年度 以降

海外体制
の整備

アンケー
ト頻度

グローバ
ル体制

継
続
実
施

国内事業部・グループ会社所管の取引先へプログラムを拡張

アンケート実施体制の整備 海外グループ会社所管の取引先へのプログラム試行

アンケート結果を検証し、 
アンケート頻度を決定

グローバルでプログラム 
実行体制を確立

サステナビリティ調達の推進
クラレグループはサプライチェーン・マネジメントに対する社

会的要請の高まりを受け、2019年にCSR調達方針を刷新し、

国内の一部の取引先から、この方針の遵守にともに取り組んで

いただくよう要請を開始しました。「PASSION 2026」期間中

に、この活動対象を、海外を含むグループ全体の購買額の80％

（原材料・副資材・製品については購買額の90％）をカバーす

る取引先に拡大します。

品質マネジメント
クラレグループのこだわる品質は、クラレグループの使命であ

る「世のため人のため、他人（ひと）のやれないことをやる」の実

現に根差しています。

私たちが提供する商品・サービスは、お客様にその価値を評

価され、受容されてはじめて世の中の役に立つことができる、

すなわちクラレの考える品質とは「顧客満足」であることを明確

にしています。また、顧客満足を実現し、社会に貢献する製品や

サービスを提供するためには、製品やサービスの性能・品質の

追求だけでなく、安全・環境影響・サステナブルなど、複数の観

点での配慮が重要であると考えています。

このような点から、生産・開発といったモノづくりだけでなく、

販売・物流・保管・バリューチェーン等を含め、総合的に品質マ

ネジメントを行うことが重要であり、「全員参加」による取り組み

を進めています。

クラレグループグローバル品質方針

安全で信頼でき、高い品質の商品・サービスの提供を 
通じて、社会に貢献することを目指します。

私たちは、サステナブルな社会の実現のために、安全で質が高い
商品・サービスを責任と誇りをもって提供し、自然環境・生活環
境の向上に寄与することを約束します。
そのために、一人ひとりが法令および社会の要請やお客様の要望
を理解し、お客様にとっての価値の創造を追求して顧客満足を高
められるよう、継続的に改善活動を行います。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ
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㱦⪒מ㵚׌る縒ֻ亠
クラレグループの事業孨Ⳃにֽいて、「安全」はす׬ての灄と

なる祀㵚兢♭です。「安䑏して⥸ׄる会社、事䷚׷愤㲹ֿ起こ׼

ない安全な会社」の㲔杯は、邮⿁の安定❠礡を禴持するためにも、

社会׼־信갔׈れ禈ׄるためにも䑒釐なꄆ釐テーマと銧ֻます。

ジْントシスؾうした縒ֻのもと、クラレグループは安全のマא

テّを構疣・鷞榫し、׈ま׉まな孨Ⳃを行זています。社員の安

全䙫閁を高め、安全行Ⳃ・澬鏀を☼事をする上での「当たり⯥」

のこととして定浓׎׈るために、׈ま׉まな⹦り組ײを䫟鶟して

います。

⺨杯㕙では、リスクアجスْント孨Ⳃを通して保安ꡔ愤・Ⲑ⥸

安全リスクを発釤し、錃⤓の本韬的な安全㵚策を鶟め、אの発

生ꡔ塛を㍲זています。また万ֿ┉、事䷚・愤㲹ֿ発生した㕙合

に⤓ֻ、逇㲹を僃㵸限に䤰ֻるための鋌穒、事䷚の事❆・䷷鋌

なלの䗯㕔共有⴫׷㵚策の姡䇖㷣ꝧなלにより⫋発ꡔ塛にⲃ

めています。

㱦⪒孨Ⳃُع٤ْةؾ
「安全孨Ⳃマؾジْント釨⯞」に㓹טき、年䈱ׇとに銶槆を玮

て、保安ꡔ愤・Ⲑ⥸安全に⹦り組؆でいます。⪮⛮的には、社Ꝏ

ֽよצ䥵当䏔員ֿ⭳䅪する安全䫟鶟会閱で、当年䈱の安全孨Ⳃ

㲔竮の稀䦮鍐価と域年䈱の孨Ⳃ亠ꄠ策定を行い、אの亠ꄠを⺨

事業䢥・鼧糓の孨Ⳃ銶槆に⹚何׎׈、㲔行しています。銶槆玮

勅と孨Ⳃの敯媲、成冽にחいては、国⫂グループの⺨生榤事業

䢥の杯㕙には安全䥵当䏔員を含׳本社安全スタッフֿ年2㍑鋼

ゖして吾証を行い、海㛙グループには、3年に1㍑を泘鵍に本社

スタッフֿ杯㏐を鋼ゖして澬鏀を行זています※1。杯㕙での吾証

をもとに㲔竮の稀䦮לの年の安全成竮なא׷れた課題׼䐂׼־

鍐価を行い、綇年の全社の亠ꄠ策定に⹚何׎׈て安全孨Ⳃのマ

。しています־ジْントシステّをⳂؾ

2021年は、海㛙グループでの保安事䷚の発生はֵりま׎؆

でしたֿ、国⫂グループでは⷇険擻׷フロンガス璡の庀孋事䷚

ֿ10♭発生しました。אのうح、הロを泘嘅とした比鬳的大き

な保安事䷚（A、B、Cランク）は3♭、3♭以┖を泘嘅とした鬭

䈱の事勅（D1、D2ランク ❆ׇׂ㵼ꄈの⷇険擻庀孋璡）は7♭

と、׼הלも泘嘅未鷼となりました。䌕き禈き、比鬳的大きな保

安事䷚حロを泘䧗すとともに、鬭䈱の事勅の発生⛥峎を泘䧗し、

杯㕙のリスク䤧䭂と㵚策を䫟鶟していきます。また、2019年に

ꝧ㡎した海㛙⴫㰢プラントに㵚する安全泃削を禆禈するとともに、

グローバルPSM（プロجス・جーフティ・マؾジْント）を新たに

㵵⪌して、海㛙⴫㰢プラントの事䷚の⫋発ꡔ塛を䐿䈓し、泃削に

よזて明־׼になזた課題にחいて㵚䑴を鶟め、保安管理レベ

ルの⺸上を㍲זています。（  P.26）

┉亠、Ⲑ⥸愤㲹♭数は、国⫂は3年連禈して峎㵼しましたֿ、

海㛙では大きׂ 㘃ⱶする磵冽となりました。2021年の、ラン

ク愤㲹は、グループ全⛮で合銶3♭（国⫂グループ：0♭、海㛙

グループ：ランク愤㲹1♭、ランク愤㲹2♭）発生し、泘嘅未

鷼となりました。国⫂では峎㵼⥝⺸にֵるものの、鬇⠠なלの

⠕☔の┘榫䙫・扛䙫閁な行Ⳃによる愤㲹ֿ海㛙で㛡ׂ発生して

ֽり、このような「行Ⳃ㑔愤㲹」の⛥峎にも䌕き禈き⹦り組؆で

います。磬꽦の孷い⛼業縖の愤㲹も㛡ׂ、「新☔䷷罫」の釤泡し、

⩗㲔⴫を禆禈して㍲ります。これ׼の課題に㵚する⹦り組ײを

澬㲔に鶟め、今䏲も安全で愤㲹のない绷㕙を泘䧗して⹦り組؆

でいきます。
※1  2020年ֽよ2021צ年はCOVID-19䚉刌䦡大ꡔ塛のためリモート会閱による吾証を㲔产

●  「安䑏して⥸ׄる会社、事䷚׷愤㲹ֿ起こ׼ない安全な会社」
  の㲔杯を泘䧗した安全孨Ⳃマؾジْントの䫟鶟

とりֿ生きץ☔┉いてטイバーシティ&インクルージ٘ンに㓹ر  ●
生きとして挑戦し、イノベーシ٘ ンを域չに生ײ⭳す会社ט りׂ

●  グローバル☔免罫成⯆䈱の䦡⩗による、社員と会社の
成Ꝏ׫の䑒釐なスキル׷耆力のꝧ発

People
鎋碷は、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_
safety_process_safety

㱦⪒מ꞊׾׌车Ⳃ⸉⯞ 㱦⪒מ꞊׾׌车Ⳃ亠ꄠ
（2022年䈱）

ր㱦⪒はי׬׌の灄ց
1）ր㱦⪒瑬┉յ榟榤（䄄◄յꝧ氦）瑬◅ց؅䐿䈓כ׆׾׌
2）车Ⳃ⯥סր⷇ꣅ◀湳ցכ车Ⳃ⯥䏲סր澬鏀ց؅䐿䈓כ׆׾׌
כ׆׾׌车Ⳃי׊כ؅ր舅⮆◄ց⪑㱦ֿ׽כץ☔┉（3

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_safety_process_safety
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/occupational_safety_process_safety
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※2  当社独自の指標による保安事故の分類：重い方からA > B > C > D1 > D2 の5ランク
※3  当社独自の指標による労働災害の分類：重い方から A > B > C > D の4ランク
※4  全労働災害度数率：不休業災害も含めた労働災害の労働時間百万時間当たりの発生件数を表す

2021年度 2022年度 2026年度

評価基準 実績 目標 中期目標

保安防災
A、B、Cランク事故※2 3件 0件 0件（保安トラブル含む）

D1、D2ランク事故※2 7件 3件以下 3件以下

労働安全
A､Bランク労働災害※3 3件 0件 0件

全労働災害度数率※4 2.89 2.0以下 1.3以下

活動項目
2021年度

2022年度活動項目
目標 実績 評価

保安防災 
労働安全

現場の安全確保
のための「危険
予知」の徹底

「危険予知」と「確認」の浸透、定着を図った結果、労働災害や保安事故の防止に一定
の効果が発揮できていると考えている。ただし、浸透、定着の度合いは各組織により、
また個々人により差があり、危険予知不足･確認不足が原因の事故災害も依然とし
て発生している。今後も、安全の基本行動を全員があらゆる場面で実施できること
を目指して継続的な取り組みが必要。

○

・ 現場の安全を確保するため
の、安全の基本行動の 
徹底

・ 現場の安全レベル向上の 
ための、現場作業の 
実態把握とソフト・ハード 
両面からの改善

・ 保安防災上の潜在リスクの 
発掘と対策検討、 
顕在リスクの極小化対策の 
実施

・ 工事・保全作業の 
安全確保

・ 海外化学プラントの 
保安管理レベルの把握

現場作業の実態
把握と改善、作
業標準書の見直
しと活用

現場作業の把握と作業標準書との照らし合わせを計画的に進め、作業標準書の見
直しを図った。また、5Sや現場で気付いたことを共有する活動等ともあわせて、上
司と部下のコミュニケーション活性化にもつながった。見直した作業標準書をさら
に現場で活用し、現場の変化や作業者の意見をタイムリーに反映できるように今後
も継続的に取り組む。

○

保安防災上の潜
在リスク発掘と
顕在リスクの極
小化対策の実施

非定常状態の視点でのリスク抽出に継続的に取り組んでいる。これまで想定できて
いなかった潜在リスクを一つひとつ明らかにしながら、引き続きリスク抽出と評価、
対策検討の活動を継続していく必要がある。

△

工事・保全作業
における安全
確保

工事･保全作業に係るシステムや規定を見直し、安全な場を提供するための事前の
安全措置、現場・現物による三者立会い確認、工事・保全作業者への適切な情報伝
達などの実施を徹底した。また、セーフティサポーター制度（技術部門ＯＢによる現
場指導、助言）も活用し、必要な安全措置の徹底に取り組んでいる。引き続きこれら
を確実に運用し、工事･保全作業の安全確保を図る。

○

海外化学プラン
トの保安リスク
把握と対策

海外化学プラントに対する安全監査の結果などから得られた課題について、各生
産拠点に応じた保安管理システムの構築・改善を図るとともに、リスクアセスメン
トによる潜在的な危険源の特定と従業員への周知、対策の実施を図っている。
今後、プロセス・セーフティ・マネジメントの社内専門家チームによる各拠点の監
査を予定している。このチームの横串的な監査により、各拠点の保安管理レベルの
把握とその対策の推進を強化していく。

○

保安防災・労働安全の重点活動項目 評価（〇：達成 ／△：さらに取り組みが必要／×：未達）

保安防災・労働安全の数値目標と実績

海外化学プラントに対する安全監査
海外グループの安全と安定操業を確実なものとするため、2019年から海外化学プラントに対する安全監査を継続しており、
保安リスクの把握と安全対策の見直し・強化を図っています。2021年は、実地で米国2工場、リモートで米国1工場とアジア1

工場の安全監査を実施しました。2021年の監査では、前年度に抽出された課題への対応状況の確認を行うとともに、新たな
課題（事故トラブル事例の原因究明の深掘り、安全対策完了までの進捗管理など）が抽出できました。また、2022年からはこ
れまでの国内メンバーによる監査に加えて、プロセス・セーフティ・マネジメントのグローバルな社内専門家チームを編成し海
外化学プラントの監査を計画しています。このチームの横串的な監査により、各拠点の保安管理レベルの把握とその対策の推
進を強化していきます。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ
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طب٭فؕر ؔؕ׫٤٘ة٭ٜؠ٤の⹦׽磝ײ
クラレグループでは、رイバーシティインクルージ٘ンの泘

的㏐を「㛡喋な社員┉☔ץとりֿ生き生きと⥸き、㜊䷴を䔤れ׍

に挑戦することで変⴫に㵚䑴しなֿ׼イノベーシ٘ンを域չ生

。し、成Ꝏを禈ׄている会社」と定めました⭳ײ

この㲔杯のために、「PASSION 2026」の僿ꝴ中は、グルー

プで┉鞉した☔事㓹盤・☔免データを丝⤓した上で、Ꝏ僿釱点

に㓹ׂט☔免罫成と㛡喋䓪を➢鶟する☔事产策を㲔产します。

⠕☔ֿ耆力を発䭙でき、ח־、事業の成Ꝏを生ײ⭳すグローバ

ルな鸵免鸵䢥の鿥糋・氧榫を鶟め、⺨☔ֿ㛡喋䓪を㵯ꄆし㜊䷴

を䔤れ׍チャレンジする組笝겧㎻をꃘ成します。

国⫂では、中劬☔免にֽׄる㛡喋䓪䫟鶟を泘䧗します。中劬

☔免を管理绷と定紶し、管理绷にֽׄる、㝵䓪・㛙国☔・中鵍

䫑榫縖氧榫の➢鶟を鶟め、2021年9月侇点で12％のⰟ合を、

2030年までに25％以上にすることを泘嘅とします（生榤事業

䢥をꢜ ）ׂ。

人免罫䡗の䍚⴫
クラレグループでは、┉☔ץとりの価値鈝׷キャリアを㵯ꄆし、

社員・会社ֿともに成Ꝏするため䑒釐なスキル・耆力をꝧ発す

る嚀会を䬠❠します。クラレの「価値鈝・理䒝䷷罫」を⩗㲔׎׈る

とともに、㛡喋な☔免ֿグローバルに孨驱できるよう、「Starter 

Global Team Training」により㵚霄縖を䇶ׅて「グローバル

☔免罫成溿⟣」を䦡⩗し、「湾僿껺㏇員孬鸦⯆䈱」により他国で

⥸ 嚀ׂ会を㘃׷します。またꝎ僿釱点での「磬ㅀ䇠鼧⠮遨罫成⯆

䈱」による☔免プール構疣で、事業鷞ㅀを䍚㍾にします。

価値鈝・理䒝䷷罫 3）  Challenge Culture
共通の泘嘅を持ה、互いに㵯ꄆし高め合いなֿ׼㜊䷴を䔤れ׍挑戦する組笝겧㎻

㛡喋ם社⿦┉☔ֿ׽כץ榟׀榟׀⥸כ׀յ㜊䷴؅䔤מ׍׿䧪䡵ךכ׆׾׌
㚺⴫מ㵚䑴يؿؕ׼ֿם׊ー٤؅٘ب域չ榟׊⭳ײյ䡗Ꝏ؅禈ׄ׾ַי会社

2）  the best Job for the Person, the best Person for the Job
⠕☔の耆力発䭙と事業の成Ꝏを➢す☔免鿥糋

1）  One HR Platform 
クラレグループで┉鞉した☔事㓹盤の丝⤓

嚀Ⳃ的な
껺㏇⯆䈱

挑戦を➢す鍐価⯆䈱

グローバル☔免
罫成⯆䈱䦡⩗

䏲禆縖罫成銶槆

☔事㓹盤・☔免データ

٤٘ب٭آؼِٖؤいたט㓹מ٭بَٛ◄人ٜف٭ٞءو٭ٜءٝٚؠ
クラレグループは☔免に꞊する㓹本的な縒ֻ亠をまとめた「グ

ローバル☔事ポリシー」に㓹טいて、社員┉☔ץとりֿ☼事を通

じて☔ꝴ的に成Ꝏできるよう、㛡喋䓪の䫟鶟、☔免罫成、公塜・

公䇖な鍐価なלの⯆䈱を丝ֻるとともに、⢸全な組笝겧㎻のꃘ

成と꥚榫嚀会の創⭳に⹦り組؆でいます。

1 ⠕☔の☔嘤を㵯ꄆします。
2 䄐⮯を䪶し、㛡喋䓪を㵯ꄆします。
3 嫎䏱を鹖㱤し、公䇖・公塜・鵀明な☔事⯆䈱・☔事产策を泘䧗します。
4 会社で⥸ ☔ׂとの㵚鎇を通じて良㞐な꞊➟を⛼ります。
5 绷㕙梪㗞の丝⤓にⲃめます。

6 クラレグループの発㷣に靹春できる☔免の꥚榫にⲃめます。
7 鸵免鸵䢥の鿥糋を行います。
8 硯䐂䓪のֵる鍐価・⭚鷔を行います。
9 耆力ꝧ発を䶹䭤します。
10 鸵⮉な䗯㕔ꝧ炐とともにプライバシーの保閾にⲃめます。

クラレグループグローバル☔事ポリシー
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クラレグループ社会貢献活動方針

活動内容

クラレグループは、以下の方針に基づき、社会貢献活動に積極的に取り組みます。

活動のあり方 社会的な課題の解決に
つながる活動

国内外の事業拠点の
地域社会に根ざした活動

社員の主体的参加を
重視した活動

長期的に持続可能な
活動

活動の領域 「文化」「学術」「環境」「福祉」を重点領域とする

社会貢献活動
クラレグループは、社会の健全で持続的な発展が企業として

の成長や繁栄の条件であるとともに、企業活動の究極の目標で

あると考えます。人々にとって価値のある製品や事業を通して

社会に貢献することはもちろん、企業市民として積極的に社会

的な問題に取り組むことは、企業として重要な活動であると認

識しています。

クラレグループ社会貢献活動方針に則り、文化・学術・環境・

福祉分野を中心に活動しています。

また、クラレグループの業容、存在感がグローバルに拡大する

中で、クラレの出資により2016年4月に一般財団法人クラレ財

団が設立されました。より広範囲で規模感のある社会貢献を果

たすことを実現するため、クラレの歴史を踏まえた創意ある活

動を実践しています。

資
格

英語力向上支援策

グローバル人材育成制度の拡充

海外トレーニー派遣制度
Starter Global Team Training

Global Team Training

短期駐在員派遣制度 
（Global Mobility）

   Advanced Global Management Program

Executive Management Training

経営幹部候補育成制度2021年 2026年までに順次拡充

目標 実績 評価と課題 2022年度目標

【学術】
「ランドセルは海を越えて」 
キャンペーンの着実な実行

・ 送付実績7,813個
・ ウェブサイトを通じての一般募集、 
および各事業所から近隣小学校へ
ランドセル提供を募った

・ 計画通り実行。次年度も同様の 
取り組みを継続する

・ 「ランドセルは海を越えて」キャン 
  ペーンを実行する

【学術】
「少年少女化学教室」を年1回以上 
実施する

・  危機管理基準（新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応）に則り、 
事業所内での開催は不実施
・  鹿島事業所の地域小学校でのリモート開催
・  鶴海事業所の地域文化施設での開催

・ 事業所で年1回以上実施する
・ 社外のイベントへの出展

【福祉】
知的障がい者の作業施設の運営

・ 雇用人数 
障がい者：42名 
指導員： 15名（新潟／西条／ 
倉敷／鹿島／岡山の合計）

・ 計画通り実行し、雇用数を 
維持することができた ・ 現作業施設での雇用者数の維持

【文化】【学術】【環境】【福祉】
事業所・関係会社において、地域との
つながりに重きを置いた既存活動を着
実に実行する
海外拠点も含め、グループの活動状況
を一元的に把握する

・ 既存の活動に着実に取り組んだ

・ 従前より取り組んできた活動の 
継続実施を実行できた
・ 海外拠点の活動状況の集約を 
行った

・ 活動の継続実施
・ 海外拠点も含めたグループ全体の
活動状況を継続して把握する

「クラレ財団」については、下記ウェブサイトをご覧ください。
https://kuraray-foundation.or.jp/index.html

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➀　機会としてのサステナビリティ

1

1

2
22

3
33

4

44 5

5
6

6
6

888

7

7

https://kuraray-foundation.or.jp/index.html
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熖סהג䧪䡵Η

٤٘ب٭يؿから始めるؕء٤؞٭٠عشؾ

䅻ⳉ㓴车䏔⿦
بー٘يؿؕ ٤ター䥵䎎جء٤؞٠ーعشؾ٤
溿狒ꝧ氦儖鼧䥵䎎
IPُ٤جع٤ْةؾター䥵䎎

孅鬭⮵硔

イノベーシ٘ ンの⸉点

クラレグループは、⴫㰢笉禴レーٙンの䄄業⴫׼־㡎まり、「┩
のため☔のため、他☔（ץと）の׷れないことを׷る」という✳
命のもと、社会的鞊♳と斻自䤗软の鴑姲に鹺鶟してきました。
国榤合成笉禴瑬1⺘となるビニロンの事業⴫に꤀しては、「笉禴
の⸉乢׼־手ֿׄないと⿁韬は良ׂな׼ない」と┉鞉生榤のꄆ
釐䓪を鏀閁し、㛡ׂの萶ꦘを╾り飈ֻて⸉乢となるポバールの
自社生榤も㲔杯׎׈ました。このこדわりこֿא、熖たהクラレ
の⸉点でֵり、高シェア邮⿁を生ײ⭳してきた䢥以です。אの䏲
も高⮆㯸⴫㰢・合成⴫㰢の斻自䤗软をベースに笉禴׼־⴫㰢׫
業䛜を変ֻ、「スペシャリティ⴫㰢企業」として、ビニルアجテー
ト꞊連事業をはじめとする㛡ׂの┩槡シェアNo.1の事業・邮⿁
を創⭳してきました。

中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」
にֽׄるイノベーシ٘ ン戦樋

こうしたֵײ׹の中で、「PASSION 2026」では、新たな成
Ꝏドライバーを生ײ⭳す产策の┉חとして、2022年1月にイノ
ベーシ٘ンؾットワーキングجンター（INC）を新錃しました。⩝
行き┘鵀明なVUCA（Volatility：変Ⳃ䓪、Uncertainty：┘
澬㲔䓪、Complexity：邾ꥭ䓪、Ambiguity：偵佣䓪）の侇代
の中、グローバルח־グループ全⛮でחなֿり、걘㲘׷パート
ナー企業との連䯥なל、社⫂㛙のリخースを磵ׄחצることに
よזてイノベーシ٘ンをⱶ鵭するための☼組טײ りׂ׷겧㎻ꃘ成、
☔免ꝧ発をリードしてい こׂとֿ、INCのミッシ٘ンです。걘㲘
との協業、㵚鎇なלをデジタル⴫して共有する־׮、クラレグルー
プֿ保有する䤗软׷錃⤓、㛡喋な☔免なלといזた稀合力をグ
ローバルに共有し孨榫するためのプラットフؚーّを丝⤓し、イ
ノベーシ٘ンの創⭳を㍲ります。
これまでの事業鼧⯆にはなז־た新しい組笝構造のため、企

業겧㎻に良い⯌忁を➢す鍱金溍にもなるのではない־と僿䏨し
ています。
また、溿狒ꝧ発にֽׄる「걘㲘釱点׼־のꝧ発」「サステナビリ
ティに靹春するꝧ発」「湳的靸榤戦樋の玮勅・䫟鶟」にも⹦り組
りまֵ؆׈ます。溿狒ꝧ発の中には、ꝧ発鵍上の䤗软ֿたׂײ
すֿ、INCを☭してマーケット䗯㕔׷アンْットニーثを湳るこ
とで、新たな価値を䬠❠する碛免のꝧ発にחなֿるのではない
㵧来のֵりたい事׼־と縒ֻています。寕鞝縖・걘㲘の釱点־
業⥼を䬞き、אこ׼־バックキャストしてテーマ錃定することで、
これまでの溿狒ꯛ㓊に限定׈れない、新しい⮆ꄇのꝧ䦌にחな
ׅていきます。「サステナビリティに靹春するꝧ発」にחいては、
グループ亠ꄠでもֵるGHG⯡峎䤗软ꝧ発をⱶ鵭するとともに、
䉬厏擻⯡峎、バイオマス・生⮆解邮⿁、⢸䉓・紆㳊、高鵭通信と
いזた自抅梪㗞׷生孨梪㗞の⺸上に㳝┙する碛免のꝧ発ֽよצ
リューシ٘ンの䬠❠を䌕き禈き䫟鶟します。2022年1月に梪خ
㗞・ؙؾルギー溿狒䢥を新錃してֽり、バイオマス榺来の新しい
憇碛免乢にחいても犉哕的にꝧ発を鶟める亠ꄠです。「湳的靸
榤戦樋の玮勅・䫟鶟」にחいては、2022年1月にIPマؾジْン
トجンターを新錃しました。IPマؾジْントجンターは⺨事業
鼧の湳的靸榤戦樋をサポートする嘦了的組笝で、湳的靸榤嘤の
ライجンス⴫を䦡大して⹜沟⴫を㍲るなל、湳靸を有Ⲗ孨榫した
グローバルな戦樋を玮勅・䫟鶟していきます。

新たな䤗软の創⭳に⺸ׄて

熖たהの僃大のミッシ٘ンは、新釨事業にחなֿる䤗软の創
⭳です。אのためには、걘㲘䗯㕔׷ꄈ榤錃⤓の錃銶なל、他鼧
ꝛとの連䯥は哕めてꄆ釐です。今㍑の⹦り組ײを通じて、クラレ
グループ全⛮ 「ֿOne Kuraray」としてより㳡に連䯥・協力で
きる⛮⯆を䍚⴫しミッシ٘ンを冽たすとともに、域代に⺸ׄたイ
ノベーシ٘ン創⭳に挑戦し禈ׄたいと䓙います。

⛮⪑وーٜء րֿOne Kurarayցיזםכյ
بー٘يؿؕ ٤Ⱘ⭳מ䧪䡵׊禈ׄ׌ױն
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DX孨榫
（デジタルR&D）

社⫂ケイパビリティの
フル孨榫

䙫䓙決定スピードの
┉㷺の鲅鵭⴫

組笝・国㗞を飈ֻた
グローバルؾット
ワーキング

禆禈的なイノベーシ٘ ンの創⭳

の新錃（INC）٭ذ٤جء٤؞٭٠عشؾ٤٘ب٭يؿؕ
INCは、社⫂㛙のリخースを磵ׄחצ、イノベーシ٘ン創⭳に

。なׅることを僃もꄆ釐な泘的としていますח

⺨事業鼧、⺨本鼧、ֽ よצ걘㲘ֿ主䏔となזてイノベーシ٘ン

を生ײ⭳していׄるように、クラレグループのイノベーシ٘ンの

アクجラレーターの䏔Ⱏを䥵い、全社・全員⹆ⱶ㑔の孨Ⳃを䫟

鶟していきます。אのため、この組笝ではアンバサرー⯆を䫑榫

してֽり、㛡喋なバックグラウンドをも20ח名⛷りの本䢥㷯ْン

バーと⺨鼧糓を代辐する50名⛷りのアンバサرーֿデジタル狜

ꝴでグローバルに連䯥して孨Ⳃしています。

クラレグループの国⫂㛙の㛡喋な☔免、ٗ ニークな䤗软力、こ

れまでに㓷זた걘㲘との꞊➟䓪׷䄫㕙׫のアプローチ手嫎なל

をグローバルに孨榫し、中Ꝏ僿的な釱点で新たなビジؾスの嚀

会を創⭳していきます。

걘㲘、パートナー企業

磬ㅀ

٤٘ب٭يؿؕ
ء٤؞٭٠عشؾ
٭ذ٤ج
（INC）

ӫ⺨◄哅とُ٬ء٤ؔطآ٭研究開発٬榟榤䤗软鼧ꝛ璡ֿ僗嚀氳מ鵽䯥
ӫ걘㲘、٭ػع٭ق♿哅との鵽䯥
ӫ٤٘ب٭يؿ٤ؕو٭؛の孨榫

بー٘يؿؕ ٤◄❆

尓俘َُٜٛؔن٭ ռّ٭ذتؠيս٬ꉘ䍖犉㷺冎ռ٭ذتؠيսFCCL

ռベクスターսは、高⼽嫧ꯛ㓊での⚥鴜䮇㜊ֿ㵸ׂ׈、ⱶ䄄䓪に⨣れる点ֿ鍐価׈れ、スマートフؚンな
。なる䦡大ֿ釤込まれます׼׈髪鬼⺸ׄ高鵭通信デバイスの꧅㯸㍑饟㓹冎として、今䏲׷꧅㯸嚀㉺걉ל
2018年には仴㰆錃⤓の㘃䍚を㲔产しました。また、2020年には新たに뛈㼖事業䢥⫂に尓俘ポリマー
フィルّを榫いたꉘ張犉㷺冎ռベクスターսFCCLの生榤錃⤓㘃䍚を行いました。杯㏇、׼׈なる㘃䍚を
吾鋀中です。

䫟鶟⛮⯆・戦樋

価値創造戦樋
熖たהの䧪䡵Ηմء٤؞٭٠عشؾから始めるؕ٤٘ب٭يؿ
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研究開発⛮⯆
持禈的に成Ꝏする「スペシャリティ⴫㰢企業」の㲔杯を泘䧗し、

溿狒ꝧ発・新事業ꝧ発の中劬的㰆㏇として孨Ⳃしているのֿ、

コーポレート組笝の溿狒ꝧ発本鼧で、ׂ ח、ンターجしき溿狒׼

ンター、ベクスター事業䫟鶟鼧、嚀耆邮⿁ꝧ発鼧、湳ج溿狒ףׂ

的靸榤鼧、新事業管理鼧、企槆管理鼧を䳔しています。

溿狒جンターでは、有嚀／高⮆㯸合成䤗软、鉴㨥⴫㰢、高⮆

㯸免乢꞊連䤗软、梪㗞ؙؾルギー꞊連䤗软、瞿㳡ꄆ合ֽよצ変

䓪、成䎬免乢、成䎬ⱶ䄄、銶畀熭㰢を㓹盤䤗软とし、新事業、新

釨邮⿁、新䤗软の溿狒ꝧ発を䫟鶟しています。また、⮆冪・解冪

䤗软、安全䓪鍐価䤗软により、クラレグループ全社の⮆冪・解冪

ンターとして䤗软課題の解決に⹦り組؆でいます。また、溿狒ج

ꝧ発のⱶ鵭のためデジタルR&Dに犉哕的に⹦り組؆でいます。

溿狒ꝧ発本鼧では、湳的靸榤䗯㕔の⮆冪・解冪を行い事業戦

樋のサポートも䫟鶟しています。⺨事業鼧は、אれבれの拠点

事業䢥にꝧ発鼧糓を有しています。海㛙の拠点も含め、コーポ

レートと事業鼧の溿狒ꝧ発・生榤拠点とは秴㳡な連䯥を⹦りな

。溿狒ꝧ発を䫟鶟しています׼ֿ

コーポレートの生榤䤗软ꝧ発を䥵う䤗软本鼧は、䤗软ꝧ発ج

ンター、錃⤓䤗软礴䦮鼧を䳔しています。⺨カンパニーの生榤䤗

软礴䦮本鼧、⺨事業䢥の生榤䤗软ꝧ発鼧と協業しなֿ׼、生榤

䤗软ꝧ発を䫟鶟するとともに、溿狒ꝧ発ともꝧ発の⮣僿׼־連

䯥し、新事業、新釨邮⿁ꝧ発のⱶ鵭を㍲זています。また2018

年より、全社の溿狒ꝧ発、生榤䤗软ꯛ㓊のデジタル戦樋を䫟鶟し

ています。

202120202019201820172016

198
210 212 212 206 208

957 934
1,029 1,040 1,030 1,014

0

50

100

150

200

250

0

300

600

900

1,200

1,500

溿狒ꝧ発鞝（⧠円）

（⧠円） （☔）

溿狒縖（☔）

（年䈱）

溿狒ꝧ発鞝・溿狒縖の䫟燯

溿狒ꝧ発にֽׄるイノベーシ٘ ン

研究開発の㓹本䡵樋
クラレグループの䤗软ꝧ発力の釐となるコーポレート組笝の

溿狒ꝧ発本鼧は、社⫂カンパニー・事業鼧ֽよצグループ会社

に䢥㷯する溿狒ꝧ発鼧糓と秴㳡に連䯥しなֿ׼、「新事業の創⭳」

「仴㰆事業の䍚⴫・䦡大」「㓹盤䤗软の構疣・岐縰」の⺨ミッシ٘

ンにֽいて、グループ全⛮の業㳊䦡大と⹜沟⺸上に鞲する⹦り

組ײを䫟鶟してきました。2016年には「協業・䶹䭤プログラّ」

をスタートし仴㰆事業の持禈的な䍚⴫・䦡大に靹春するととも

に、2017年׼־は当社事業の⼽鱨ꯛ㓊で新たな事業嚀会を釤

⭳す「新事業創⭳孨Ⳃ」を本劲⴫し、クラレの事業㓹盤の疗㍱を

䇶ׅてきました。「PASSION 2026」では、従来の⹦り組ײ姿

勢を禆禈しחח、INCと連䯥してꝧ発アイテّのグローバルでの

マーケティング孨Ⳃを䫟鶟する־׮、バックキャスト㑔の溿狒ꝧ

発を行うことで「新たな釐碛」を⹦り込ײ、イノベーシ٘ンをⱶ鵭

していきます。

ӥ イノベーシ٘ン創⭳׫の靹春
ӥ 新たな価値を䬠❠する碛免の創邮

クラレの
事業㓹盤

保有䤗软

・㓹盤䤗软の䦡大と岐縰
・より挑戦的なテーマ錃定

・溿狒䢥の䤗软㓹盤
（合成・鉴㨥・ꄆ合・憇碛免乢・邾合⴫・
成䎬ⱶ䄄・⮆冪／解冪・梪㗞䏅ꮶ鍐価˟）

・ターأットꯛ㓊
 サステナビリティ�QOL（⠕☔の価値鈝の変⴫）

・鐧削・企槆壿꣪׼־の⺨事業鼧の溿狒ꝧ発鼧糓
ֽよצ䤗软本鼧との連䯥
・INCとの連䯥（グローバルマーケティング）
・ベンチャーキャピタルの孨榫

僿䏨䄫㕙

新たな釐碛 社⫂㛙協業
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推進する開発領域例

◆ 廃棄物削減　◆ リサイクル　◆ バイオマス・生分解 

◆ 高速通信　◆ 電子デバイス　◆ 健康　◆ 美容

顧客視点からの開発

研究開発本部から生み出されるアイデアや技術シーズを市場

と結びつけるべく、INCを通じてグローバルなマーケティング

活動を推進していきます。また、新たな事業領域の創出に向けて、

将来の消費者・顧客の視点からありたい事業像を描き、そこか

らクラレグループとして取り組むべきテーマの設定にも取り組ん

でいきます。

「PASSION 2026」の重点施策
「PASSION 2026」では、「顧客視点からの開発」「サステナ

ビリティに貢献する開発」「知的財産戦略の立案・推進」を重点

施策として掲げています。これらを確実に遂行することにより、

研究開発におけるイノベーション創出を加速します。

知的財産戦略の立案・推進

クラレグループはこれまで、独自技術によるオンリーワン製品

を中心に事業を展開してきました。そのため、開発拠点を持つ

国内において、研究開発活動の成果として特許出願および権利

化を図り、競争力を維持してきました。しかし、事業のグローバ

ル化に伴い、新興企業や種類の異なる他製品との競争が顕在化

するなど、従来の知財活動だけでは十分な事業保護と競争力の

維持が困難になっています。加えて、知財状況の複雑化によって

海外を中心に知財リスク管理の強化も重要度が増しています。

このような状況のもと、2022年1月に新設したIPマネジメント

センターでは、各事業部の知的財産戦略をサポートするとともに、

グローバルに統合された知的財産戦略を立案・推進し、従来の

権利化中心の知財戦略に限定されない、ビジネスにつながる知

財活動を具現化していきます。

サステナビリティに貢献する開発

サステナビリティを機会として捉え、自然環境、生活環境の向

上に貢献する素材を開発し、世の中にソリューションを提供しま

す。特にGHG削減については、グループ方針に則り、CO2の回

収、固定や利用、活用の技術開発を加速します。また、2022年

1月に環境・エネルギー研究所を新設し、環境・エネルギーに関

連する領域の研究を強力に推進します。

イノベーション事例

半導体用研磨パッド（CMPパッド）
半導体用研磨パッドは、人工皮革〈クラリーノ〉で培ったポリウレタンの設計および製造技術を駆使し、
従来にない高硬度ポリウレタンを原料にしています。当社CMPパッドの特長は、高硬度なため研磨する
デバイスを平坦にする能力に優れること、高硬度でありながら研磨傷が少ないこと、耐摩耗性に優れる
ため長時間使えることなどで、複数のお客さまで採用され始めました。また、これらの特性に加え、特
定の汎用スラリーと組み合わせることで高効率に研磨できることや研磨スラリー使用量が削減できるこ
とが分かっており、お客さまの生産プロセスにおけるコスト削減メリットも実証されました。現在、国内
で販売が拡大しており、国内外のお客さま、複数プロセスで継続的に評価が進められています。お客さ
まと評価の協力体制を強化できており、販売先・販売量を拡大していきます。

価値創造戦略
私たちの挑戦 ➁　ネットワーキングから始めるイノベーション
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ターأットꯛ㓊

地杶梪㗞の䷉ャ 괏乢٬姡の澬⟊

榟孨の韬の⺸┕ؙ٭؟ٜؾの僗Ⲗ孨榫ٜذةظ⴫٬鵟⟓

梪㗞靷蕔⛥峎

姡・大妳の孶⴫
・⻸浓

マイクロプラスチック⛥峎
・生⮆解䓪ポリマー
・碊邮⿁׫の嚀耆♀┙

サーキュラーؙコノミー
・モノマテリアル⴫
・䐠梪㑔ビジؾスモデル

꧅妳・꧅㯸嚀㉺免乢
・꧅㯸嚀㉺、㍑饟㓹冎
・ⶐ㵵⛮邮造逷糋꞊連

高鵭通信嚀㉺
・䯥䅮䗯㕔珷儕
（꧅澷嫧ꡔ塛シールド）
・5G通信嚀㉺꞊連

峪倉⴫ꡔ塛

GHG䩔䨿
・⻸⹜、⮆ꦕ

GHG⮵孨榫
・EOR※׫の鸵榫
※Enhanced Oil Recovery、⸉媧㘃鶟㍑⹜

・CO2を⸉乢としたポリマー合成

GHG䪶⭳ꄈ⛥峎
・バイオ⸉乢✳榫䦡大
・モノの鬭ꄈ⴫

蠷꧅デバイス⺸ׄ免乢
・◅域꧅娢（靷哕免なל）

ルギー꞊連免乢ؾؙ
・겧力発꧅鼧免

꧅妳・꧅㯸デバイス免乢
・域┩代自Ⳃ髪
（高꧅㏆鼧⿁なל）

フードロス⯡峎
・寕鞝僿限Ꝏ僿⴫

農業生榤䓪の⺸上
・ꡔ谹、牊㯸コート

安全な姡の澬保
・PFAS（有嚀フッ碛⴫合擻）ꢜ⸻

⢸䉓、ىルスケア
・塮熭免乢
・生⛮治比免乢

紆㳊、生孨榫⿁
・姡巕䓪⠕ⴍ逷
・サニタリー榫⿁

㲜⫂・髪⫂梪㗞⺸上
・狜妳岲孶
・高嚀耆ディスプレイ
・⯆䨕シーラント
・⫂逷免（カーシートなל）

持禈可耆な邮⿁によるイノベーシ٘ ンの鴑姲

クラレグループでは、5חのْガトレンド「㏐杶梪㗞の䷉ャ」「괏乢・姡の澬保」「デジタル⴫・通信」「ؙؾルギーの有Ⲗ孨榫」「生孨
の韬の⺸上」׼־ターأットꯛ㓊を錃定してֽり、い׍れのꯛ㓊に㵚しても靹春できるコアケイパビリティを有しています。
これ׼のꯛ㓊に꞊連する事業、邮⿁にꄆ点的に磬ㅀ鞲嶎を鿥⮆するとともに、M&A׷他社とのアライアンスなלも吾鋀し、仴㰆事
業の䦡大と新釨事業の創⭳を㍲זていきます。

بー٘يؿؕ ٤◄❆

LiB榫靷哕免
リチウّイオン◅域꧅娢（LiB）の靷哕免に⺸ׄ、吣擻を⸉乢とした攐䐶的な構造を有する新釨ـード
カーٍンの溿狒ꝧ発、ֽ よצ邮造䤗软ꝧ発を鶟めています。この新釨ـードカーٍンは、域┩代の靷哕
免として、スマートフؚン׷タブレットPCのバッテリーなלの妨生榫鵍、なצ׼に自Ⳃ髪榫鵍で㲔榫鍐
価ֿ鶟؆でいます。
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GDX䫟鶟㲜の発餉とDXビジ٘ンの策定

クラレグループは、2022年1月にグローバルデジタルトラン
スフؚーْーシ٘ン（GDX）䫟鶟㲜を新錃しました。熖は、אの
⯥骰にֵたるGDX䫟鶟チーّの玮ה上ׅ׼־⹆槆し、DX䫟
鶟の⛮⯆ט りׂに⹦り組؆できました。チーّْンバーは、ク
ラレグループの䤗软・邮⿁に湳釤ֵֿり、STEM（Science、
Technology、Engineering、Mathematics）のスキルと自
発䓪を⤓ֻた☔免を鹟䥁しています。
チーّの発餉当⮣は、鐧削・كアリングを䐿䈓的に行い、社⫂
のITリテラシーにחいて杯敯䤧䭂に嫰力しました。אの䏲、DX

を通じた「泘䧗す姿」にחいて磬ㅀꢛと閱鑜を◫わし、DXビジ٘
ン「デジタルを磬ㅀに⹦り込ײ、高い琂◁力を持זて常に鶟⴫し、
┩の中に靹春する」を策定しました。杯㏇、┩槡では⬝まじいス
ピードでデジタル䤗软ֿ鶟⴫してֽり、変⴫に㵚䑴していׂため
には、デジタルを自⮆ׇと⴫するとともに、㰢צ禈ׄることֿ䑒
釐です。אのため、データサイؙンティストなלの㵠ꝛ䓪の高い
☔免の罫成とともに、全社員ֿデジタルの鶟⴫に鷐れをと׼な
いように㰢צ禈ׄる겧㎻、梪㗞を⛼り上ׅることֿ僃もꄆ釐で
ֵると縒ֻています。אの上で、DXビジ٘ンと杯敯とのギャップ
をלう㒪めていׂ־という釱点で、チーّ⫂で閱鑜をꄆנ、中僿
磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」で䫴ׅた4חのꄆ点⮆ꄇ「カスタ
マーؙクスペリؙンスの䷉ꪵ」「業ⳉプロجスの䷉ꪵ」「ビジؾス
モデルの䷉ꪵ」「溿狒ꝧ発・生榤䤗软シミュレーシ٘ン」にֽׄる
DX䫟鶟戦樋を玮勅しました。戦樋玮勅にֵたזては、グローバ
ルْンバーも⹆槆していたため、׈ま׉まな釱点を組ײ込ײ、
変⴫に㵚䑴できるロードマップを䬞 こׂとֿできたと縒 てֻいます。

「PASSION 2026」にֽׄるDX戦樋

「カスタマーؙクスペリؙンスの䷉ꪵ」では、걘㲘䫘点ꯛ㓊
にֽいて、マーケティング׷䗯㕔システّなלの䷉ꪵを鶟め

ていきます。すでにクラレグループでは、CRM（Customer 

Relationship Management）システّを㵵⪌してֽり、
2022年よりデータの⮆冪・解冪フェーثに⪌りました。㵧来的
には、CRM解冪データをイノベーシ٘ンؾットワーキングجン
ター（INC）׷⺨事業鼧、サステナビリティ꞊連の孨Ⳃと連䯥׈
的なアク⛮⪮ל걘㲘とのコミュニケーシ٘ンに孨榫するな、׎
シ٘ン׫とחなׅてい 銶ׂ槆です。たדし杯侇点では、걘㲘׼־
䬠❠いたׂד⩕データの⿁韬を高めてい こׂとֿ課題と鏀閁し
てֽり、⪌手䗯㕔の⿁韬を高めるための⪌力トレーニング׷デー
タリテラシー⺸上に力を⪌れているとこ؀です。僃磙的にCRM

データ⮆冪で걘㲘を理解し、デジタルを✳זた新しいخリューシ٘
ンを錃銶・䬠❠することを泘䧗します。
「業ⳉプロجスの䷉ꪵ」は、⺨業ⳉプロجスのデジタル⴫によז
てパフؚ ーマンスを⺸上׎׈るための䷉ꪵですֿ、ꪜ常に䇶㓊な
テーマになります。⪮⛮的な⹦り組ײとして、ま׍は業ⳉの去ⷒ
しを行い、杯㏇マニュアルで行われている⛼業の中で、デジタル
⴫によזて괊驱的な生榤䓪の⺸上ֿ僿䏨できるプロجスを鹟定
しています。また、安全な梪㗞のもとでグローバルにITを犉哕
孨榫できる⛮⯆⛼りとして、COBIT※1（Control Objectives 

for Information and Related Technology）をフレーّ
ワークとしたITガバナンスの丝⤓にも浓手しています。
「ビジؾスモデルの䷉ꪵ」にחいては、サービスにデジタル䤗
软を組ײ合わ׎新しい価値を生ײ⭳す☼組טײ りׂを犉哕的に
鶟めています。クラレグループは、これまで斻自䤗软により、他
社と┉⽏鷿う♀ⱶ価値の高い邮⿁を創⭳することֿ䍚ײでֵり、
いわ׹るプロرクトアウト㑔のビジؾスモデルの⥝⺸ֿ䍚ֵׂり
ました。たץ、דとたצ社会ニーֿث┖愁になると邮⿁として
の鸵䑴力ֿ䮇なわれてしまう課題もֵりました。この課題に㵚
して、もしIoTを孨榫したインタラクティブなデジタルサービスと
いう♀ⱶ価値をׄחることֿできれף、持禈的にニーثを嵹た
ていׂと縒ֻてז新たな䬠勅の可耆䓪も䇶ֿח־、るとともに׎
います。杯㏇、こうしたサービスのプロトタイプをח りׂ㡎めて

熖סהג䧪䡵Θ

人と磝笝の٤٘ب٭ْ٭ؚنت٤ٚع

タةデٜفーٞء نؚت٤ٚعٜ ーْー٘ب ٤䫟鶟㲜Ꝏ

ُٕؠنタ٤ٛー٬ت
（Fukuyama Stanley）

社⿦⪒⿦ֿデةタٜמ瞿鵟ג׊
☔免מֹ׻׾םכյ
㰢צ禈ׄ׾磝笝겧㎻׌ױׅ┕׽⛼؅ն
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います。
「溿狒ꝧ発・生榤䤗软シミュレーシ٘ン」は、溿狒ꝧ発ֿ今䏲ל
のような㲔꽦を行うの־を釤哕めて、デジタル梪㗞で⫋杯でき
るものを吾鋀します。אのため、ベースとなるデータを丝理・礴
合し、共有プラットフؚーّを錃銶していきます。杯㏇、クラレグ
ループの生榤䤗软では、䤗软鼧ꝛにてIoTを孨榫した自家発꧅
䢥の鷞榫僃鸵⴫システ 「ّデジタルツインシミュレーシ٘ン」を㲔
产しています。今䏲このような⹦り組ײを㘃׷し、サイバーでフィ
ジカルを⫋杯するシミュレーシ٘ンを㘃׷してい ◀ׂ定です。
これח4׼のꄆ点⮆ꄇにֽׄるDX䫟鶟戦樋ֿ㲔杯した㕙合、
鷨⸻の磬꽦2׼־Ⱏ以上のⲖ率⴫ֿ想定׈れます。これ׼も⹆
縒にKPIの錃定に⹦り組؆でいます。

a digitally savvy companyを泘䧗して

熖たהの日常生孨には、すでにデータドリブン（データで縒ֻ、
データで決める）の縒ֻ亠ֿ劮♀いています。❆ֻף、熖たהは
㛾妳◀㕔を釤てאの日の銶槆を玮てたりしますֿ、㛾妳◀㕔は

スーパーコンピュータで有限釐碛嫎という大変穠㳡な銶畀ֿ行
われていて、אのデータを釤て☔は行Ⳃを決定しているのです。
これと同喋にGDX䫟鶟㲜では、会社の銶槆׷戦樋もデータを
孨榫して、䙫䓙決定できる☼組ײを⛼り上ׅることを泘䧗してい
ます。אのためには、ま׍は社員┉☔ץとりֿ、日ꮽ⹦り䣽うデ
ジタルデータֿלのような䎬でDXに⮵孨榫׈れるの־を常に
縒ֻ、碊の傴걉と同喋、⮆־り׷すい䎬でデータを⹜꥗、⛼成、
稴꥗、蠷犉する綗䜉を骰にׄחることֿ大⮉です。אうすれף、
自׍とデータの⿁韬ֿ⺸上し、ビジؾス׫の⮵孨榫に鸵した敯
䛜となります。
また、┾行して、☔免罫成もꪜ常にꄆ釐です。☔事鼧とともに
組笝のデジタルリテラシー鍐価を行いなֿ׼ギャップを㒪めるト
レーニング・溿⟣の㲔产を吾鋀しています。このような㏐鷹な孨
Ⳃを通じて、社員全員ֿデジタルに瞿通した☔免で構成׈れ
る、 a digitally savvy companyを泘䧗していきます。

※1  ISACA（䗯㕔システّコントロール協会）ֿ 策定するITガバナンスとITマؾ
ジْントのフレーّワーク

「PASSION 2026」にֽׄるDX戦樋

ٜذةظを磬ㅀמ⹦׽鱮ײ、냕い琂◁ⱱを䧏יז䅻מ鶟⴫׊、世の中מ靹春׌る
a digitally savvy company

ӫ 걘㲘理解
ӫ 걘㲘との䫘点

٤䫟鶟㲜٘ب٭ْ٭ؚنت٤ٚعٜذةظٜف٭ٞء

٤磝笝هٛغذ٭ظ
「データで縒ֻ、データで決める」

┕⺸٭بٚطٜٛذةظ
データアナリティクス☔免比率の⺸上

ӫプロجスのデジタル⴫
ӫ 耆力・Ⲗ率アップ
ӫ パフؚ ーマンス管理

ӫ デジタル⴫׈れたビジؾス
ӫ 新しいデジタルビジؾス
ӫ  デジタルによるグローバル⴫

ӫ ⴫㰢⹚䑴シミュレーシ٘ン
ӫプラントシミュレーシ٘ン

DX٤٘ةل

ꄆ点⮆ꄇ

ت٤ًؙٛتؠؙ٭ُذت؜
（걘㲘⛮꽦）の䷉ꪵ 哅ⳉتجٞوの䷉ꪵ の䷉ꪵٜظٓتؾةل 研究開発٬榟榤䤗软

٤٘ب٭ِٖٝب

「PASSION 2026」では、DXビジ٘ンのもと、全社的にDXを䫟鶟していׂため、「カスタマーؙクスペリؙンスの䷉ꪵ」「業ⳉプ
ロجスの䷉ꪵ」「ビジؾスモデルの䷉ꪵ」「溿狒ꝧ発・生榤䤗软シミュレーシ٘ン」の4חの⹦り組׬׳きꄆ点⮆ꄇを錃定しました。ク
ラレグループは、デジタルでプロجスを変ֻ、㛡喋䓪で発想の䆋を䇶ׅ、☔と組笝に変ꪵをもた׼すことで成Ꝏし、┩の中に靹春し
ていきます。

1 2 3 4
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DX꞊連事❆ 1）
CRMシステّ連䯥による걘㲘䬠勅

DX꞊連事❆ 2）
デジタルツインシミュレーシ٘ ン

٤٘ب٭يؿؕ
ء٤؞٭٠عشؾ
（INC）٭ذ٤ج

ؔطٛلػطتئ
䫟鶟本鼧

CRMシステّは、걘㲘との協業、㵚鎇の㷽塷を┉⩕管理することで、円帐な꞊➟の禴持・⺸上を㍲るシステّです。クラレグルー
プでは2022年よりデータの⮆冪・解冪フェーثに⪌りました。㵧来的には、CRM解冪データをINC׷⺨事業鼧、サステナビリティ
꞊連の孨Ⳃと連䯥することで、㛡喋な釱点׼־、より嵹餉䈱の高い邮⿁サービスの䬠勅なֿל可耆になることを泘的とします。

クラレグループの自家発꧅䢥では、邾数⺏の発꧅錃⤓ֿ牧⥸してֽり、事業䢥⫂׫꧅妳と蠔妳を❠礡しています。デジタルツイン
シミュレーシ٘ンでは、妳霄データٍ׷イラ・タービンデータをIoTプラットフؚーّで⹜꥗し、データを⩕に事業䢥⫂の꧅妳・蠔妳
の꧎釐◀峮を行います。ٍ イラ׷タービンなל⺨嚀㉺の鷞鬇⯆硜を嵹餉した上で、発꧅䢥全⛮として僃鸵な鷞榫銶槆を玮勅・䬠炐
します。

槆⥼䬠❠：東莔ؙؾルギーシステّث株式会社

䗯㕔の可釱⴫٬┉⩕畘杼 䗯㕔の⮆冪٬孨Ⳃ

鵽䯥ّطتب

CRMّطتب

名⯌
䗯㕔

걘㲘
孨Ⳃ

（◀定・㷽塷） 㲔竮

岣♀
フؒイル

連䯥

連䯥 連䯥

邮⿁サービスの䬠勅

製
品
サ
ー
ビ
ス
の
提
案

PSAシステّ 걘㲘との
協業・㵚鎇

걘㲘
国⫂٬海外⺨◄哅鼧

よ鐶

걘㲘

名⯌䗯㕔

よ鐶

孨Ⳃ

㲔竮

岣♀フؒイル

稀合رッシュٍード

データ⹜꥗・管理 䓪耆鍐価・樟常吾湳 発꧅䢥僃鸵鷞榫

✳榫鼧ꝛに合わ׎てカスタマイثしたرッシュٍードによる鷞榫

妳霄データٍ׷イラ・タービン
データをIoTプラットフؚーّで

⹜꥗

⹜꥗データを⩕に、
ٍイラ・タービンの䓪耆鍐価と
全⛮の樟常◀⩚吾湳を㲔产

꧅力・蠔妳꧎釐◀峮を⹚何した
僃鸵鷞榫銶槆を玮勅

価値創造戦樋
熖たהの䧪䡵Θմ人と磝笝の٤٘ب٭ْ٭ؚنت٤ٚع
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2021年の業竮と中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」にֽׄる泘嘅

┩槡磬済は、新㑔コロナウイルスワクチン䫘牊の鶟㷣による行
Ⳃ⯆限の稷和に⛂זて磬済孨Ⳃֿ孨䓪⴫し、稀じて㍑䐝㓹鐧ֿ
禈きました。こうした㛙鼧梪㗞のもと、クラレグループの業竮は
⯥年䈱׼־㍑䐝し、売上高、ㅀ業⮵沟、鈐会社株主に䅯㷯する
当僿硾⮵沟は、大䆋に㘃ⱶしました。⺨جグْントにחきまして
も、⸉掩乢の高꾚、擻孱の岜▞׷擻孱鞝の高塛まりなלによる
䏅ꮶֿ大きז־たものの、主力邮⿁に㵚する꧎釐ֿ㔋鐧に䫟燯

し、す׬てのجグْントで㘃⹜㘃沟となりました。
今年䈱スタートした「PASSION 2026」の僃磙年䈱でֵ
る2026年には、牧׃力を׼׈に高め、売上高7,500⧠円、
EBITDA1,700⧠円、ㅀ業⮵沟1,000⧠円を㲔杯するとともに、
鞲本のⲖ率䓪を⺸上׎׈ることで、ROIC8%、ROE10%を泘
䧗します。

自抅梪㗞・生孨梪㗞の⺸上に靹春できる⮆ꄇに䤷鞲

⯥中僿磬ㅀ銶槆「PROUD 2020」（2018年2020׼־年）
では、M&Aも含めていׂחもの大㑔䤷鞲を㲔产しました。
「PASSION 2026」はאの⹜犻僿と⛣糋♀ׄ、㲔产した䤷鞲
を浓㲔に⹜沟にחなׅることをꄆ釱します。5年ꝴの碵銶錃⤓
䤷鞲갮は、同僿ꝴの峎価⨑ⷋ갮相当の3,500⧠円にGHG䪶⭳
⯡峎䤷鞲300⧠円をⱶֻた3,800⧠円（決定ベース）を銶槆し
ています。
に✳わל괏⿁ⴍ逷免なהの中でも、高いガスバリア䓪を持א
れるEVOH嘻耏ռؙバールսをはじめとする自抅梪㗞・生孨梪
㗞に靹春する邮⿁にחいては、꧎釐㘃ⱶに㵚䑴した耆力㘃䍚を
㲔产します。
また、「PASSION 2026」では、PSAを㵵⪌します。瑬三縖
の釱点をⱶֻた㓹嶖で社会・梪㗞׫の靹春䈱を鍐価し、鍐価の
高いものを「PSA靹春邮⿁」と定紶して、אの販売を䦡大するこ
とで、社会・梪㗞価値をꄆ釱したポートフؚリオ׫のシフトを泘

䧗します。PSA靹春邮⿁の⮵沟率は、אれ以㛙の邮⿁に比׬て
高ׂ、梪㗞靹春邮⿁の販売を䦡大することֿクラレグループの⹜
沟䦡大にחなֿります。
ⱶֻて、イノベーシ٘ンを起こし新たな事業を生ײ⭳すための
戦樋䤷鞲として、溿狒ꝧ発䤷鞲を䦡大するとともに、全社で䫟
鶟しているDX꞊連⮆ꄇ׫の䤷鞲も㲔行します。

2050年カーٍンؾットحロ㲔杯に⺸ׄたGHG䪶⭳⯡峎䤷
鞲は、2030年までに800⧠円、אのうה中僿磬ㅀ銶槆僿ꝴ中
に300⧠円を銶槆していますֿ、可耆な限り⯥⠠しして㲔产し
ます。
こうした成Ꝏ・戦樋䤷鞲を犉哕的に䫟鶟していׂことֿ、

「PASSION 2026」で炐した熖たֿה泘䧗す㵧来の事業ポー
トフؚリオを㲔杯する⸉Ⳃ力になるでし׺うし、なにより、自抅
梪㗞・生孨梪㗞の⺸上׫の靹春にもחなֿזていׂと澬信して
います。

靸ⳉ䥵䎎䏔⿦ْجشーة

⹦稤䏔䅻ⳉ㓴车䏔⿦
磬ㅀ♿槆㲜䥵䎎յطؔٛلػطتئ 䫟鶟儖鼧䥵䎎յ
タةデٜفーٞء نؚت٤ٚعٜ ーْー٘ب ٤䫟鶟㲜䥵䎎յ
磬杼٬靸ⳉ儖鼧䥵䎎

㛡鞦丒媩

舅抅梪㗞٬榟孨梪㗞מ┕⺸ס
靹春׾׀ך⮆ꄇמ犉哕䤷鞲׊յ
社会氳鐐갭ס鉮婊؅鵟י׋յ⹜沟ס
䦡㛻כ鞲儖סⲖ曍䓪؅┕⺸ס㍲׌ױ׽ն



Kuraray Report 2022　38

積極的な成長投資とともに、株主還元を充実

「PASSION 2026」では、5年間累計で6,000億円の営業
キャッシュ・フローを計画しており、これを活用して将来の成長
と株主還元の充実を図ります。将来の成長に向けては、前述の
設備投資3,800億円に加え、M&A資金として1,000億円を確
保します。M&Aは、マーケットの状況を注視しつつ、将来性を
見極めた上で実施します。具体的には、資源配分を重点的に行
う事業として掲げた高機能プラスチックや歯科材料、炭素材料、
および関連するサービスなどの周辺領域がターゲットになると
考えています。成長が見込まれるこれらの分野は、クラレグルー

プにおいてすでに高いシェアと競争力を有していますが、さら
なる拡大を狙っていきたいと考えています。
これらの投資によって着実に利益を創出しつつ、それを成長
分野や環境貢献分野へ再投資する好循環を生み出していくこと
でさらなる成長を実現し、株主の皆さまに還元していきます。具
体的には、「PASSION 2026」期間中は、親会社株主に帰属す
る当期純利益に対する総還元性向35％以上、かつ1株につき年
間配当金40円以上を基本方針とし、収益を拡大することで株主
還元の充実を図ります。

納得感のある成長ストーリーを描く

クラレグループのTSR（株主総利回り）が近年低迷しているこ
とについては、いくつかの理由があると思います。米国子会社
の火災事故に関する一部の原告の方との訴訟が係属しているこ
とや、大型買収による業績貢献が十分とは言えなかったことに
加えて、クラレグループの成長ストーリーを納得感のある形で皆
さまに発信できていなかったことも要因の一つだと考えていま
す。「PASSION 2026」では、社会・環境への貢献を通じて、

社会から必要とされながら成長し続けることを目指し、それを
実現するための具体性、納得性のある戦略を示すよう努めまし
た。全社一丸となって情熱（PASSION）を持って計画を実行し
ます。未来に向けて成長するクラレグループにぜひご期待くださ
い。株主・投資家の皆さまにおかれましては、引き続きご理解と
ご支援のほどお願い申し上げます。

3,800億円
（決定ベース）

成長投資維持更新

戦略投資

◆  〈エバール〉新プラント建設
◆ LiB負極材関連投資
◆ 光学用ポバールフィルム増設
◆ 〈ジェネスタ〉第2期増設
◆ 〈ベクスター〉増設
◆ 水溶性ポバールフィルム増設
◆ 液状ゴム新プラント建設
◆ 歯科材料増設

◆  5年間累計で3,800億円（決定ベース）を
計画

◆  GHG排出量削減投資は300億円を 
計画するが、技術開発動向も踏まえ、 
2027年以降の投資も可能な限り前倒し
で実施

総還元性向35%以上

1株当たり配当金40円以上／年

自社株買い：弾力的に実施

2021年度実績 2022～2026
年度計画

総還元性向 36.9% 35％以上
1株当たり年間配当金 40円 40円以上

◆  資源配分を重点的に行う事業で 
M&Aを検討 
（高機能プラスチック、歯科材料、炭素材料など）

主な成長・戦略投資

成長投資

設備投資

M&A

株主還元

戦略投資
◆  GHG排出削減投資
◆  研究センター新設
◆  DX関連投資

営業
キャッシュ・フロー

（5年間累計）

6,000億円

資金調達

＋

株主還元方針

収益の拡大により、株主還元を充実

「PASSION 2026」期間中の設備投資額

財務戦略とビジネスアウトライン
財務担当役員メッセージ
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ビジネスパフォーマンス

財務データ
売上高・営業利益

親会社株主に帰属する当期純利益・1株当たり当期純利益

ROE（自己資本利益率）※5・ROA（総資産利益率）※6 EBITDA※7

世界シェアNo.1※2製品売上高・売上高比率

総資産・自己資本比率

20212013 2014※� 2015 2016 2017 2018 2019 2020

723

6,294

売上高（億円）
営業利益（億円）
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108.32108.32
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3,698

世界シェアNo.�製品売上高（億円） その他製品売上高（億円）

2,596
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総資産（億円）
自己資本比率（%）
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1,313
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売上高 6,294億円　営業利益 723億円

親会社株主に帰属する当期純利益 373億円
1株当たり当期純利益 108.32円

世界シェアNo.1製品売上高 3,698億円
世界シェアNo.1製品売上高比率 59%

ROE 7.0%　　ROA 6.7% EBITDA 1,313億円

総資産 10,910億円　自己資本比率 51.3%

※2 当社調べ

※5 ROE＝親会社株主に帰属する当期純利益÷期首・期末平均自己資本×100（%）
※6 ROA＝営業利益÷期首・期末平均総資産×100 （%）

※3  米国子会社で発生した火災事故に対する訴訟に関して、2019年度に約510
億円、2020年度に約220億円を特別損失として計上したため、親会社株主
に帰属する当期純利益は大きく減少しています。

※7 EBITDA＝営業利益＋減価償却費

※4  2018年度はカルゴン・カーボン社が連結対象に加わったことで、総資産が増
加しました。
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非財務データ
全労働災害度数率※9

設備投資額※8 ・減価償却費

女性従業員数・女性従業員比率／女性管理職数・女性管理職比率

GHG排出量

研究開発費・売上高研究開発費率

育児介護休職取得者数※11

設備投資額（億円）
減価償却費（億円）
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国内クラレグループ 1,340千トン-CO2

海外グループ会社 1,680千トン-CO2

国内クラレグループ 0.84　海外グループ会社 6.75　 

クラレグループ全体 2.89

研究開発費 208億円　売上高研究開発費率 3.3%設備投資額 659億円　減価償却費 590億円

女性従業員数 2,121人　女性従業員比率 18.7% 

女性管理職数 152人　女性管理職比率 9.3%
育児休職取得者数　93人　介護休職取得者数　4人

※1  2014年度より決算日を3月31日から12月31日に変更しています。2014年度の連結対象期間は国内が2014年4月から12月までの9ヶ月、海外が2014年1月か
ら12月までの 12ヶ月となります。本数値は国内・海外ともに2014年を1月～12月の実績に補正したものです。

※8  設備投資額は受入ベース

※10 2018年度以降はカルゴン・カーボン社を対象に含めています。

※11 （株）クラレの育児介護休職取得者数

※9 医療処置を要する労働災害の労働時間百万時間当たりの発生件数

財務戦略とビジネスアウトライン
ビジネスパフォーマンス
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◄哅⮯䡵樋

姡巕䓪׷䫘浓䓪なלの攐䓪を持חポバール嘻耏、尓俘ディスプレイ榫鵍の־׮、嬲Ⰺなלの
⠕ⴍ逷フィルّに✳われるポバールフィルّ、合わ׎ガラス榫中ꝴ腑として✳榫׈れるPVBフィ
ルّ、高いガスバリア䓪を鎶るEVOH嘻耏ռؙバールսなלを邮造・販売しています。

ポバール嘻耏は、⸉掩乢高の䏅ꮶを⹨ׄましたֿ、┩槡的に꧎釐㍑䐝ֿ鶟ײ、䆋䇶い榫鵍で
販売ꄈֿ㘃ⱶしました。⩞㰢榫ポバールフィルّは、⯥年䏲ⶐ׼־禈 伕ׂ沸な尓俘パؾル꧎釐を
羜俌に㞐鐧に䫟燯しました。PVBフィルّは、瑬3㍋ⶐ僿以꡸はⶐ㵵⛮┘餉による自Ⳃ髪峎榤
の䏅ꮶを⹨ׄましたֿ、⯥年比で販売ꄈֿ㘃ⱶしました。姡巕䓪ポバールフィルّは、嬲怐榫ֽ
よצ괏嬲㉺榫⠕ⴍ逷嬲Ⰺ⺸ׄの販売ֿꯂ鐧に䦡大しました。ռؙバールսは、年⮣׼־禈ׂ⸉掩
乢高と、瑬3㍋ⶐ僿以꡸は自Ⳃ髪峎榤の䏅ꮶを⹨ׄましたֿ、괏⿁榫鵍の㞐鐧な꧎釐禆禈により、
⯥年比で販売ꄈֿ㘃ⱶしました。

2021年ס䨕׽鲭׽

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցס╚釐产瓀

㚞┕냕ㅀ哅⮵沟

2021 2024 2026

3,047

583

3,300

660

3,500

770

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

（銶槆） （銶槆）
（年䈱）

40%
㚞┕냕啶䡗奂˥1

⸉乢׼־の┉鞉生榤とグローバルؾットワークを生־した安定❠礡⛮⯆の䍚⴫、擻孱の僃鸵
⴫によזて、걘㲘価値の僃大⴫と⹜沟䦡大を㍲ります。
姡巕䓪ポバールフィルّでは、成Ꝏする埪䃸䄫㕙׫Ⲗ率的に邮⿁を❠礡するためにポーランド

の新プラント䋦錃を鶟めています。ꄈ的䦡大と新釨榫鵍㷣ꝧを㍲り、年䇖㏯成Ꝏ率8%を泘䧗します。

ポバール嘻耏 ● ⸉乢׼־自社で生榤する䍚ײを羜俌に、䍚㍾な❠礡⛮⯆を禴持
● ꄈ׼־韬（新釨榫鵍、高♀ⱶ価値⿁）׫の鬇䬵を禆禈

⩞㰢榫ポバールフィルّ ● ꧎釐成Ꝏֽよצ䄫㕙の中国シフトを的澬に䨿ֻた生榤販売⛮⯆の䍚⴫
● 高鵀鷨、訄腑なלの걘㲘ニーثに合זた♀ⱶ価値邮⿁の䤷⪌、䦡販

姡巕䓪ポバールフィルّ ● 埪䃸生榤拠点の浓㲔な玮ה上ׅ、鸵侇の生榤耆力㘃䍚により、꧎釐䦡大に㵚䑴
● 新釨榫鵍・生⮆解䓪、バイオベース⸉乢׫の鬇䬵䫟鶟、䐠梪㑔社会׫靹春

高嚀耆中ꝴ腑 ● 斻自邮⿁でֵるռجントリグラスսの䦡販
● 埪・米・韓⺨拠点׼־の❠礡⛮⯆の䍚ײを生־すとともに、新釨ꝧ発⿁の玮ה上ׅをⱶ鵭

ռؙバールս
● 安定❠礡⛮⯆の䍚⴫、アジアでの新プラント䋦錃
● 괏⿁榫鵍の꧎釐䦡大に㵚䑴し、フードロス⯡峎に靹春
● バイオ榺来でֵるռPLANTICսのグローバル㷣ꝧ

● ポバール嘻耏　● ⩞㰢榫ポバールフィルّ
● 姡巕䓪ポバールフィルّ　● PVB嘻耏　
● PVBフィルّ　●ռجントリグラスս　
●ռؙバールս　●ռPLANTICս　

嚀⚡とٛؠت ...............ӥ嚀⚡ӥٛؠت

ӥ  䄁ׇもり、デジタル⴫のⱶ鵭による尓
俘ディスプレイの꧎釐㘃ⱶ

ӥ  尓俘ディスプレイ大㑔⴫による⩞㰢フィ
ルّの꧎釐㘃ⱶ

ӥ  新興国にֽׄる生孨姡嶖⺸上に⛂う
괏の安全・安䑏に㵚する꞊䑏の高まり

ӥ  ┩槡的なフードロス⯡峎ニーثの高まり
ӥ   ⠕ⴍ逷嬲Ⰺの┩槡的な꧎釐㘃ⱶ
ӥ  梪㗞䙫閁の高まりに⛂うバリア碊・碊
ストローの꧎釐䦡大

ӥ  尓俘ディスプレイ䄫㕙の成捘⴫、有嚀
ディスプレイの䄫㕙䦡大

ӥ  カントリーリスクの高まり
ӥ  ⸉掩乢価劲の高꾚と憡僀の䓦忁な
変Ⳃ

（製造拠点）ؠ٭٠عشؾٜف٭ٞء
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合成嫎によるイخプレンケミカル邮⿁紮と、אの孬生⿁でֵる掂可㖅䓪ؙラストマー
ռجプトンս׷縨掂䓪ポリアミド嘻耏ռジェؾスタսを邮造・販売しています。

イخプレン꞊連は、フؒインケミカル、ռجプトンսともに、꧎釐の㍑䐝により販売ꄈֿ㘃ⱶしま
した。ռジェؾスタսは、⸉掩乢・擻孱鞝上伭の䏅ꮶを⹨ׄたものの、伕沸な꧎釐を羜俌に、꧅妳・
꧅㯸デバイス⺸ׄ、自Ⳃ髪⺸ׄともに販売ֿꯂ鐧に䦡大しました。

2021年ס䨕׽鲭׽

㚞┕냕ㅀ哅⮵沟

2021 2024 2026

619

61

750

50

900

100

（銶槆） （銶槆）

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

（年䈱）

8%
㚞┕냕啶䡗奂˥1

イخプレンケミカル
● オンリーワン邮⿁の׼׈なる䦡販
● 新釨ꝧ発⿁の企僿事業⴫と⹜沟׫の靹春　
● サステナビリティ׫の㵚䑴䫟鶟（⸉乢鬇䬵・プロجス䷉良によるGHG䪶⭳⯡峎）

ؙラストマー
●ռجプトンսのグローバル❠礡⛮⯆の䍚⴫　
● 尓敯ゴّの米国でのプラント䋦錃　
● サステナブル⸉乢・高♀ⱶ価値⿁のꝧ発⛮⯆の䫟鶟と販売䦡大

ռジェؾスタս
● 自Ⳃ髪の鬭ꄈ⴫・꧅㯸⯆䐒⴫・EV⴫による鼧⿁での䫑榫䦡大
● 埪・米・アジアをはじめとするグローバル䄫㕙׫の׼׈なる㷣ꝧ　
●タイ瑬2僿㘃錃の吾鋀

●ռジェؾスタս
● ؙラストマー
●イخプレンケミカル

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցס╚釐产瓀

（製造拠点）ؠ٭٠عشؾٜف٭ٞء

タイ拠点牧⥸によるグローバル❠礡⛮⯆の䍚⴫と、企僿の⹜沟靹春を㍲ります。
ジェؾスタ事業にֽいては、マーケティング・䤗软サービス⛮⯆を䦡⩗し、免乢攐䓪を生־し

た榫鵍ꝧ発をⱶ鵭します。埪・米・アジアをはじめとするグローバル䄫㕙׫の㷣ꝧにより、年䇖
㏯成Ꝏ率10%を泘䧗し、タイ瑬2僿䤷鞲にחなׅます。

嚀⚡とٛؠت ...............ӥ嚀⚡ӥٛؠت

ӥ  自Ⳃ髪の鬭ꄈ⴫、꧅㯸⯆䐒⴫、EV⴫
に⺸ׄた碛免ꝧ発ニーث䦡大

ӥ  通信の高鵭⴫による域┩代サーバー
榫高鵭⭚理ْモリDDR5の俊⹕

ӥ  梪㗞䙫閁の高まりに⛂うバイオ硌碛免
の꧎釐の㘃ⱶ׫

ӥ  ⶐ㵵⛮の❠礡┘餉による自Ⳃ髪ֽよ
꧅妳・꧅㯸邮⿁の峎榤צ

ӥ  ⸉免乢鐧鷼ꦘによるコスト琂◁力と
❠礡耆力の⛥┖

ӥ  琂合の⛥価劲戦樋׷䄐樟⴫邮⿁による
䄫㕙の➇괏

ӥ  ⸉掩乢価劲の高꾚と憡僀の䓦忁な
変Ⳃ

※1  㕔⼔جグْントに含まれないؙンジニアリング事業なלは売上高構成比の数値׼־ꢜ㛙しているため、
。؆׎ていまזグْントの合畀数値は100%になج5

靸ⳉ戦樋とビジؾスアウトライン
◄哅⮯䡵樋

タイ拠点は2022年䈱瑬4㍋ⶐ僿より牧⥸◀定
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嚀能免乢

⨣れた縨⠮䓪を有するْタクリル嘻耏、㛾抅塮に鲣い⟣䐝を可耆にする塮熭免乢、高い⻸浓䓪
耆を生־し、姡׷大妳の孶⴫に✳榫׈れる孨䓪憇ֽよצ姡⭚理嚀㉺を邮造・販売しています。

㚞┕냕ㅀ哅⮵沟

2021 2024 2026

1,424

87

1,550

110

1,750

180

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

（銶槆） （銶槆）
（年䈱）

18%
㚞┕냕啶䡗奂˥1

ْタアクリル ● 域┩代を釤䩺ֻた高♀ⱶ価値免乢・䤗软のꝧ発と⪮杯⴫　
●リサイクルシステّ澬玮、生榤プロجスꪵ新

ْディカル（塮熭免乢） ● CAD/CAM⮆ꄇ׫の高♀ⱶ価値新邮⿁の禆禈䤷⪌　
●埪米でのシェア䦡大に⺸ׄたグローバル❠礡⛮⯆の僃鸵⴫

梪㗞خリューシ٘ン
● 稀合孨䓪憇ْーカーの䍚ײを生־し⹜沟䦡大　
● 新憇ֽよצ⫋生憇の耆力㘃䍚による事業䦡大とシナジー発杯の本劲⴫　
● ꧅免、モビリティ⺸ׄ、GHG䪶⭳⯡峎꞊連のꝧ発

アクア※2 ● 斻自䤗软を生־した腑事業䍚⴫　
● 孨䓪憇事業とのシナジーによる梪㗞꞊連ビジؾスの䫟鶟

ْタアクリルは、㞐䄫媲にⱶֻ、괊媒괊丆ꡔ塛榫☼⮉冎׷ディスプレイ⺸ׄなלの販売ֿ㔋鐧
に䫟燯しました。ْ ディカルは、埪米を中䑏に塮熭免乢の新邮⿁に㵚する꧎釐ֿ伕沸で、販売ֿ
䦡大しました。梪㗞خリューシ٘ンは、埪米の姡⭚理榫鵍を中䑏に꧎釐ֿ㘃ֻ、孨䓪憇の販売は
㔋鐧に䫟燯しました。

2021年ס䨕׽鲭׽

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցס╚釐产瓀

梪㗞خリューシ٘ン事業は稀合孨䓪憇ْーカーとしての䍚ײを生־し、米国にֽׄる新憇邮
造拠点ֽよצ埪䃸にֽׄる⫋生憇邮造拠点の䦡⩗によるグローバル❠礡⛮⯆の䍚⴫を㍲ります。
憇碛構造の⯆䐒・錃銶に㓹ׂט溿狒ꝧ発と生榤䤗软ꝧ発を䫟鶟するとともに、䦡大する꧎釐の
⹦り込ײと新釨榫鵍׫の㷣ꝧにより2026年には鞙⹜したカルゴン・カーٍン社との100⧠円
の礴合シナジーの発杯を泘䧗します。
また、2022年より嚀耆免乢جグْント׫稴⪌したアクア事業は梪㗞خリューシ٘ン事業との協

業により事業䦡大を㍲ります。
塮熭免乢事業では䤗软⨣⛣䓪を生־し、䖱縖と塮熭⵳の靷蕔鬭峎にחなֿる邮⿁ꝧ発を䫟鶟

することで、生孨の韬（QOL）の⺸上に靹春します。ㅀ業・マーケティングの䍚⴫、邮⿁❠礡⛮⯆
の丝⤓により、埪米での䦡販を中䑏に年䇖㏯成Ꝏ率10%を泘䧗します。

● 孨䓪憇（新憇）　● 孨䓪憇（⫋生憇） ● 塮熭免乢
● ْタクリル嘻耏　● アクア

●
●●●●● ●●

●●●

●●
● ●● ●●

嚀⚡とٛؠت ...............ӥ嚀⚡ӥٛؠت

ӥ  自Ⳃ髪の高䈱⴫に⛂う鵀明䓪、⩞㰢攐
䓪を生־した碛免ꝧ発ニーثの高まり

ӥ  新㑔コロナウイルス䚉刌䦡大ꡔ塛に靹
春する邮⿁の安定꧎釐

ӥ  生孨姡嶖の高まりに⛂う㴯紆塮熭꧎
釐の䦡大

ӥ  CAD/CAMを껮✳した塮熭䤗䄄のデ
ジタル⴫

ӥ  ┩槡的な梪㗞釨⯆の䍚⴫による姡、大
妳の孶⴫ニーثの高まり

ӥ  サーキュラーؙコノミーの┩槡的な䇶
ֿり

ӥ  ؙ ルギー꞊連䄫㕙の䦡大ؾ
ӥ  孨䓪憇邮造プロجスにֽׄる

GHG䪶⭳
ӥ  ⸉免乢鐧鷼ꦘによるコスト琂◁力と❠
礡耆力の⛥┖

ӥ  ⸉掩乢価劲の高꾚と憡僀の䓦忁な
変Ⳃ

（製造拠点）ؠ٭٠عشؾٜف٭ٞء

※2  アクア事業は2022年䈱より嚀耆免乢جグْント׫稴⪌
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笉禴

ء٤ؔظ٭ٝع

㚞┕냕ㅀ哅⮵沟

㚞┕냕˥4ㅀ哅⮵沟

2021 2024 2026

611

56

630

60

650
70

ㅀ業⮵沟
（⧠円）

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

（銶槆） （銶槆）
（年䈱）

2021 2024 2026

1,440

48
600

50
700

60

売上高（⧠円）
ㅀ業⮵沟（⧠円）

（銶槆） （銶槆）
（年䈱）

8%

19%

㚞┕냕啶䡗奂˥1

㚞┕냕啶䡗奂˥1

㛾抅汷ꪵに鲣い構造と嚀耆䓪を⪵נ⤓ֻた☔䄄汷ꪵռクラリーノս、ْجント׷自Ⳃ髪꞊連鼧免
の遨䍚免なלに✳榫׈れるビニロン、生孨・䄄業榫⿁として✳榫׈れる┘笝䄭ռクラフレックスս、
槳め⪮なלに✳榫׈れるꪫフؒスナーռマジックテープսなלを邮造・販売しています。

ポリؙステルをはじめとする笉禴邮⿁の邮造・販売の־׮、クラレグループ邮⿁の国⫂・アジ
ア㏐㓊での販売を行זています。

ռクラリーノսは、シューث榫鵍を中䑏に販売ֿ㔋鐧に䫟燯しました。笉禴鞲免は、ビニロン、高䍚力ポリアリレート笉禴ռベクトランսともに꧎釐ֿ䦡
大し、販売ꄈֿ㘃ⱶしました。生孨鞲免は、ռクラフレックスսռマジックテープսともにْディカル꞊連よ免の꧎釐ֿ㔋鐧でした。

2021年ס䨕׽鲭׽

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցס╚釐产瓀

╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցס╚釐产瓀

笉禴꞊連事業は、スポーツ辉乢׷☔䄄汷ꪵռクラリーノսֿ 㞐鐧に䫟燯しました。嘻耏・⴫成⿁
꞊連事業は中国䄫㕙を中䑏とした꧎釐㘃に⛂い販売ֿ䦡大しました。

ӫ  斻自邮⿁、ⱶ䄄ビジؾス䦡大なל、高♀ⱶ価値⴫の䫟鶟による
⹜沟力䍚⴫

ӫ アジアを中䑏とする海㛙販売の䦡大

2021年ס䨕׽鲭׽

ռクラリーノս
●  リサイクル⸉乢׷バイオ⸉乢を✳榫したサステナブル邮⿁の䦡大、梪㗞㵚䑴㑔の
邮造・ⱶ䄄プロجス׫のシフト　

● サプライチェーンのグローバル⴫に㵚䑴した❠礡⛮⯆の䦡⩗

笉禴鞲免
● 碛免の攐Ꝏを生־したռベクトランս事業の䦡大　
●ゴّ遨䍚׷コンクリート遨䍚なל戦樋榫鵍׫の鞲嶎꥗中による䦡大　
●アスベスト代僀璡梪㗞釨⯆׫の㵚䑴ֿ姲め׼れる榫鵍の䦡大

生孨鞲免
●  梪㗞㵚䑴㑔邮⿁※3׷サステナブル碛免の䦡大　
※3 国꤀的な叜冷鏀証⯆䈱でֵるFSCϽ鏀証なלを⹦䐂した┘笝䄭邮⿁なל

● 걘㲘の邮造䄄爊にֽׄる泸力⴫ニーثに㵚䑴したռマジックテープսなל、斻自邮⿁の䦡大

● ポリؙステルꝎ笉禴ռクラベラսの⸉硇、生㏐販売׼־、ウェアラブルを含׳邮⿁販売׫のシフト　
● ♀ⱶ価値ⱶ䄄邮⿁の䦡大
● 成Ꝏするアジア䄫㕙に攐⴫した海㛙㷣ꝧ　
● ベトナّ生榤拠点の孨榫

ռクラリーノսは、埪米を中䑏とするـイブランド걘㲘にֽいて梪㗞䙫閁の高まり׷、ビーガン䑩⺸の䦡大に㵚䑴したサステナブル邮⿁の䦡販を泘䧗し
ます。また、⸉乢、ֽ よצ邮造・ⱶ䄄プロجスの┸ꪫで梪㗞㵚䑴を䫟鶟します。
笉禴鞲免は、ռベクトランսにֽいて高♀ⱶ価値⿁のꝧ発と䤗软サービスの䬠❠により、榫鵍䦡大をⱶ鵭する־׮、販売ꄈの䦡大に㵚䑴し、耆力を㘃

䍚します。

ռؙؠ٭عؤս
の䦡㛻 ペット トٍル

リサイクル
⸉硇の高♀ⱶ
価値⴫

バイオマス榺来
碛免の䦡大

梪㗞靷蕔⛥峎
碛免を䦡大

※1  㕔⼔جグْントに含まれないؙンジニアリング事業なלは売上高構成比の数値׼־ꢜ㛙しているため、
。؆׎ていまזグْントの合畀数値は100%になج5

※4  2022年䈱以꡸の売上高ֿ2021年䈱に比
大きׂ変Ⳃしていますֿ、これは主に、ト׬
レーディングجグْントにֽׄる代理☔⹦䌕
の売上高の銶上갮にחいて、「⹜沟鏀閁に꞊
する会銶㓹嶖」璡の鸵榫により、⹦䌕稀갮־
。と変催することによるものです׫硾갮׼

靸ⳉ戦樋とビジؾスアウトライン
◄哅⮯䡵樋
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コーポレート・ガバナンス

取締役会長

建設的な対話を重ね、 
長期的かつ継続的な企業価値
向上の実現を目指します。

クラレグループは、「監査役会設置会社」の形態の中で、経営
の健全性、透明性に加え、効率性の高い経営体制の確立に努め
ています。さらに、監督・監視機能の実効性を高めるため、取締
役会・監査役会を中心とした経営統治機能の整備を進め、経営
者の報酬、後継者の育成・選定、内部統制、リスク管理など諸問
題に対して議論を重ねながら、経営の舵を取っています。
取締役会においては、知識・経験・能力だけでなく、性別や
国籍などの面を含む多様性から生まれる多角的な視点が、グロー
バルな事業の推進、適切な監督・意思決定に資すると考えてい
ます。また、取締役および監査役のうち半数近くは、社外役員で
構成されており、独立性も重視しています。今後も多様な人材
によるコーポレート・ガバナンスのさらなる充実を図り、長期的・
持続的な企業価値向上を目指していきます。
クラレグループでは株主・投資家の皆さまをはじめとするす
べてのステークホルダーの皆さまに、クラレグループの中長期
的な価値創造について、より一層の理解を深めていただける
よう、IR活動にも積極的に取り組むとともに、2018年から「ク
ラレレポート」を発行しています。

本年度から、当社が創立100周年を迎える2026年までの新
たな中期経営計画「PASSION 2026」をスタートさせていま
すが、クラレグループが事業活動を通じて、どのように社会的責
任を果たし、社会に貢献していくのかを、本レポートを通じてお
伝えできればと思います。
「クラレレポート 2022」の編集にあたっては、Value Reporting 

Foundation（VRF）※1による国際統合報告フレームワークと、
経済産業省による価値協創のための統合的開示・対話ガイダン
スなどを参照し、当社グループの横断的な考え方を集約した上で
作成しています。私はその作成プロセスや記載内容が適正である
ことを、ここに表明します。
今後も「クラレレポート」をエンゲージメントツールの一つとし
てステークホルダーの皆さまと建設的な対話を進めるとともに、
顧客、社会、地球に貢献し、持続的に成長するスペシャリティ化
学企業として企業価値向上に尽力していく所存です。今後とも、
ご理解、ご支援のほどよろしくお願いいたします。

コーポレート・ガバナンス　ハイライト

社内取締役
7名

社外監査役
3名社内監査役

2名

社外取締役
4名43.8%

社外役員比率 外国人取締役
1名

18.2%

女性取締役
1名

取締役の女性・
外国人比率

取締役会
平均出席率

98.2%

独立性 多様性 出席状況

詳細は、下記ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/ 
corporate_governance

※1  価値報告財団。IIRC（国際統合報告評議会）とSASB（サステナビリティ会計
基準審議会）の合併により2021年6月に設立。

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance


Kuraray Report 2022　46

取り組み内容 目的

2003年

取締役定員の削減と任期短縮
執行役員制度の導入

社外監査役を2名から3名に増員 監査役による経営監視機能の強化

「CSR委員会」を設置 グループのCSR推進体制を強化

「経営諮問会議」を設置 社長への助言機関創設

2008年

社外取締役を導入（2名） 取締役会の経営監視機能の強化

招集通知の早期発送（株主総会開催日の3週間以上前） 株主の検討期間確保

招集通知の英文版を東証プラットフォームおよび 
当社ウェブサイトに掲出 海外投資家への情報開示強化

2016年 取締役会の実効性についての分析・評価を開始

2017年 「CSR委員会」を「CSR委員会」と 
「リスク・コンプライアンス委員会」に分割 リスク・コンプライアンス対応強化

2018年 経営諮問会議を廃止し、取締役会の諮問機関として、 
社外役員と社外有識者を中心とする「経営諮問委員会」を設置

取締役の指名・報酬等、経営の重要事項に関する意思決定の透明
性・公正性・客観性向上による、コーポレート・ガバナンスの一層
の強化

2020年 社外取締役を3名から4名に増員（取締役会の3分の1） 取締役会の経営監視機能および独立性の強化

2022年 「CSR委員会」を「サステナビリティ委員会」に改組 サステナビリティ推進の強化

コーポレート・ガバナンス強化の変遷

コーポレート・ガバナンス体制図（2022年3月24日現在）

株主総会

経営諮問委員会
社内役員1名、 
社外役員5名、
社外有識者2名

取締役会
取締役11名

各カンパニー・各機能組織・各グループ会社

リスク・コンプライアンス
委員会

業務執行機能

選任／解任

選任/解任/監督

諮問

監査 連携

連携

連携

答申

報告

報告

社内役員 社外役員 社外有識者

報告・
提案

報告・
提案

報告

報告

選任／解任

監査

監査

選任／解任／
不再任

会計監査

サステナビリティ委員会

社長

経営会議

会計監査人

監査役会
監査役5名

経営監査本部

（うち社外取締役4名、 
社外監査役1名）

（うち社外取締役4名）
（うち社外監査役3名）

詳細は、下記ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/ 
corporate_governance

2回※2

2回※2

2回※2

15回※2 13回※2

※2 2021年の開催回数。ただし、サステナビリティ委員会は旧CSR委員会として開催。

経営基盤の強化
コーポレート・ガバナンス

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
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コーポレート・ガバナンスの体制

取締役会
取締役会の議長は、取締役会長が務めます。取締役会による
機動的な経営の意思決定を図るため、取締役の定員は12名以
内と定め、株主に対する責任を明確化するためその任期を1年
としています。現任の取締役は11名、うち1名が女性、1名が外
国人です。社外取締役4名は経済・金融・企業経営等に豊富な
経験と幅広い見識を有し、独立した第三者の立場から経営の監
督機能を担っています。取締役会は月1回以上開催します。

経営諮問委員会
当社は、取締役の指名・報酬等の経営の重要事項に関する意
思決定の透明性・公正性・客観性を高め、コーポレート・ガバ
ナンスの一層の強化を図るため、取締役会の諮問機関として、
社外役員および社外有識者を中心とする経営諮問委員会を設
置しています。経営諮問委員会は原則として年2回開催します。
現在の委員の構成は、取締役会長（伊藤正明）、社外取締役4

名（浜野潤、村田啓子、田中聡、井戸清人）、社外監査役1名（谷
津朋美）、社外有識者2名（小村武、江上剛（戸籍上の氏名は小
畠晴喜））の計8名です。委員長は置かず、議事進行は議長が務

めます。社外取締役および社外監査役の合計が構成員の過半数
を占めるため、経営諮問委員会の独立性は十分に担保されてい
ます。

監査役会・内部監査
監査役は5名とし、うち過半数の3名は独立した社外監査役が
占めており、男性4名・女性1名の構成としています。監査役会
は原則として月1回開催します。
監査役は、会計監査人と定期的に会合を持ち、監査計画・実
施状況・監査内容の報告を受けるとともに、内部監査部門であ
る経営監査本部からは内部監査結果の報告を受けています。

また、主要な子会社の監査役を兼任し、適宜子会社監査を実施
するとともに、グループ各社の監査役で構成し定期的に開催さ
れるグループ監査役連絡会に出席し、各社の情報を把握してい
ます。
監査役の職務を補助するスタッフとして、監査役スタッフを置
いています。

リスク・コンプライアンス委員会
経営に重大な影響を及ぼすリスクの適切な管理、法令遵守・
企業倫理の徹底、公正な企業活動の実践を目的とする社長直轄
の委員会です。本委員会は定期的にグループ各社のリスクをモ
ニタリングした上で、重大リスクを抽出し社長に提案、社長は対
策が必要なものを経営リスクとして特定し、リスクごとに統括責
任者を指名してリスク回避・低減策を実施します。
（  P.55）　

サステナビリティ委員会
2022年1月に従前のCSR委員会を改組し、サステナビリティ
委員会を設置しました。社長を委員長とし、経営会議メンバー
を軸に構成されています。これにより、サステナビリティ案件に
対して、経営レベルで迅速に判断し、タイムリーに対策を立案・

実行することで、サステナビリティ推進を強化します。またサステ
ナビリティ委員会は、一連の活動を取締役会に報告し、その議論
の結果をサステナビリティ推進に反映していきます。

2021年度取締役会における主な付議・報告事項

2021年度の主な審議・報告内容

2021年度重点課題

・ ガバナンス強化のための各種ポリシー制定、改定（人事ポリシー、
税務ポリシー、内部統制システム整備に関する基本方針など）
・政策保有株の保有意義検証
・社内カーボンプライシング導入
・不正アクセス対策

・役員報酬、役員人事
・次期中期経営計画
・東証市場区分変更・コーポレートガバナンス・コード改訂対応

・ 保安事故の発生リスク低減のため、特に海外プラントについて安
全設計のみならず人材育成を含む管理面（運転管理、設備管理）
を総点検し、把握した課題に対し実効性の高い対策を確立
・ グローバルに統一したレベルの機密情報管理体制を整備し、デー
タの保全対策を順次強化
・ 独占禁止法についてグローバルに構築した独禁法遵守プログラム
を確実に運用し、再発防止を徹底
・ COVID-19の緊急対応を踏まえ感染予防策・感染拡大防止策等
を徹底し、パンデミックに対応した確実な事業継続
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取締役および監査役の主な専門性と経験分野※2

氏名
取締役会
監査役会
出席率※3

役員が有する知見・経験

企業経営 グローバル 営業・ 
マーケティング

生産・ 
設備技術 研究開発 法務・リスク 

マネジメント 財務・会計 環境・社会 人事労務

取 
締 
役

川原仁 100% 〇 〇 〇

早瀬博章 100% 〇 〇 〇 〇

伊藤正明 100% 〇 〇 〇 〇

佐野義正 100% 〇 〇

多賀敬治 100% 〇 〇 〇 〇

マティアス 
グトヴァイラー 80% 〇 〇 〇 〇

髙井信彦 100% 〇 〇

浜野潤 100% 〇 〇

村田啓子 100% 〇 〇 〇

田中聡 100% 〇 〇 〇 〇

井戸清人 100% 〇 〇 〇

監 
査 
役

中山和大 100% 〇 〇 〇 〇

上原直哉 100% 〇 〇

永濱光弘 100% 〇 〇 〇 〇

谷津朋美 100% 〇 〇

小松健次 100% 〇 〇 〇

※2 各取締役・監査役の有する知見や経験を最大4つ記載しています。上記一覧表は、各取締役・監査役の有するすべての知見や経験を表すものではありません。
※3 2021年1月～2021年12月での出席率です。

※1 当社においては、経営陣幹部を取締役および監査役と定義しています。

外国籍

社外

社外

社外

社外

社外

社外

社外

独立

独立

独立

独立

独立

独立

独立

経営陣幹部※1の選解任と取締役・監査役候補者の指名に関する方針と手続き

取締役は、当社の取締役として必要な経験、知識、能力を有す
る者を社外役員が出席する取締役会において候補者として指名
し、株主総会の決議により選任されます。ただし、社外取締役候
補者は、別に定める独立性の基準を満たす者とします。
監査役は、当社の監査役として必要な経験、知識、能力を有す
る者を社外役員が出席する取締役会において候補者として指名
し、監査役会の同意を得た上で、株主総会の決議により選任さ
れます。ただし、社外監査役候補者は、別に定める独立性の基

準を満たす者とします。
取締役の選任および解任ならびに代表取締役・役付取締役の
選定および解職については、経営諮問委員会に諮った上で、取
締役会で決定します。

「社外役員の独立性に関する基準」の詳細は、下記ウェブサイトをご覧ください。
コーポレート・ガバナンス報告書
https://www.kuraray.co.jp/ir/library/governance
コーポレート・ガバナンスのポイント
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance

社外取締役・社外監査役のサポート体制

社外取締役・社外監査役に対し、定例および臨時の取締役会
の議案を事前に配布し説明を行うことで、情報の共有化を図っ
ています。社外取締役については、総務部秘書グループのスタッ

フがその活動を補佐しています。また、社外監査役を含む監査
役の職務を補助するため監査役スタッフを置き、監査活動に必
要な情報の収集・提供などのサポートを行っています。

経営基盤の強化
コーポレート・ガバナンス

https://www.kuraray.co.jp/ir/library/governance
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
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役員報酬制度

基本方針
当社の取締役の報酬等は、長期的・持続的な企業業績および
企業価値の向上を実現させるため、職責に相応しい有能な取締
役の確保・定着も考慮した競争力のある報酬水準および報酬体
系とすることを基本方針とし、➀職責に応じた基本報酬として
の定額報酬、➁単年度の業績の達成を目指すためのインセンティ
ブとしての業績連動型報酬、および➂適正な会社経営を通じた
中長期的な企業価値の向上と株主との価値共有を図ることを目
的とした株式報酬の3つの部分により構成します。ただし、社外
取締役については独立した立場から経営の監督を行う役割を担

うことから定額報酬のみとし、業績連動型報酬や株式報酬は設
けません。
具体的な報酬水準と報酬体系については、専門性のある外部
調査機関が行う東京証券取引所プライム市場上場企業等を対象
にした役員報酬調査の結果と従業員最上位職の給与を参考にし
つつ、社外役員と社外有識者を中心とする経営諮問委員会が、
適切な報酬水準・体系であるかを検証・審議した上で、その結
果を取締役会に答申します。取締役会は、当該答申を十分に勘
案し、報酬水準と報酬体系を決定するものとします。

業績連動型報酬制度

取締役賞与金に代わるものとして2006年7月より業績連動型の報酬を導入し、当社の企業価値向上へのインセンティ
ブを強化しました。また、業績向上による業績連動型報酬の増額等に対応するため、2012年6月22日開催の当社第
131回定時株主総会において、取締役の報酬額を年額450百万円以内から年額800百万円以内（うち社外取締役分
は年額100百万円以内）に改定することが決議されました。なお、社外取締役には業績連動型報酬は支給していません。
＜算定方法＞
短期業績インセンティブとして、当年度の親会社株主に帰属する連結当期純利益（業績連動型報酬（賞与）控除前）に
0.75/1000を乗じて算出した金額を社長の業績連動型報酬の額とし、これを基準として役位別に定められた報酬指
数を乗じて算出した金額を各取締役の業績連動型報酬としています。なお、取締役のうち、事業部門を担当する取締
役には担当する事業の業績を一部反映して支給額を決定します。

取締役会の実効性についての分析・評価

分析・評価方法
当社では、年に1回、取締役会の実効性評価を行うこととして
います。2021年12月にすべての取締役・監査役に対して、「取
締役会実効性評価に関する質問票」（記名式）を配布し、2022

年1月に全員から回答および意見等を回収しました。回答内容
を取締役会事務局にて集約し、これをもとに分析・評価をしま
した。

分析・評価結果の概要
分析・評価の結果、規模、多様性等の取締役会の構成、付議・
報告の範囲等の取締役会の議題、開催スケジュールの設定時期・
開催頻度・審議時間等の取締役会の運営、取締役に対する追加
情報提供・トレーニング機会の提供等の取締役会外の連携・連
絡体制等のいずれの点においても、当社の取締役会は概ね適切
に機能しており、取締役会の実効性は確保されていることを確
認しました。
今回の評価結果を踏まえ、取締役会でのさらなる議論の活性
化・充実に向け、引き続き、必要な対応策の検討と実行を進めて
いきます。

質問事項の例

・取締役会の規模は適切か
・ 取締役会は、知見、経験、専門性等のバックグラウンドの異なる取
締役で構成され、多様性は確保されているか
・取締役会の議題の選定は適切か
・ 取締役会において、当社の戦略的な方向づけを行うための審議は
されているか
・ 取締役会において、具体的な経営戦略や経営計画等について建設
的な議論がなされているか
・取締役会の開催回数・頻度は適切か
・取締役会の審議時間は適切か
・ 社外取締役は、取締役会において発言の機会が十分に確保され、
独立した立場から率直・活発・建設的な意見を述べているか
・ 当社業務監査室と取締役・監査役との連携の場は確保されてい
るか
・ 社外取締役・社外監査役への情報提供のための体制が確保され
ているか
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なお、2021年3月まで導入していたストックオプション制度
は廃止したため、今後新たなストックオプションの付与は行いま
せん。ただし、従前のストックオプションを保有する取締役およ

び執行役員が退任時に行うストックオプションの権利行使は、現
在ストックオプションを保有する取締役および執行役員が全員
退任するまでの期間継続します。

政策保有株式

政策保有株式の保有適否の検証内容
当社は、2021年において、保有する上場政策保有株式のう
ち2銘柄の全数売却、2銘柄の一部売却を実施しました。また、
2022年2月9日開催の取締役会において、2021年（2021年
12月末時点保有先が対象）のすべての上場政策保有株式につ
いて、個別銘柄ごとに、保有に伴う便益・リスクおよび資本コス
ト等を踏まえて経済合理性や保有意義を検証した結果、一部の
銘柄について売却を進める予定としています。

（2021年度）

役員区分
報酬等の 
総額 

（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）

対象となる 
役員の員数
（名）※5

金銭報酬 株式報酬

定額報酬 業績連動型 
報酬※1 その他※2 譲渡制限付

株式報酬※3

ストック 
オプション 
報酬※4

取締役（うち社外取締役） 510（61） 343（56） 98（–） 0（–） 25（–） 42（4） 13（5）

監査役（うち社外監査役） 92（35） 92（35） – – – – 6（3）

※1  業績連動型報酬は、2021年度の親会社株主に帰属する当期純利益に基づき算定しています。2021年度に目標とした親会社株主に帰属する当期純利益は300億円で、
実績は372億円（有価証券報告書記載数字に合わせて億円未満切り捨て）でした。

※2  国内非居住の取締役1名に対して、譲渡制限付株式報酬の代わりに、株価連動型金銭報酬（ファントムストック）を、金銭報酬の報酬枠の範囲内で支給しています。
※3  2021年3月25日開催の取締役会の決議に基づき、取締役（7名）に対し譲渡制限付株式報酬25百万円を、執行役員兼務取締役（5名）に対し、執行役員分の譲渡制限

付株式報酬として14百万円を付与しています。
※4  2021年1月20日開催の取締役会の決議に基づき、取締役11名に対しストックオプション報酬としての新株予約権42百万円（うち社外取締役4名 4百万円）を、執行

役員を兼ねている取締役6名に対し、執行役員分のストックオプション報酬として新株予約権28百万円を付与しています。
※5  上記の支給人員には、2021年3月25日開催の当社第140回定時株主総会の終結の時をもって退任した取締役1名、監査役1名を含んでいます。

譲渡制限付株式報酬制度

2021年3月25日開催の当社第140回定時株主総会において、社内取締役および執行役員に当社の企業価値の持続
的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、これらの対象者と株主との一層の価値共有を進めることを目的として、
従前のストックオプション制度を廃止し、譲渡制限付株式報酬制度を導入することを決議しました。当制度による取締
役に対する譲渡制限付株式報酬は、役位別定額報酬および業績連動型報酬の限度額とは別に年額90百万円を限度額
とし、付与する当社普通株式の数は年間60千株を上限としています。なお、社外取締役には譲渡制限付株式報酬は支
給していません。また、非居住者の取締役には、譲渡制限付株式報酬に代えて、株価連動型金銭報酬（ファントムストッ
ク報酬）を導入しています。

役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額および対象となる役員の員数

「政策保有に関する方針および政策保有株式にかかる議決権行使基準」 
については、下記ウェブサイトをご覧ください。
コーポレート・ガバナンス報告書
https://www.kuraray.co.jp/ir/library/governance
コーポレート・ガバナンスのポイント
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/ 
corporate_governance

政策保有に関する方針
当社は、政策保有に関する方針および政策保有株式にかかる議決権行使基準を以下のように定めています。

1） 当社は、安定的・長期的な事業運営の観点から、取引先等との関係の維持・強化を通じた企業価値の向上に資すると判断される場合、当該
取引先等の株式を保有することができます。

2） 当社は、前項に基づき保有する株式（以下、「政策保有株式」といいます。）について、個別銘柄ごとに、保有に伴う便益・リスクおよび資本コ
スト等を踏まえて経済合理性や保有意義を取締役会において定期的に検証するものとし、その結果、保有の妥当性が認められないと判断さ
れた銘柄については適宜売却し、縮減を図るものとします。

3） 当社は、政策保有株式にかかる議決権については、前2項に定める株式保有の趣旨に鑑みて、当該会社の経営状況および当社グループの
事業運営に対する影響を考慮のうえ、適切に議決権を行使します。特に、当該会社の業績の長期低迷や重大な不祥事が発生している場合、
または株主価値を毀損するおそれのある議案が提案された場合には、慎重に議決権を行使します。

経営基盤の強化
コーポレート・ガバナンス

https://www.kuraray.co.jp/ir/library/governance
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/corporate_governance
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社㛙⹦稤䏔に㶨♳し、1年ֿ磬鷨しましたֿ、熖ֿ僃もⷄ霄的
に䚉じたのは、当社の⹦稤䏔会での閱鑜ֿꪜ常に孨発でֵるこ
とです。社㛙⹦稤䏔も׈ま׉まな磬꽦・湳釤׼־㛡ꪫ的に嬼㴔
力の岐い䧗䰔をしてֽり、大変有Ⲗな閱鑜ֿできていると鍐価
しています。
碛免榤業は、国꤀磬済の弪孱の釤㏐׼־も、今䏲ますますグ
ローバルに成Ꝏֿ僿䏨できる⮆ꄇでֵることは澬־です。熖自骰、
これまでグローバル磬済と金融䷓策に䯥わזてきた磬꽦を生־
して、マクロな釱点׼־犉哕的に䬠銧しています。
また、䃷⸉社Ꝏの磬ㅀトップとしての鞲韬に꞊しても高ׂ鍐価
しています。サプライチェーンの上孱に⛣糋する碛免榤業は、א
の攐䓪׼־鼧ꝛׇとに䄫㕙梪㗞ֿ大きׂ樟なり、אれבれ斻自
の磬ㅀ戦樋ֵֿるため、グループ全⛮として礴┉䓪のֵる亠ꄠ
を䣒ה玮てることはꦘしいものですֿ、אの点、䃷⸉社Ꝏは明
澬なビジ٘ンを持ה、䍚い姲䑏力で会社全⛮を率いてֽり、碛俔
。しい磬ㅀトップでֵると䓙います׼
今芗発辐した中僿磬ㅀ銶槆「PASSION 2026」は、カーٍ

ンؾットحロ׷ESG׫の㵚䑴なל、榤業槡全⛮ֿאの㰆㏇䙫紶
をゖわれ新しい㷀ꪫ׫燯行する変ꪵ僿と相まזて、良いタイミン
グで策定でき、また熖たה社㛙⹦稤䏔もאの閱鑜に岐ׂ꞊ わりま
した。策定にֵたזては、サステナビリティをテーマの中䑏にし
て、⸉免乢の鐧鷼׼־寕鞝縖Ⳃ⺸の䤧䭂まで、サプライチェーン
の孱れの中で䆋䇶ׂ閱鑜しました。また、クラレグループはこれ
まで数㛡ׂの社会׷梪㗞に靹春するサステナブルな邮⿁をꝧ発
してきましたので、こうした㲔竮を䷉めて丝理し、今䏲の磬ㅀ戦
樋に蛽とし込؆でい こׂとにחいて、侇ꝴをׄ־䐿䈓的に鎇し

社㛙⹦稤䏔

◒䢔岲☔

社㛙䏔⿦ْجشーة

合いました。今䏲もこのテーマは、磬ㅀ戦樋の中䑏鬨として、䌕
き禈きステークٌルرーの氵׈まの㲘鈝的釱点を◫ֻなֿ׼Ꝏ
僿的釱䈳に玮ה、吾鋀をꄆנていきたいと䓙います。
今䏲、クラレグループֿ׼׈にグローバルで괊驱するための
課題は大き 泘は、グローバルでחると熖は縒ֻます。1ֵח3ׂ
の管理⛮⯆の構疣です。⺨国・㏐㓊の䷓策׷䄫㕙変⴫に鲅鵭に
㵚䑴していׂためには、海㛙拠点にも┉定の䙫䓙決定の嘤限を
┙ֻ、自䏱した事業孨Ⳃֿ䑒釐になります。אのバランスをלの
ようにとるֿ־課題と縒ֻます。2ח泘は、㵧来の⹜沟の刻とな
る新釨事業創⭳の企僿㲔杯です。侇代ֿ忁Ⳃする中で磬ㅀの安
定⴫を㍲ることはも؀ה؆ꄆ釐ですֿ、׷はり新⮆ꄇをꝧ䦌す
ることは、仴㰆事業にֽׄる新䤗软׷新邮⿁のꝧ発にも良い⯌
忁を┙ֻるものです。ץ׏鶟めていたדきたいと䓙います。3

の㲔杯のためには、㝵א。泘は、☔免の㛡喋⴫・高䈱⴫ですח
䓪☔免、海㛙☔免、樟業牊׼־の☔免の䫑榫をより䙫培的に行
わなׄれףなりま׎؆し、⪌社䏲は、企業⫂溿⟣׷㛙鼧嚀꞊で
㰢ש嚀会を犉哕的に錃ׄるなלして、より┉㷺☔免の高䈱⴫を
㍲る䑒釐ֵֿります。☔免にחいては、今䏲の׼׈なる事業発
㷣に⺸ׄてのꄆ釐なꐶになると縒ֻます。
クラレグループには「┩のため☔のため、他☔（ץと）の׷れ
ないことを׷る」という、企業の理想たる׬き碛俔׼しいDNA

ֵֿります。和놹嬣䣈ではなׂ、ֵ ׂまでも斻自の䤗软で׈ま׉
まな社会的課題を解決してきた塷⺒を釤ても、擻事を成し鷈ׅ
る力・겧㎻ֿ企業㓹盤として劮♀いていると䓙います。碛免榤
業を攘䌕するグローバル企業として今䏲の׼׈なる괊驱に僿䏨
しています。

碛免榤哅を攘䌕׌るٜف٭ٞء♿哅とי׊、
☪䏲の׈らなる괊驱מ僿䏨׊ま׌。
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社㛙泃削䏔の㓹本的な䏔Ⱏは、「（⫂鼧縖ではない鼧㛙縖とし
ての）㲘鈝的玮㕙・瑬三縖釱点׼־⹦稤䏔の绷ⳉ㓴行を泃釱・
泃涍することを通し企業価値⺸上に㳝┙する」ことדと䓙זてい
ます。この鏀閁に玮זた上で、日չ、クラレの企業攐䓪に鸵う㲔
Ⲗ䓪の高い泃削を䑏䫇ׄています。䑒釐と⮭了すれף、鸵嫎䓪
ではなׄד 㟯ׂ当䓪に⹕ש䙫釤⪮榼をすることもֵります。
クラレグループは「グローバル」な「⴫㰢ْーカー」です。高い
䤗软力により琂◁力ֵる邮⿁紮を生榤し、┩槡に鷤ׂ❠礡する
わֿ国㷍䧗の碛免ْーカーです。社㛙泃削䏔として、この企業
攐䓪を持ֻ׹ֿחに当社ֿ䑒抅的に泡ꪫする課題の本韬をよׂ
理解し、㵚䑴のֵり亠を㛙鼧の釱点׼־チェックすることֿ瑬┉
の鞊ⳉדと縒ֻます。今、熖ֿꄆ釐釱しているテーマは大き 2ׂ

ります。「ESG/SDGs」と「グローバルな礴合リスク管理」ֵח
です。
⴫㰢硌企業は、אの業ⳉ攐韬׼־、安全׷⿁韬管理・GHG

䪶⭳ꄈの⯡峎といזた㛡ׂのESG課題と洠塜ꪫ׼־⺸き合わ׉
るを䐂ない業牊です。同侇に、クラレグループは鞙⹜拠点も含め
┩槡⺨㏐㓊に大釨嘗な生榤・販売拠点を保有するグローバル企
業です。ꄆ釐な磬ㅀ課題、とりわׄリスク管理では、国⫂にとל
ま׍׼グローバルベースでの⛮⯆䍚⴫ֿ䑒ꯄとなります。
熖ֿ社㛙泃削䏔に㶨♳して4年ֿ磬הました。このꝴ、当社で
は事業孨Ⳃと㳡䫘に連䯥したサステナビリティ䍚⴫ֿ浓㲔に鶟
め׼れてきました。本年1月には、社Ꝏを㡦員Ꝏとする磬ㅀ泡
鮬の「サステナビリティ㡦員会」ֿ 錃糋׈れ、また新たに「サステ
ナビリティꝎ僿ビジ٘ン」とאの㲔杯に⺸ׄてのアクシ٘ンプラン
「サステナビリティ中僿銶槆」ֿ 策定・公辐׈れました。ESGを
含׳サステナビリティ䫟鶟の⛮⯆は괊驱的に䦡⩗׈れたと㲔䚉
しています。
リスク管理にחいても、嫎ⳉ鼧なל、䢥管組笝ֿ当鎉リスクを

社㛙泃削䏔

姧怕⩞䌚

グローバルに┉⩕礴䦮管理する⛮⯆丝⤓ֿ鶟䩖しています。大
変䑏䍚ׂ䓙います。業ⳉ梪㗞の変㳊と今䏲のクラレの業㳊・業
ⳉ䦡大を㷣僶すれף、リスクの㛡喋⴫・リスクꄈ㘃大は䑒至です。
「今」に安⛨׍׎「これ׼־」を釤通した、׼׈に┉塥馐ײ込؆
礴合リスク管理⛮⯆、䍚㍾な鷞ㅀのフレーّワーク構疣ֿ䑒ד
釐־と䓙います。
クラレグループは拠点ֿ┩槡中にֵりますので、他の管理課
題同喋、リスク管理の㓹本ⶡ⛣を┉份㏐㓊⮯に構疣するא、־
れとも泡䫘的に┉哕管理する־なל、いわ׹る「三稗ディフェン
ス」の瑬◅稗の錃糋㕙䢥׷釐員鿥糋のֵり亠も含め吾鋀を釐す
る⪮⛮課題は㛡数ֵります。「リスク管理の高䈱⴫」には禆禈的
了のⲃ力・嫰力ֿ䑒釐です。もとより癨ⶡ㳊佄な⹦り組┘ח־
当社では今、磬ㅀの䍚い䙫䑩と攘䌕によ、ֿ؆׎ではֵりまײ
り㵚䑴ֿ浓㲔に鶟䩖しています。わֿ国を代辐するグローバル
企業として、当社はこれ׼־もこのꄆ釐な磬ㅀ課題に冽丄に⹦
り組؆でいׂものと澬信しています。
今䏲の持禈的成Ꝏという点で、クラレグループのポテンシャル
はꪜ常に大きいと䓙います。生孨喋式ֿ大き 変ׂわり、榤業構造
の変⴫ֿ蜷しい侇代׼־דこא、ֵ る⮆ꄇに靹春できる「碛׹׼
免」を生ײ⭳す⴫㰢ْーカーには大きなチャンスֵֿります。し
、に、ESGֻ׹の┉亠で、⸉乢に┉樑鲣い業牊でֵるֿאし־
攐に梪㗞にחいては㛡ׂの課題もֵります。こうした課題を解
決し⨣熓碛免❠礡というミッシ٘ンを冽たしていׂためには、企
業ステートْントに䫴ׅる「熖たהの✳命」でֵる「熖たהは、斻
創䓪の高い䤗软で榤業の新ꯛ㓊をꝧ䦌し、自抅梪㗞と生孨梪㗞
の⺸上に㳝┙します」を社員┉☔ץとりֿ翹に⯍ײ、サステナビ
リティの鈝点をし־זりと企業孨Ⳃに組ײ込׳ことֿꄆ釐です。
このクラレの⸉点を大⮉にし、ץ׏、┩槡にとזて洠に「ֿׄ־
ֻのない㰆㏇」になזて׮しいと䓙います。

畘杼⛮⯆の䍚⴫とؠتのٛךٜف٭ٞء
יזとמ世槡、׊を䫟鶟ؔطٛلػطتئ
かֻֿׄのない㰆㏇を泘䧗׊׮י׊い。

磬ㅀ㓹盤の䍚⴫
社外䏔⿦ْة٭جش
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䏔⿦┉鈋（2022年3月24日現在）

代表⹦稤䏔

⹦稤䏔

代辐⹦稤䏔 社Ꝏ

䃷⸉ ☝

⹦稤䏔 会Ꝏ

⚊諰 塜明

⹦稤䏔 常ⳉ㓴行䏔員

㛡鞦 丒治

⹦稤䏔 常ⳉ㓴行䏔員

냗◒ 信䎳

社㛙⹦稤䏔 斻玮䏔員

兎田 ゛㯸

代辐⹦稤䏔
㵠ⳉ㓴行䏔員

企悌 ⶤ珕

⹦稤䏔 㵠ⳉ㓴行䏔員

⛪ꄇ 紶塜

⹦稤䏔 常ⳉ㓴行䏔員

マティアス
グトヴؒイラー
（Matthias Gutweiler）

社㛙⹦稤䏔 斻玮䏔員

宕ꄇ 弞

1980年 4月 当社⪌社
2010年 4月 当社⴫㰢⿁カンパニーْタアクリル事業鼧Ꝏ
2012年 6月 当社㓴行䏔員
2013年 4月 当社嚀耆免乢カンパニーⰜカンパニーꝎ
2013年 6月 当社常ⳉ㓴行䏔員

1984年 4月 当社⪌社
2014年 4月 当社嚀耆免乢カンパニーْディカル事業鼧Ꝏ
2017年 3月 当社㓴行䏔員
2018年 1月  当社磬ㅀ企槆㲜䥵当（杯♳）、CSR本鼧䥵当
2018年 3月 当社常ⳉ㓴行䏔員
2018年 4月 当社磬ㅀ企槆㲜Ꝏ

1984年 4月 当社⪌社
2014年 4月 当社イخプレンカンパニージェؾスタ事業鼧Ꝏ
2016年 3月 当社㓴行䏔員
2019年 1月  当社嚀耆免乢カンパニーⰜカンパニーꝎ、

憇碛免乢事業鼧Ꝏ

1986年 4月 磬済企槆䇳⪌䇳
2005年 8月  ⫂ꞌ䈡䷓策礴䦮㲆♀⹆事㲆

（磬済靸䷓ー海㛙⮆冪䥵当）
2006年 8月 ⫂ꞌ䈡日本㰢软会閱事ⳉ㷀⹆事㲆（国꤀䥵当）
2008年 7月  꺙都大㰢東京（杯 東京都玮大㰢）大㰢ꢙ

社会熭㰢溿狒熭䷷䪧

1980年 4月 当社⪌社
2012年 4月 当社嘻耏カンパニーポバール嘻耏事業鼧Ꝏ
2012年 6月 当社㓴行䏔員
2013年 4月  当社ビニルアجテートカンパニー

ポバール嘻耏事業鼧Ꝏ、生榤䤗软礴䦮本鼧Ꝏ
2014年 6月 当社常ⳉ㓴行䏔員
2015年 1月 当社ビニルアجテートフィルّカンパニーꝎ

1980年 4月 当社⪌社
2010年 4月 当社⴫㰢⿁カンパニーؙラストマー事業鼧Ꝏ
2012年 6月 当社㓴行䏔員
2014年 4月 当社嚀耆免乢カンパニーْタアクリル事業鼧Ꝏ
2016年 1月 当社嚀耆免乢カンパニーⰜカンパニーꝎ

1988年 3月 Hoechst AG⪌社
1996年 6月 同社Mowiol䄄㕙Ꝏ
2001年12月 Kuraray Specialities Europe⪌社
2009年 1月  Kuraray Europe GmbH社Ꝏ（杯♳）、

当社㓴行䏔員

1974年 4月 磬済企槆䇳⪌䇳
1999年 7月 磬済企槆䇳Ꝏ㲆㲆䢢熹傴課Ꝏ
2004年 7月 ⫂ꞌ䈡䷓策礴䦮㲆（磬済靸䷓鷞ㅀ䥵当）
2006年 7月 ⫂ꞌ䈡㴯閱㲆
2008年 7月 ⫂ꞌ䈡大臹㲆䢢Ꝏ
2009年 7月 ⫂ꞌ䈡事ⳉ域㲆
2012年 1月 ⫂ꞌ䈡걘ゖ
2013年 4月 株式会社꧅通（杯 株式会社꧅通グループ）걘ゖ

㛙国盈

社㛙

社㛙

斻玮

斻玮

2015年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員
2016年 1月 当社ビニルアجテート嘻耏カンパニーꝎ
2016年 3月 当社⹦稤䏔・㵠ⳉ㓴行䏔員
2020年 3月 当社代辐⹦稤䏔・㵠ⳉ㓴行䏔員（杯♳）
2021年 1月  当社ビニルアجテート嘻耏カンパニー管䪭（杯♳）

当社ビニルアجテートフィルّカンパニー管䪭（杯♳）
2022年 1月  当社ビニルアجテートフィルّカンパニーꝎ（杯♳）

2014年 4月 当社磬ㅀ企槆本鼧䥵当、CSR本鼧䥵当
2014年 6月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員
2015年 1月 当社代辐⹦稤䏔社Ꝏ
2021年 1月 当社⹦稤䏔会Ꝏ（杯♳）
2021年 4月 社会⵳殴嫎☔同䑏会里兢中㜆檪ꢙ 理事Ꝏ（杯♳）

2016年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員
2017年 1月 当社嚀耆免乢カンパニー憇碛免乢事業鼧Ꝏ
2018年 1月 当社嚀耆免乢カンパニーꝎ
2020年 1月  当社笉禴カンパニーꝎ（杯♳）

大ꡉ事業䢥䥵当（杯♳）
2020年 3月 当社⹦稤䏔・㵠ⳉ㓴行䏔員（杯♳）

2019年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員（杯♳）
2020年 1月 当社管理鼧ꝛ䥵当
2022年 1月  当社サステナビリティ䫟鶟本鼧䥵当（杯♳）、

グローバルデジタルトランスフؚ ーْーシ٘ン䫟鶟㲜
䥵当（杯♳）、磬理・靸ⳉ本鼧䥵当（杯♳）

2013年 4月 当社ビニルアجテートカンパニーPVB事業鼧Ꝏ
2018年 3月 当社常ⳉ㓴行䏔員
2020年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員（杯♳）

2019年 3月 当社常ⳉ㓴行䏔員
2020年 1月 当社嚀耆免乢カンパニーꝎ（杯♳）
2020年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員（杯♳）

2015年 6月  公沟靸㍚嫎☔Ⲑ⥸熭㰢溿狒䢥（杯公沟靸㍚嫎☔
大⸉記䒝Ⲑ⥸熭㰢溿狒䢥）理事Ꝏ（杯♳）

2016年 3月 当社⹦稤䏔（杯♳）
2020年 4月  公沟靸㍚嫎☔大⸉記䒝⠐丢中㜆⵳殴嚀構

代辐理事Ⱌ理事Ꝏ
2021年 6月  公沟靸㍚嫎☔大⸉記䒝⠐丢中㜆⵳殴嚀構

代辐理事理事Ꝏ（杯♳）

2015年 5月 꺙都大㰢東京（杯 東京都玮大㰢）㰢Ꝏ遨⛪
2017年 7月 日本生命保険相互会社鍐閱員（杯♳）
2018年 4月  꺙都大㰢東京（杯 東京都玮大㰢）大㰢ꢙ

磬ㅀ㰢溿狒熭䷷䪧（杯♳）
2020年 3月 当社⹦稤䏔（杯♳）

1984年 4月 当社⪌社
2014年 4月  当社ビニルアجテートカンパニー

ポバールフィルّ事業鼧Ꝏ
2016年 1月  当社ビニルアجテートフィルّカンパニー

ⰜカンパニーꝎ

2016年 3月 当社㓴行䏔員
2018年 1月 当社ビニルアجテート嘻耏カンパニーꝎ
2018年 3月 当社常ⳉ㓴行䏔員
2019年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員
2021年 1月 当社代辐⹦稤䏔社Ꝏ（杯♳）

⹦稤䏔・泃削䏔の鹟♳理榺にחいては、鹟♳侇の株主稀会⹆縒傴걉にֽいてꝧ炐しています。
https://www.kuraray.co.jp/ir/stock/meeting

https://www.kuraray.co.jp/ir/stock/meeting
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泃削䏔

㓴车䏔⿦

常ⳝ泃削䏔

中山 和大

社㛙泃削䏔 斻玮䏔員

姧怕 ⩞䌚

社㛙泃削䏔 斻玮䏔員

㵸冋 ⢸域

社㛙⹦稤䏔 斻玮䏔員

◒䢔 岲☔

常ⳝ泃削䏔

上⸉ 泡⿋

社㛙泃削䏔 斻玮䏔員

隴孅 僚紆

社㛙⹦稤䏔 斻玮䏔員

田中 织

1980年 4月 当社⪌社
2012年 4月 当社⠐丢事業䢥Ꝏ
2012年 6月 当社㓴行䏔員
2013年 4月 当社ビニルアجテートカンパニー海㛙事業鼧Ꝏ
2014年 4月 当社䤗软本鼧Ꝏ
2016年 1月  当社䤗软本鼧䥵当、国⫂事業䢥䥵当、

アクア事業䫟鶟本鼧䥵当

1976年 4月  株式会社㳪㚖銀行（杯 株式会社׮׍ײ銀行）⪌行
2002年 4月  株式会社׮׍ײコーポレート銀行

（杯 株式会社׮׍ײ銀行）
米䃸ꪜ日硌ㅀ業瑬◅鼧Ꝏ

2003年 3月  同行㓴行䏔員大手町ㅀ業瑬⪟鼧Ꝏ
⪵ 大手町ㅀ業瑬┍鼧Ꝏ

2005年 4月 同行常ⳉ㓴行䏔員ㅀ業䥵当䏔員
2006年 3月 同行常ⳉ㓴行䏔員米䃸㏐㓊礴䦮䏔員

1978年 4月 三菱よ事株式会社⪌社
1996年 2月 GE International Inc.⪌社
2005年 7月  ؙ コラٍ株式会社（杯 ؙコラٍ合同会社）

代辐⹦稤䏔社Ꝏ
2007年 4月  Ecolab Inc. Senior Vice President
2010年12月  サンデン株式会社（杯サンデンٌールディングス

株式会社）㵠ⳉ㓴行䏔員
2011年11月 Bain Capital Asia, LLC⪌社

1973年 4月 大襓泸（杯 靸ⳉ泸）⪌泸
1980年 3月 里ドイツフランクフルト稀ꯛ事귆ꯛ事
1989年 7月 米䃸ꝧ発銀行靸ⳉ㷀域Ꝏ
1998年 7月  大臹㲆䢢⹆事㲆（Ⱌ靸ⳉ㲆）・

㴯閱㲆（国꤀㷀䥵当）
1999年 6月 㛙ⳉ泸㏇アْリカ合轜国日本国大✳귆公✳
2002年 7月 靸ⳉ泸大臹㲆䢢㴯閱㲆（国꤀㷀䥵当）

1982年 4月 当社⪌社
2013年 4月 当社磬ㅀ企槆本鼧Ⱌ本鼧Ꝏ
2014年 6月  Kuraray America, Inc. GLS Division 

Ⱌؾحラルマؾージャー
2018年 1月 Kuraray Europe GmbHⰜ社Ꝏ

1983年 4月 東京ؙレクトロン株式会社⪌社
1986年10月  サンワ璡冋ꪂ儒泃削嫎☔

（杯 有限鞊♳泃削嫎☔トーマツ）⪌䢥
1990年 9月 公鏀会銶㚖氧ꎰ
2001年10月  東京䋰閾㚖会氧ꎰ、新東京嫎䏱事ⳉ䢥

（䏲にビンガّ・㏧◒・三兎・相很嫎䏱事ⳉ䢥
（㛙国嫎共同事業）と礴合）⪌䢥

2009年 6月 カルビー株式会社社㛙泃削䏔

1981年 4月 三◒擻榤株式会社⪌社
2007年 4月 同社磬ㅀ企槆鼧Ꝏ
2011年 4月  同社㓴行䏔員

コンシューマーサービス事業本鼧Ꝏ
2013年 4月 同社常ⳉ㓴行䏔員
2015年 4月  同社㵠ⳉ㓴行䏔員

アジア・大嬣䃸三◒擻榤株式会社社Ꝏ
2017年 4月  同社Ⱌ社Ꝏ㓴行䏔員

CAO（チーフ・アドミニストレイティブ・オフィサー）、
CIO（チーフ・インフؚ ْーシ٘ン・オフィサー）、
CPO（チーフ・プライバシー・オフィサー）

䅻ⳉ㓴车䏔⿦

大兎 珕 䤗软本鼧䥵当、国⫂事業䢥䥵当、
梪㗞安全جンター䥵当 ⪵ 䤗软本鼧Ꝏ

㶾冋 ➭㱳 イخプレンカンパニーꝎ

孅鬭 ⮵硔 イノベーシ٘ンؾットワーキングجンター䥵当、
溿狒ꝧ発本鼧䥵当、マؾジْントجンター䥵当

諰嫧 保 稀ⳉ・☔事本鼧䥵当、頇鞙・擻孱本鼧䥵当
⪵ 稀ⳉ・☔事本鼧Ꝏ

㓴车䏔⿦

スティーヴンコックス
（Stephen Cox）

高嚀耆中ꝴ腑事業鼧Ꝏ

高ꄇ 宨┉ 頇鞙・擻孱本鼧Ꝏ

ꇁ儒 ┉ クラレアْリカⰜ社Ꝏ

䃷⸉ 㰏你 クラレアْリカ社Ꝏ

上山 ⫷ꥒ カルゴン・カーٍン・コーポレーシ٘ンⰜ社Ꝏ

峚麓 湳行 ビニルアجテート嘻耏カンパニーꝎ
⪵ ビニルアجテート嘻耏カンパニーポバール嘻耏事業鼧Ꝏ

スティーヴン R. シ ッ٘ト
（Stevan R. Schott）

嚀耆免乢カンパニー梪㗞خリューシ٘ン事業鼧Ꝏ
⪵ カルゴン・カーٍン・コーポレーシ٘ン社Ꝏ

娢叜 嬣◅ ジェؾスタ事業鼧Ꝏ

㏧本 和竳 㹭山事業䢥Ꝏ

大焰 䇞┉ ポバールフィルّ事業鼧Ꝏ

諰⸉ 硾┉ 磬ㅀ企槆㲜Ꝏ

大◒ 熓ꥒ 磬ㅀ泃削本鼧Ꝏ

┖ 宨䇞 ؙバール事業鼧Ꝏ

中兎 ⺮⛈ ْタアクリル事業鼧Ꝏ

◒⭳ 珕㯸 サステナビリティ䫟鶟本鼧Ꝏ

社㛙 斻玮

社㛙 斻玮

社㛙 斻玮

社㛙 斻玮

社㛙 斻玮

2004年 7月 靸ⳉ泸国꤀㷀Ꝏ
2006年 8月 日本銀行理事
2011年 4月 株式会社国꤀磬済溿狒䢥Ⱌ理事Ꝏ
2021年 3月  当社⹦稤䏔（杯♳）

株式会社ジャパンインベストْントアドバイاー
社㛙⹦稤䏔（杯♳）

2017年 6月 同社代辐⹦稤䏔Ⱌ社Ꝏ㓴行䏔員
2019年 4月 同社⹦稤䏔
2019年 6月 同社걘ゖ
2020年 3月 当社⹦稤䏔（杯♳）
2020年 4月 犉姡ـウス株式会社社㛙⹦稤䏔
2021年 1月  IHH Healthcare Berhad, 

Independent Director（杯♳）
2021年 4月  犉姡ـウス株式会社

代辐⹦稤䏔Ⱌ社Ꝏ㓴行䏔員（杯♳）

2016年 3月 当社⹦稤䏔・常ⳉ㓴行䏔員
2018年 1月 当社梪㗞安全جンター䥵当
2020年 1月 当社社Ꝏ遨⛪
2020年 3月 当社泃削䏔（杯♳）

2020年 3月 当社㓴行䏔員
2021年 1月 当社社Ꝏ♀
2021年 3月 当社泃削䏔（杯♳）

2010年 4月 同行⹦稤䏔Ⱌ꯽⹦米䃸㏐㓊礴䦮䏔員
2013年 4月  ׮׍ײ証券株式会社⹦稤䏔会Ꝏ

⪵ 米国׮׍ײ証券会Ꝏ
2015年 4月 証券株式会社常♳걘ゖ׮׍ײ
2015年 6月 アثビル株式会社社㛙泃削䏔
2018年 3月 当社泃削䏔（杯♳）
2019年 3月 東京䋦擻株式会社社㛙⹦稤䏔
2019年 6月 アثビル株式会社社㛙⹦稤䏔（杯♳）
2020年 6月 日本瞿䄄株式会社社㛙⹦稤䏔（杯♳）

2013年 3月  株式会社ベルシステّ24 ⹦稤䏔
⪵ 代辐㓴行䏔社Ꝏ・CEO

2016年 3月  株式会社ベルシステّ24ٌールディングス
⹦稤䏔会Ꝏ

2016年 6月 株式会社コーチ・ؙィ걘ゖ
2018年12月 株式会社API Consultants 걘ゖ
2019年 3月 当社泃削䏔（杯♳）
2020年 5月  㳪㚖通コンポーؾント株式会社㓴行䏔Ⱌ社Ꝏ（杯♳）

2010年 6月 大䇞話⿁株式会社社㛙泃削䏔
2012年 3月 コクٙ株式会社社㛙泃削䏔
2015年 3月 ٕマـ発Ⳃ嚀株式会社社㛙泃削䏔
2015年 4月 TMI稀合嫎䏱事ⳉ䢥パートナー（杯♳）
2016年 6月 SMBC日興証券株式会社社㛙⹦稤䏔（杯♳）
2017年 6月 株式会社IHI社㛙泃削䏔
2019年 3月 当社泃削䏔（杯♳）
2021年 3月 協和キリン株式会社社㛙泃削䏔（杯♳）

⹦稤䏔・泃削䏔の鹟♳理榺にחいては、鹟♳侇の株主稀会⹆縒傴걉にֽいてꝧ炐しています。
https://www.kuraray.co.jp/ir/stock/meeting

磬ㅀ㓹盤の䍚⴫
䏔⿦┉鈋

https://www.kuraray.co.jp/ir/stock/meeting
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リスクマネジメント・コンプライアンス

リスクマネジメント・コンプライアンス推進体制

クラレグループは「リスク・コンプライアンス委員会」を中心に
グループとして定期的にリスクをモニタリングし、経営に影響を
及ぼす重大リスクを抽出しています。この重大リスクを社長に提
案、社長が重要なものを経営リスクとして特定し、取締役会を経

て重点対策を実施しています。「リスク・コンプライアンス委員会」
は経営リスクに対する重点対策、ならびに法令遵守・企業倫理
の徹底・公正な企業活動の実践を実現すべく活動を行っています。

リスク管理方針

社長が各組織に示達するクラレグループのリスク管理方針は、
グループのリスク管理全体にわたる長期的・継続的な「基本方
針」と社会情勢、当社・他社動向に鑑みて当該年度に重点的に
取り組む「重点課題」から成り、リスク対応の基本的な考え方を

維持しつつ、リスク環境の変化に柔軟・迅速に対応できるように
しています。また「重点課題」は社長が、重点対処リスクの低減
に取り組む上での具体的な課題を組織に明示し、着実な実施を
指示するものです。

リスクマネジメント

クラレグループのリスク管理は、各事業部・本部・室・事業所・
グループ会社が自組織のリスクを特定し、評価して適切に対応
するタテのリスク管理と、マイナスの影響のみを与える純粋リス
ク（例：自然災害、法令違反）を本社のスタッフ部署が評価し、組
織横断的に管理するヨコのリスク管理を行っています。また、リ
スクの中から全社一体となってリスク低減に取り組むべき高リス
クを「リスク・コンプライアンス委員会」で協議・抽出します。そ

の上で社長が経営リスクとして特定し、取締役会に報告すると
同時に、担当役員を責任者として指名します。2022年度の経営
リスクは前述の重点課題に挙げた重点対処リスク4件と、下記
の要観察リスク8件に分類し、それぞれ適切な対策を進めます。
要観察リスクは製造物の品質リスク、化学物質規制、自然災害、
ユーティリティの停止、独占禁止法違反、贈収賄、知的財産リス
ク管理、ハラスメントです。

2022年度　クラレグループリスク管理方針

基本方針
1） 社会の信任を裏切る違法、不適切な行為の防止を徹底する。
2） 社員・地域・顧客・協業先等の安全と健康を脅かす事故・災害（保安事故、労働災害、環境汚染、製品事故等）の防止を徹底する。
3） 事業・社会に深刻な影響を与える事象の発生時において、社会の信任、安全と健康を確保し、事業を継続または早期回復させるための対策
に取り組む。この場合、社会の信任、安全と健康を、事業の継続または回復よりも優先する。

重点課題
上記方針および近年の社会情勢、当社・他社動向から以下を2022年度の重点課題とする。
1） 機密情報漏洩について、早急な対策を実施し再発を防止する。
2） 保安事故の発生リスク低減のため、特に海外プラントの安全設計のみならず人材育成を含む管理面（運転管理、設備管理）の総点検で把握し
た課題への対策実施状況を、社内専門家チームによる監査等で客観的に評価し着実な改善に繋げる。

3） 原燃料・副資材の供給リスクに対し、サプライチェーン視点で汎用品を含む全てを再点検し、より包括的なBCP（事業継続計画）を策定する。
4） COVID-19に対し引き続きパンデミックへの備えを確実にする。

詳細は、下記ウェブサイトをご覧ください。 
https://www.kuraray.co.jp/csr/
report2022/riskmanagement

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/riskmanagement
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/riskmanagement


Kuraray Report 2022 56

コンプライアンス

クラレグループは、㛡喋な社会との䫘点にֽいて鹖㱤す׬き
事ꯁを「熖たהの鏍硜」として、またこれを企業孨Ⳃの中で⪮⛮
的に㲔饧するためのガイドラインを「クラレグループ行Ⳃ釨疗」
として定めています。אして、嫎♐ֽよצ「熖たהの鏍硜」を⸬㱤
することを磬ㅀトップֿ㲚銧しています。これを┩槡中のグルー
プ全従業員（㜵硜社員、孬鸦社員、パート社員を含׳）に⼽湳す
るため、トップ㲚銧を明記し、「行Ⳃ釨疗」を⮆־り׷すׂ解鐄
したコンプライアンス・ـンドブックを⛼成し、鿥䄭しています。
2021年には全従業員ֿ✳い׷すいデاインと12銧鏤緾錌にリ
ニューアルして、国⫂㛙のグループ会社に鿥䄭しました。

また、クラレ⺨㏐㓊拠点ֽよצグループ⺨
社にコンプライアンス礴䦮縖を鹟♳するとと
もに、㏐㓊⮯にコンプライアンス㡦員会を錃
ׄています。2019年׼־は㏐㓊⮯コンプラ
イアンス㡦員会とリスク・コンプライアンス
㡦員会の孨Ⳃ侇僿を連Ⳃし、グループ全⛮
のコンプライアンス䙫閁の⺸上を泘䧗してい
ます。

⫂鼧通㕔⯆䈱

コンプライアンス鷿⹚をꡔ塛、または企僿に発釤・解決する
ための⫂鼧通㕔⯆䈱として、┩槡中のグループ全従業員を㵚霄
に「クラレグループ社員相鐶㲜」ֽ よצ「グローバル・コンプライ
アンスٌットライン」を錃糋しています。相鐶・通㕔⫂㳊は娘绷
⹦䌕全芗に꞊わるもの、社⫂ルール鷿⹚、☔嘤の׳肨䷴を含׷
㵯ꄆـ׷ラスْントなל☔事꞊➟のものなלコンプライアンス

全芗にわたります。2021年は社員相鐶㲜にて国⫂で11♭の
相鐶ֵֿり、COVID-19孱行に⛂う業ⳉ⫂㳊׷绷㕙梪㗞に꞊
する☔事・Ⲑⳉ꞊➟の⫂㳊なלも疗㍱として含まれました。ま
た、相鐶・通㕔はⶁ名を可とし、相鐶・通㕔縖ֿ┘⮵沟な⹦り
䣽いを⹨ׄない通㕔縖保閾を釨定により定めています。

リスクマؾジْント・コンプライアンス䐿䈓の⹦り組ײ

嚀㳡䗯㕔庀孋ꡔ塛מ⺸ׄた⹦׽磝ײ
クラレグループֿ鷞ㅀするサーバーに┘塜アクجスֿ行われ、保有
する䗯㕔の┉鼧ֿ㛙鼧に孱⭳したことを 2021年10月に澬鏀しまし
た。אの䏲の鐧削により、孱⭳した可耆䓪のֵる䗯㕔の┉鼧に、⹦䌕
⩝ֽよצクラレグループ従業員璡の妣名・会社連礘⩝璡の⠕☔デー
タֿ含まれていたことֿ⮭明し、꞊ の連礘を含め䑒釐な䫣糋׫⩝➟
を铺じました。
杯㏇、㛙鼧の㵠ꝛ嚀꞊の䫟㝢に㓹טき、┘塜アクجス発釶䏲鵭־׷
に䗯㕔جキュリティ㵚策を铺じています。クラレグループ嚀㳡䗯㕔管
理ポリシーをグローバルベースに䷉定し、従業員にはeラーニングに
よる䗯㕔جキュリティ䷷罫׷┘㴯ْール㵚䑴鋌穒を㲔产しました。
キュリティجットワークの泃釱䍚⴫、䗯㕔ؾ、に⫋発ꡔ塛策として׼׈
事䷚㵚䑴の㲔饧庋綗、ITリテラシー⺸上のための禆禈的な䷷罫・溿
⟣の㲔产なל、䗯㕔جキュリティの┉㷺の䍚⴫と䗯㕔管理⛮⯆の⸬ꄆ
⴫を㍲זていきます。

頜⹜鞬ꡔ塛מ⺸ׄた⹦׽磝ײ
クラレグループは、頜⹜鞬のꡔ塛／春金・㳝♀の⹦り䣽いに꞊する
行Ⳃ䧗ꄠを「クラレグループ行Ⳃ釨疗」にֽいて⫂㛙に炐し、頜⹜鞬
ꡔ塛に꞊する㓹本亠ꄠを「クラレグループグローバル頜⹜鞬ꡔ塛ポリ
シー」にֽいて定めています。これ׼の㓹本亠ꄠに⯞り、グループ⺨
社にֽいて꞊連钥釨定を定め、䏔員ֽよצ従業員に㵚する䷷罫・溿

⟣の㲔产、代理䈘璡の瑬三縖を通じて行われる頜⹜鞬リスクの管理
手禈きの㵵⪌なל、グループレベルでの頜⹜鞬ꡔ塛⛮⯆の丝⤓・䍚⴫
を鶟めています。

斻ⶭ焔塛嫎鹖㱤מ⺸ׄた⹦׽磝ײ
2021年は、リスクの高い事業・⮆ꄇにֽׄる鹖㱤⛮⯆のモニタリ
ングを禆禈するとともに、䏔員ֽよצ従業員に㵚する䷷罫・溿⟣、⪌
儘勅♭に꞊する年䈱泃削なלの产策を㲔产しました。2022年以꡸
にחいても、斻ⶭ焔塛嫎鷿⹚の未抅ꡔ塛を㍲るため、クラレグループ
全⛮として斻ⶭ焔塛嫎鹖㱤プログラّを澬㲔に鷞榫し、鹖㱤敯媲のモ
ニタリングを㲔产していきます。

鼧糓䷷罫の㲔产ت٤ؓؕٚو٤ؤ
2017年より国⫂グループ全従業員を㵚霄としたコンプライアンス
鼧糓䷷罫を年1㍑㲔产し、鼧糓⫂のコミュニケーシ٘ン・겧通しの⺸
上を泘䧗しています。2021年は国⫂グループ会社の管理绷（課Ꝏ）
㷺を㵚霄に、「ـラスْント行憡にな׼ないْンバー䧗㵵の㓹灄湳閁」
にחいて、㛙鼧铺䅨との㵚鎇を通じて㰢צ、⹆ⱶ縖ֿ自⮆の銧蜗で鼧
┖に鏤れるレベルを泘䧗してオンラインجミナーをꝧ⤹しました。א
の䏲、⹆ⱶ縖はجミナーで䐂た湳閁׷妳♀きを鼧糓に持ה䅯り、㵚鎇
㑔の鼧糓䷷罫を行うことで、鼧糓のコンプライアンス䙫閁の寀鵀とコ
ミュニケーシ٘ンの⺸上を㍲りました。

2014年䈱 2015年䈱 2016年䈱 2017年䈱 2018年䈱 2019年䈱 2020年䈱 2021年䈱

クラレグループ社員相鐶㲜（国⫂⹦り䣽い）相鐶♭数の䫟燯 1♭ 3♭ 4♭ 9♭ 16♭ 35♭ 23♭ 11♭

クラレグループ コンプライアンス・ـンドブック

COMPLIANCE
HANDBOOK

PDF005_2_0173528362106.indd   2-3 2021/08/12   13:04:45

コンプライアンス・
ンドブックـ

「コンプライアンス・ـンドブック」にחいては、┖記ウェブサイトをׇ鈋ׂ׈דい。
https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/compliance

磬ㅀ㓹盤の䍚⴫
ت٤ؓؕٚو٤ؤ٬ع٤ْةؾُؠتٛ

https://www.kuraray.co.jp/csr/report2022/compliance
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製造拠点

● ⠐丢事業䢥（㹭山洈⠐丢䄫）
● 里兢事業䢥（䚁㨽洈里兢䄫）
● 㹭山事業䢥（㹭山洈㹭山䄫）
● 新弓事業䢥（新弓洈羢⫂䄫）
● 뛈㼖事業䢥（蒼㒮洈烕割䄫）
● 떌海事業䢥（㹭山洈⤓⯥䄫）

研究開発拠点

● ンター（㹭山洈⠐丢䄫）جしき溿狒ׂ׼
（䄫ףׂח蒼㒮洈）ンターج溿狒ףׂח●
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社名 株式会社クラレ

代辐⹦稤䏔社Ꝏ 䃷⸉ ☝

錃玮 1926年6月

本社䢥㏇㏐ 〒100-0004
東京都千代田区大手町2-6-4 常盤橋タワー

URL https://www.kuraray.co.jp

鞲本金 890⧠円

従業員数（連磵） 11,330名

グループ会社 連磵㯸会社76社・持⮆嫎鸵榫会社2社

主釐海㛙拠点 米国・ドイツ・ベルギー・中国・シンガポール

証券コード 3405

発行済株式の稀数 354,863,603株

株主数 98,126名

上㕙証券⹦䌕䢥 東京証券⹦䌕䢥

株主名皨管理☔ 三◒⛨⹘信託銀行株式会社
東京都千代田区╖の⫂1-4-1

斻玮泃削☔ PwCֵ׼た有限鞊♳泃削嫎☔

会社哭釐

クラレグループؾットワーク

株式䗯㕔

釐拠点╚و٭ٜء

● 本社（東京都千代田区）
● 大ꡉ事業䢥（大ꡉ䄫）
クラレトレーディング株式会社（大ꡉ䄫）
クラレノリタケデンタル株式会社（東京都千代田区）
クラレプラスチックス株式会社（大ꡉ䄫）
クラレؙンジニアリング株式会社（大ꡉ䄫）
クラレテクノ株式会社（大ꡉ䄫）
クラレクラフレックス株式会社（大ꡉ䄫）
クラレフؒ スニング株式会社（大ꡉ䄫）

会社データ（2021年12月31日現在）

国 ⫂

仼本

売上高170,532百万円　
構成比27.1％

ؓةؓ

売上高77,528百万円　　　
構成比12.3％

の他א

売上高29,729百万円　　　
構成比4.7％

2021年䈱
連磵売上高

629,370氬┒⫃
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信託銀行
27.11％

生命保険会社
6.68％

都銀אの他
金融嚀꞊
10.93％

㛙国☔
18.86％

☔の他�国⫂嫎א
3.70％

証券会社
6.18％

自己株式
3.06％

⠕☔・אの他
23.48％
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株主名 持株数（千株）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 60,336

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 21,887

全国共済農業協同組合連合会 10,882

日本生命保険相互会社 10,448

日本証券金融株式会社 6,772

SMBC日興証券株式会社 6,036

明治安田生命保険相互会社 5,969

クラレ従業員持株会 5,550

三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社 4,999

UBS AG LONDON A/C IPB SEGREGATED 
CLIENT ACCOUNT

4,992

※当社は自己株式10,858,263株を保有しています。

大株主

地域統括拠点

● Kuraray America, Inc.（米国テキサス）
● Kuraray Europe GmbH（ドイツフランクフルト）
● Kuraray Asia Pacific Pte.Ltd.（シンガポール）
● 可楽麗管理（上海）有限公司（中国 上海）
● 可楽麗香港有限公司（中国 香港）
● Kuraray India Private Limited （インドニューデリー）
● Kuraray South America Ltda. （ブラジルサンパウロ）
● Kuraray（Thailand）Co., Ltd.（タイバンコク）

製造拠点

●  Kuraray America, Inc.
（米国テキサス、ノースカロライナ、ウェストバージニア）
● MonoSol, LLC（米国インディアナ、英国ウースターシャー）
● Kuraray Europe GmbH（ドイツフランクフルト、トロイスドルフ）
● EVAL Europe N.V.（ベルギーアントワープ）
● Kuraray Europe Moravia s.r.o.（チェコ共和国）
● OOO TROSIFOL（ロシアニジニ・ノヴゴロド）
● Kuraray Asia Pacific Pte.Ltd.（シンガポール）
● 可楽麗亜克力（張家港）有限公司（中国 張家港）
● Kuraray Korea Ltd.（韓国 蔚山）
● Plantic Technologies Limited （オーストラリアビクトリア）
●  Calgon Carbon Corporation
（米国 ペンシルバニア、ケンタッキー、ミシシッピ、英国、フランス、
イタリア他）

研究開発拠点

● KAI Corporate R&D（米国テキサス）

●上記リストに含まれない主な販売拠点

株主構成（持株比率）

海 外

米国

売上高116,400百万円　
構成比18.5％

中国

売上高86,774百万円　
構成比13.8％

欧州

売上高148,405百万円　
構成比23.6％

会社データ



本社
〒100-0004 東京都千代田区大手町2-6-4 （常盤橋タワー）
代表
TEL：03-6701-1000／FAX：03-6701-1005

https://www.kuraray.co.jp
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